
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　白い霧は先を進むほどに濃くなり、タウとキアの行く手を阻はばむようになった。周囲に水気は全くないというのに、まるで沼地に迷い込んだかのようだ。

　この霧が、普段は遥はるか頭上に「雲」として仰ぎ見ているものなのだと思うと、タウは不ふ思し議ぎな感覚に囚とらわれる。山岳を越える旅では、いつものことだ。

「──引き返す気は、ないんだね？」

　背中にかけられたキアの言葉に、いい加減タウはうんざりきた。もう何度同じ遣やり取りを繰り返しているか知れないというのに。

「そこまで嫌なら、お前一人で帰ればいい」

「嫌、か。……うん、確かに嫌ではあるんだが」

　そうは言いつつ、淡々たるキアの口調には感情の色がない。山歩きに疲れた気配もなければ、行く手に待ち受ける冒険への畏い怖ふもない。嫌がっているというよりも、買い物で釣り銭の間違いを指し摘てきしているかのような、そんな口ぶりだ。

　まず疲労の度合いについて言うならば、真っ先に音ねを上げるべきはタウであってキアではない。食料や装備品といった荷物の大方を担いで先を行くタウに比べれば、キアは手ぶらも同然だ。とはいえ、その分担自体が不公平というわけではない。二人のチームワークにおいて、タウは鍛きたえ上げた肉体の膂りょ力りょくとスタミナを発はっ揮きするのが役目だし、華きゃ奢しゃなキアの身体からだは力仕事に向かないぶん、その細い指先から炎や稲妻を紡つむぎ出すことができる。だがキアが得意の魔術を振るって活躍しているわけでもない現時点において、黙々と労役に徹てっしているタウより先に疲労を訴えるというのは不公平であろう。

　そしてもう片方、畏怖の念については、勘かん繰ぐることさえ意味がない。キアとは付き合いの長いタウだから知っている。──キアが何事かに対して『恐怖』を懐いだくことなど、たとえ世界の終しゅう焉えんが訪れようともあり得ない、と。

「なぁタウ。君が退たい治じしたがっている龍が、本当にこの山にいると仮定して──」

　物分かりの悪い弟で子しを教え諭さとす師匠のような粘り強さで、キアはなお異を唱となえ続ける。

「そいつは麓ふもとの村を脅おびやかしているわけでもないし、賞金がかかっているわけでもない。殺して腑はらわたを抜き取れば霊薬が手に入るとか、そういう噂うわさを聞きつけたわけでもないんだろう？」

「そうさ。だから競争相手もいない。今あの龍を狙ってるのは俺たちだけだ。そこがチャンスなんだよ」

　タウがこの山の龍を狩ろうと決意したのは、たまたま発見した足跡の寸法が原因だった。キアがそれを龍のものだと鑑定するまで、タウにはそれが何の動物の足形なのか見当もつかなかった。それほどに──小さかったのだ。

　未いまだ実物の龍を目の当たりにした経験のなかったタウは、聞きかじっていた伝聞や噂話から、もっと途方もない怪物の巨きょ軀くを想像していた。だが今回見つけた足跡は、歩幅から推算するに大きく見積もっても体長は一五フィート程度。タウにとってそれは、『猛獣狩り』の獲物と想定しても充分に現実的な数字だった。戦場ではもっと巨大な『象』とかいう獣けものを倒したこともある。

　念のため博識なキアにも相談し、『まぁ、やってやれなくもないだろうけど』という返答を得た時点で、タウの腹は決まった。即刻、最寄りの村に立ち寄って装備を調え、再び山中に踏み入って今に至る。

「──たしかに僕は、あのとき、さも勝算があるかのような返事をしたけれど」

　今いま更さらながらもキアは、迂う闊かつな返答を悔くいている様子だった。

「君がむかし倒したっていう象と比べても、龍は格段に危険な相手だ。図体の寸法だけで判断するのは愚おろかだよ」

「でも、倒せるんだろう？　俺とお前の二人なら」

「……可能か不可能かを問うなら、希望はあるだろうさ。でも危険性についての話はまったく別だ。いつもタウは僕に言ってるじゃないか。リスクと実利の兼ね合いを考えろって」

　事実、キアは時としてタウですら理解に苦しむような奇行をしでかして大騒動を引き起こすことがある。万事において世間知らずで常識外はずれなキアに対する諫かん言げんは、もはやタウの日課と言ってもいい。

「お前が俺の説教をちゃんと記憶に留めておいてくれたとは嬉うれしいね、キア。……だったら今回の件は、その応用編と考えてくれよ。目先のことだけ考えれば無意味な只ただ働ばたらきかもしれないが、長い目で見ればリスクに見合うだけの実利はあるんだ」

「ふむ、どんな？」

　ずばり、名声が狙いだと──そう一言で説明するのは容易たやすいが、果たしてキアは『名声』という概がい念ねんを的確に理解しているだろうか。龍の足跡を見分けたり、見たこともない野草から軟なん膏こうを作ったり、そういう知識ばかりは異常なほど豊富なくせに、人の世の常や習いについてはとんと疎うといキアである。

「たとえばな、先月の商隊キャラバンの護衛。あのときの報酬額を憶えてるか？」

「二人で二四ザーフだったよね」

「そうだ。こっちの一人二〇ザーフって言い値を、値切りに値切られて四割引だ」

「でも実務の割には充分すぎる稼ぎだったじゃないか。九日間、僕らはただ荷馬車の後ろについていっただけなのに」

「そうさ。退屈にも程がある。まぁ荷馬車二台に護衛ばっかり八人も連れ歩いてる商隊なら、大概の山賊は手出しを控ひかえて当然だがな」

　さて、そこでだ。と語調を改めてタウは続ける。

「もしも街道一帯に、俺とお前が龍を倒したっていう噂話が広まってたらどうなってたと思う？　想像してみろ。その名も高き『龍殺しのタウとキア』のお通りだ。街道筋を縄張りにしてる山賊はどうする？」

「……まぁ、警戒して手出しはしないだろうね」

「そうさ。追おい剝はぎだって馬ば鹿かじゃない。厄やっ介かいな相手は見過ごして、もっと簡単に襲える獲物を探すだろう。だったら商隊のリーダーも有う象ぞう無む象ぞうを六人も余計に雇やとったりしない。たとえ一〇〇ザーフふっかけられたとしても言い値で契約しただろう。俺たち二人だけと、な」

「……」

　タウの背後で、キアはさも不可解だと言わんばかりに黙だまり込む。

「……なあタウ、もし仮に山賊たちが勇気と職業意識に溢あふれた勇者たちで、龍殺しの噂なんか気にかけずに襲いかかってきた場合、君は僕と二人だけで二台の荷馬車を守り通せたかい？　六人ぶんの味方を抜きにして？」

「──はぁ」

　キアの奇き天て烈れつな反論に、タウは深々と溜ため息いきをついた。

「勇気も職業意識も持ち合わせていないような奴が山賊になるんであって、だな。……いや、まぁ、仮定としてあり得ないとは言わんが。そんな不幸中の不幸は確率としてゼロみたいなもんだ。一〇〇回のうち九九回は、名前の箔はくだけでボロい儲もうけが転がり込んでくるものなのさ。あとは不運を踏まないよう、用心深く立ち回ればいい」

「うぅん……」

　ここまで説明しても、キアはなおのこと納得しかねる様子だった。

「噂話って、そこまで都合がいいものなのかい？　逆の解釈をされたりしないか？　たった二人で倒せる程度なら、意外と龍なんて弱いんだ、とか」

「そこはそれ。舌した先さき三さん寸ずんさ。なにも立会人に見届けられて決闘するわけじゃないんだ」

　事実としてタウは、『二人だけで倒せそうな小物の龍』を見つけたから躍やっ起きになっているのである。そしていざ倒してしまえば龍は龍だ。武勲の証拠として遺い骸がいの一部を持ち帰るだけで、あとはどうとでも言い繕つくろえる。たとえば切り落とした尻しっ尾ぽが多少貧相だったとしても、これは一〇本生はえていた尻尾のうちの一本だと言い張れば、後から見た者は信じるしかない。そもそも龍という生き物の正確な容姿をきちんと把は握あくしている者などごく希まれだ。極端な話、明らかに平凡な生物のものでないと見て判る遺骸さえあれば、それを龍のものだと言い抜けることすら可能なのだ。

　実際、タウは傭兵時代に、龍殺しの功いさおを吹聴する同業者を何度か見かけたことがある。たしかにそういう連中は証拠として、見たこともないほど奇怪な角や牙、鱗うろこや骨といった品を持ち歩いていた。そういう装身具をひけらかす者は、同じ部隊の中でも、報奨から待遇に至るまで何もかもが段違いだった。いざ戦闘となれば注目され、標的になって危険の度も増すが、ちゃんと名声に釣り合うだけの手て練だれであれば、むしろさらなる武功を狙い、敢あえて戦局の焦点に立とうとする。龍殺しの逸いつ話わとその証拠があれば、そういうことが可能になるのだ。

　倒すまでには至らなくとも、角の一本もへし折って拾ってこられたなら、それでいい。大方、龍殺しで名を馳はせた他の連中もそうやってきたのだろう。実際の手段がいかに卑ひ劣れつな詐さ術じゅつであろうと、もたらされる成せい果かに変わりはないのだ。

「なぁキア、俺たちと野の良ら犬いぬの違いは何だと思う？」

「え？」

「チンケな日銭を稼いで、次の仕事が見つかるまでを食いつなぐ……こんな暮らしは、残飯漁あさりの野良犬と大差ない。計画が、必要なんだ。明日のための計画、そいつがヒトと犬とを隔てるものなのさ」

「それが──君の言う『噂話』かい？」

　あくまで得心がいかないのか、キアは溜息混じりに問い返してくる。

「わからないよ。僕にも君にも、名前はただ一つあるだけで間に合ってるはずなのに。この上どんな呼び名が欲しいっていうんだい？」

「『知られた名』だよ。都の貴族や大公たちの耳にまで届く名だ。そうやって知れ渡らない限り、俺たちは、連中にとって『居ないも同然』なんだからな」

「……」

　背後から伝わってくるキアの沈黙の気け配はいは、まるで不条理劇の結末を見届けて途方に暮れているかのように、どこか虚うつろで寂しげだった。










　龍退治、とあっては人間相手の戦いくさとは違った支し度たくが必要になる。

　まずタウは商売道具として持ち歩いていた盾たてと革かわ鎧よろい、そして兜かぶとは今回まったく用を成なさないものと見限った。それらの防具は、あくまで人間の腕力で振るわれる得え物ものから身を守るために設計されたものだ。龍などという想定外の猛獣の爪や牙に対処出来る保証はない。完全装備の重歩兵が、丸太のような『象』の脚に踏み潰つぶされる光景を、タウは目の当たりにしたことがある。ああいう獣を相手にするならば、まず絶対に相手の攻撃の及およぶ位置に身を置かないよう立ち回ることが前提だ。そう考えれば装備は身軽さが第一であり、防具の類たぐいはいっそ潔く諦あきらめた方がいい。

　もちろん、ただ逃げ回ればいいのではなく攻撃の手段も必要になる。相手に不用意に近付くことなく、安全な距離を保たもった上で手傷を負わせられる得物──となれば剣や斧おのでは論外だ。幸いタウには槍やりの用意があったが、長さ六フィートの短たん槍そうではいかにも心細い。そこで鍛冶かじ屋やと交渉し、長さ八フィート余りの樫かし材ざいの竿だけを買い取って、そこに自前の槍の穂を付け替えた。これならば、どれだけ敏びん捷しょうな獣だろうと機先を制して突き刺すことができるだろう。

　さらにタウは、防具を質に入れた金で弩いしゆみを買い入れた。狙いを定める瞬間に腕力だけを頼みにして弦を引き絞らなければならない普通の弓とは違い、弓を台座に固定して、弦を引いた状態のまま携行できる弩は、予あらかじめ弦を絞っておく際に脚や腹筋、さらには器具の力を借りることもできるため、より強力な力で矢を撃ち放つことができる。

　わけてもタウが購入したのは、滑車を使って弦を巻き上げるという最も強力なタイプだ。滑車を回すのに時間がかかるため、一度撃ったら戦闘中の再さい装そう塡てんはまず見込めないものの、今回タウは連射を諦めてでも初撃の威力を優先したかった。まず奇襲を掛けて弩の一撃で深い手傷を負わせ、そうして弱ったところに槍で攻めかかろう、というのがタウの算段であった。

　さて、鎧兜は不要と割り切ったものの、目指す場所が高山である以上、別の脅威から身を守る必要がある。それは冷気だ。獣相手の狩りともなれば、まず間違いなく待ち伏せが戦略の要かなめとなる以上、いざというとき身が凍こごえて動きが鈍にぶるようでは話にならない。そこでタウは毛皮の内張りを施ほどこした防寒具を一式買い揃そろえることにした。動作の機敏さはある程度損なわれてしまうものの、こればかりは止むを得ない。

　タウはさらに愛用の幅はば広ひろ剣けんを質草にしてキアのぶんの防寒具も用意しようとしたが、キアはそれには及ばないと断った。魔法で暖が取れるから寒さは気にならないというのが理由だった。そういうことなら、とタウは幅広剣を担保として質屋に委ゆだね、他の質草が流れるまでに二週間の猶ゆう予よを確約させた。

　このまま冬山の猟りょう師しに転業するというのなら今のままでも問題ないが、再び傭兵稼か業ぎょうに戻る気なら、預けた質草を買い戻す算段は必須であった。傭兵は戦場に持参した装備がどれだけ揃っているかによって契約金に雲泥の差が出る。キアが装備代を倹約してくれたおかげで、質流れのリスクを軽減できたのは大きな安心材料だった。

　ところが──今になってタウは、キアが出費を抑おさえようとした意図を勘繰るようになっていた。彼はまさか、端から龍殺しの計画が失敗するものと見越して守りに入ったのではあるまいか？　あんなにも無気力で非協力的なのも、そういう思惑があってのことなのか？










　霧の中を抜けた後、しばらくは渓谷の跡とおぼしき涸かれ谷を辿たどり、きつい斜面を登るのに専念する行程が続いた。疲労を意識から追い払い、努めて先に進むことにばかり意識を向けていたタウは、ふいに目の前の視野が開けたことでようやく、山頂へと続く尾根にまで到達したことに気付いた。

　今朝方に通り抜けてきた雲の層は、乳白色の雲海となって眼下に蟠わだかまっている。触れば綿毛のように柔やわらかな手応えが返ってきそうだ。あれがつい数時間前までタウの全身を包み込んでいた、重さも手応えもないただの霧だとは到底思えない。──霧ですら水のように流れ落ちて低所に溜まってしまうほどに、今この高さの空気は軽く、澄すみ渡っているということか。

　空の青さは限りなく透明で、まるで群ぐん青じょうの色そのものが光を放っているかのように、明るく、眩まばゆい。雲すらも届かぬ高みの空がどんな色をしているのか、タウは初めて知った。

　雲の海の彼方かなたは茫ぼう洋ようと霞かすんで空の青色と溶け混じり、何処どこからが境目なのかすら定かでない。そんな中に、かろうじて輪りん郭かくとして見て取れるのは、薄くぼやけた遠い山々の稜りょう線せんだ。何処の何という山なのか、見当さえつかない。もしかしたらそれは、タウが一生涯知ることもない遠い異国の山なのかもしれない。

「……」

　不意打ちも同然に訪れた歓かん喜きで、タウの魂たましいは打ち震えた。

　これまでにも旅の途中で山越えを余よ儀ぎなくされたことは何度かある。が、こんな高所までの登山を必要としたことは一度もない。故ゆえにタウにとって、そこは未知の異境だった。

　今日この日までタウが見届け、経験してきた諸相だけが、決して世界の全てではない。未だ見ぬ驚異が、神秘が、何処かに待ち受けているのだという想おもい──それこそがタウを旅に駆り立てる理由の全てだ。

　血みどろの戦場の光景がどんなに凄せい惨さんであれ、人の世の欲望と裏切りがどれほど卑劣で非情であれ、ただそれだけで絶望するには及ばない。かつて、この世界はただそれだけの場所ではないと知ったとき、タウの人生は新しい意味を得た。その理解をもたらした友が傍かたわらにいればこそ、今のタウが在るのだ。

　いつの間にか、後から来たキアもタウの隣となりに腰を下ろして、見渡す限りの雲海の広がりを眺ながめていた。どのみち小休止を取るには程良い頃合いでもある。二人はしばらく座り込んだまま、時を忘れて目の前の雄大な美観に見入っていた。

「……素晴らしい景色だね」

「そうだな」

　それ以上は、言葉が出なかった。この圧倒的な眺めを前にすれば、ちっぽけな人間がどんな言葉を紡ごうとも、虚むなしいものにしかならない。

「この景色を見るためだけにここまで登ってきたと考えても、充分に元が取れてると思うんだ」

　タウは放心状態のまま頷うなずきかかり、その間ま際ぎわで、キアの語る言外の意味を汲くみ取った。

「──満足して、引き返せと？」

　キアは眼下の眺望に背を向けて、タウに向き直った。やや色味の薄い緑の瞳ひとみは、一見穏おだやかそうに見えて、しかし確たる意志を秘めている。不平不満や愚ぐ痴ちではない、今度こそ本気の反はん駁ばくとして、キアはタウに異を唱えているのだ。

「嫌なら戻ればいい。俺一人でやる」

　前にも言ったのと同じ殺し文句を、再びタウは口にする。

「僕が同じ事を言ったとしたら、タウは承諾するかい？」

　キアからの予想外の問いに、タウは逡しゅん巡じゅんするよりまず先に反射で返答してしまった。

「いいや」

　そう──もし仮にキアが望ましからぬ道を選んで、どんなに説得しようとも折れないとなったら、そのときはタウも不承不承ながらついて行くだろう。理屈ではない。二人はそうやって今日までコンビを組んできた。ただそれだけのことだ。

「時には別行動が望ましいときもある。君が僕に強要をしないのも判ってる。でも、違うんだ。僕が行きたくないわけじゃない。君を先に進ませたくないんだよ」

「……」

　親身な心配を喜ぶべきか、お節介だと苛いら立だつべきか、舐なめられたものだと怒るべきか──俄にわかには判断しかねる警句であった。

「俺が死ぬとでも？」

「君は不死身なのかい？」

　ここまでキアが強情なのは、ひょっとすると予知夢や占いといった手段で不吉な運命でも察さっ知ちしたのかもしれない。だがタウはキアがその類の魔術までも扱えるとは聞いていないし、それならそれとキアははっきり根拠を説明するはずだ。

　そしてもし仮に『未来の運命』などというものが示されたとするならば──タウは、断固としてそれに抗あらがうだろう。たとえそれが破滅を意味しようとも。

「……命がけでも、やるしかない。俺は龍殺しの名を手に入れる。お前にその価値が判らないとしてもな」

「僕には価値が判らないし、タウは意味が解わかってない。龍と戦うというのがどういうことか」

　小さくかぶりを振りながら、キアが立ち上がる。議論をしているうちに、気がつけばもうそろそろ休きゅう憩けいを切り上げる頃合いだった。

「ねぇタウ、怪物はね、ヒトでは倒せないから怪物なんだ。……もしも怪物を超えてしまったら、そいつはもうヒトではない。その向こう側の何かになってしまう」

　再び歩き出したキアの足取りは、だが明らかに稜線の傾斜をさらに上へ、山頂に至るルートを辿っていた。

「……」

　遅れて立ち上がり、後を追いながら、タウはその背中に言葉を投げかける。

「なぁキア、お前は俺を相棒にして、後こう悔かいしてるのか？」

「いいや。君に導かれたから僕は、今ここにいる。──君は、後悔しているのかい？」

「……そんなわけ、ないだろ」

　そんなわけがない。今ならばタウはそう断言できる。だが三年後、五年後。胸を張ってそう答えられるのかといえば──自信がない。そしてそんな自分が許せない。

　キアの言うとおり、彼を冒険の旅に連れ出したのはタウだ。故郷の村でキアが受けていた仕打ちを思えば、それは間違いなく正解だった。

　だが果たして、キアの先導者としてこの自分が最適任であったのかと考えると……タウの胸中には、やるせない焦あせりが湧わき起こる。

　キアは卓越した魔術師だ。──否いな、卓越しすぎていると言っていい。彼が駆使する魔術の凄すさまじさは圧倒的でありながら、さらになお底知れぬ力を秘めている。あれほどの力量があるのなら、一国一城の主となるのも、さらには天下を狙うのも夢ではないのではと思えてくる。

　なのにキアは、そういう野望に想いを馳せようとしない。明日に希望を懐くこともなく、それどころか今日という日に刹せつ那なの喜びを見出すことすらしない。

　例えば服だ。食うや食わずの傭兵稼業なら豪ごう奢しゃに着飾るのは無理としても、ある程度までなら清潔で快適な衣服は手に入る。だがキアはそうしない。擦すり切れた穴だらけの麻布一枚と、腰こし帯おび代わりの縄ひとつという、まるで巡礼中の苦行僧のような格かっ好こうで通している。

　ボロボロに摩ま耗もうしたサンダルは既すでに履き物の役割を果たしていない。凍えるほどの冷気に晒さらされ、硬く尖とがった岩を踏みしめて歩いてきた素足は、汚れきり、明らかに傷だらけになっている。鞣なめし革の長靴ひとつ履くだけで事情はまったく変わるだろうに──それでもキアは自分の防寒具を買い入れようとしなかった。買い込んだ食料も、干し肉はすべてタウに譲ゆずり、キアは黒パンしか食べようとしない。魔法使いにはそれで充分、と笑って辞退する。精をつけなきゃならないのは身体を動かすタウの方だと言い張って。

　出会った頃は人の社会の営みについてまったく無知だったキアに、金銭という概念を教え込んだのはタウだ。だがその結果キアは、快楽の対価、あるいは寒さや空腹を凌しのぐ手段として金を消費することを拒むようになった。

　吝りん嗇しょく家かなわけではない。タウがいかに馬鹿げた浪費をしようとキアは文句一つ言わない。ただ、そういうものは魔法使いには必要ないと──それがキアの決まり文句だ。

　冗談ではない。魔法使いなら痛みを感じないとでも言うのか？　酒を飲んで憂うさを晴らすことも、女の肌に慰なぐさめられる必要もないと？

　どんな魔法を使えるのであろうと、自分自身を粗そ略りゃくに扱っていい理由になるわけがない。

　タウが思うに、キアは自らに人間としての尊厳を認めていない。きっとその意識は、故郷の村で虐ぎゃく待たいを受けていた頃から、一歩も進んでいないのだろう。これだけ長く一緒に旅を続けていながら、タウはキアのそういう諦てい観かんや厭えん世せい観かんを覆くつがえせずにいるのだ。

　このままではキアは生涯、ただ「生きる」という要件だけを満たして事こと足たれりとしながら、野の獣のように暮らしていくことだろう。誰一人として及ばぬ力を持ちながら、誇りとも栄えい華がとも無む縁えんなままに。

　それがタウには、悔しくてならない。

　この世界には、未だ見ぬ歓喜と栄華が満ち溢れているのだと──タウはそれをキアに理解してほしかった。壮麗な服を着て、豪放に喜びを買い漁り、尊敬と羨せん望ぼうの眼まな差ざしを一身に集めて、その手応えに酔いしれてほしかった。

　そのためにはまずタウが、野良犬も同然の生活から脱しなければならない。隣にいるタウがただの流る浪ろうの傭兵であり続ける限り、キアは決して目を覚まさないだろう。キアはタウの生き方を規範とし、それを見習って生きている。なればこそ現状のタウの境きょう遇ぐうを、人間として『満ち足りたもの』だと誤解させてはならなかった。

　名を揚げること、威名を以もって知れ渡り、新たなチャンスを摑つかむこと。それはタウ自身のためでなく、キアのためにこそ必要だった。

　今はまだ、理解できなくてもいい。ただ先に進み続けるだけでいい。

　キアと組んでいる限り、二人は決してこの程度で終わらない。いつかは必ず、世界が目を疑うたがうような壮大な舞台で、最高の栄えい誉よを摑み取る日が来るはずだ。

　かつて荒すさみきった戦場の暮らしに、心枯れさせていた頃のタウならば、そんな夢想を懐くことはついぞ有り得なかっただろう。キアという相棒を得たからこそ、彼もまた、明日という日に想いを馳せるようになったのだ。










　山頂に近付くにつれ、明らかにそれと判るほど、空気の質が変わっていった。

　日暮れとともに急速に冷えていく気温のせいもあるだろう。だがそれだけではないと、タウの直感は告げていた。

　何かが……おかしい。

　まるで矢を番つがえた弓に狙われているかのような、えもいわれぬ不安感。こういう勘働きのおかげで、タウは過去にも幾度か敵の待ち伏せの罠わなを察知し、窮きゅう地ちを逃れた経験がある。こんなときは慎しん重ちょうの上にも慎重を期して動くに限る。

　だが、何を警戒しろというのか？　旅人が山越えに使うようなルートはもう遥かに下だ。こんな標高に山賊の類が隠れ潜んでいる筈はずもない。狼おおかみや山犬でさえ、こんな不毛の岩場を縄張りにはしないだろう。見渡す限り岩と氷しか目に入らない、一切の生命の気配が途と絶だえた場所だった。こんな過酷な環境に住まう獣がいるとするなら──それこそ、龍のような幻獣の類ではあるまいか。

　もちろん、目指す獲物の姿はまだ影も形もない。それこそ人間ではあるまいし、まさか忍び込む賊に備そなえた落とし穴や虎とら鋏ばさみが仕込まれている筈もない。にも拘かかわらず、この説明のつかない危機の予感は何なのか。

　まるで先刻からずっと何かに監視されているかのような……妙みょうな圧迫感が肩にのしかかってくる。

　単に気が急せいているだけで神経が過敏になっているのだろうか。確かに焦りの意識はある。タウとしては日暮れより先に山頂に至り、まだ明るいうちに周囲の地形を検けん分ぶんしておきたかった。龍を待ち伏せするのに格好の場所を見定めてから、最寄りの割れ谷クレバスか何かに身を潜めて一夜を過ごし、翌朝から狩りを始める計画だったのだ。

　が、思ったよりも早く陽は雲海の果てに沈みつつあり、東の空は既に夜の色を濃くしつつある。今はまだ西の夕焼けの残ざん滓しが岩肌を赤々と染めているものの、それも消えれば周囲は闇やみに閉ざされる。まかり間違ってもそんな状況で龍と対たい峙じするのは願い下げだった。闇は常に人でなく獣を利する。

　或あるいはキアの魔術があれば闇による視界の不利を覆せるかもしれないが、それでも遭そう遇ぐう戦せんを避けたいという想いは強かった。龍などという得体の知れない存在を相手にする以上、せめて可能な限り不確定要素は排除して事に臨のぞむべきだ。ならば先回りをすることで地の利だけでも確保したいというのが、タウの切実な要望だった。明るいうちに地形を把握して作戦を整えることが不可能ならば──万全を期していったん引き返し、既に通り過ぎた道どう程ていの途中にあった待避場所を捜すべきだろうか。

　だが記憶を顧かえりみても、夜を過ごすのに適当と思える岩陰は、既に通り過ぎてから大分経つ。あそこまで引き返すロスを考えると、まだしも運を頼みに先へと進み、他に露営向きのポイントを探し出す方が前向きではないのか。

「……なぁ、タウ。あれを」

　キアの呼びかけに思索を中断されたタウは、相棒が指差す頭上に目をやった。

　遥かな上空、緋ひ色いろが藍あい色いろへと変わりゆく境目の中天に、夕日を浴びてきらめく小さな翼が見て取れた。鳥ではなく蝙こう蝠もりに似た、鋭角的な膜状の翼。だが距離感すら危うくなるほど遠くにありながら、その輪郭がこうも明確に見て取れることから、対象のサイズが蝙蝠なぞ比較にならないほど巨大なものなのは歴れき然ぜんだ。

「あれが……龍？」

　天空の影は鳶とびのように輪を描いて遊ゆう弋よくしている。その輪の中心は明らかに──タウとキアの立っている位置だった。今ではタウも、さっきまでの奇妙な不安感の正体について確信を得ていた。

　ずっと、見られていたのだ。猛もう禽きんが野の鼠ねずみに狙いを定めるかの如ごとくに。

「くッ……」

　無駄なこととは判りきっていたが、それでもタウは周囲を見回し、すぐに身を隠せそうな場所がどこにもないという非情な現実を再認する。状況はきわめて不利だが、やるしかない。即座に背中の荷物を下ろし、弩の滑車のハンドルを回して必死に弦を巻き上げにかかる。油断なのか余裕のつもりか、龍はまだすぐに襲いかかってくる気配はない。それとも未だに眼下の小さな生物を、餌えさなのか外敵なのか、判じあぐねているのだろうか。

「……やる気かい？」

「今更、逃げるにしたって手遅れだ。いざとなったら陽動を頼む。合図していつもの『閃せん光こう』だ。矢をブチ込む隙すきさえ作ってくれればいい！」

　キアが魔術で目め眩くらましの閃光を焚たき、それで相手が怯ひるんだ隙にタウが襲撃を仕掛けるという連携は、二人がしばしば頼みとする戦法だった。お互いにタイミングは万全に心得ている。

　滑車を回す手を休めることなく、タウは頭上を見上げ──既に二〇〇フィートかそこいらの近距離にまで龍が高度を落としていることに慄りつ然ぜんとなった。

　鳥とも蜥蜴とかげとも違う異形のフォルム、その後うしろ肢あしの鉤かぎ爪づめや、鰐わにを思わせる顎あごにずらりと生え揃った牙の禍まが々まがしさが、いまやはっきりと観察できる。

　相変わらず直滑降で襲いかかってくる素振りこそないものの、こちらに視線を据すえたまま悠然と輪を描くその飛翔には、威い嚇かくの意図がありありと窺うかがえた。

　今になってタウは、自らの想像力の安直さを身につまされて痛感していた。たしかに『アレ』の図体は、象よりは一回り小さい。だが──たかだか象より一回り小振りだという程度の『巨獣』が、悠々と風を切って居丈高に頭上で羽ばたいているというのは、ただそれだけで恐慌に陥おちいりそうになるほど圧倒的であり、まるで空そのものを敵に廻したかのような絶望感があった。

　そして、大粒の瑪め瑙のうを思わせる一対の目……眼下のタウを凝じっと見据えるその視線こそ、何よりも雄弁に『アレ』がただの猛獣ではないことを物語っている。獣は人間を睨んだりしない。さもなくばそれは獣以上の『何か』だ。そして今、虚空からタウを見下ろす龍の眼差しには、明らかな威嚇と、侮ぶ蔑べつと、そして激しい怒りの念が秘められている。

　そして──天あま翔かける巨獣は口を開け、喉のどの奥底から猛たけ々だけしい咆ほう哮こうを放った。

　その音圧は鼓膜を痺しびれさせるのみに留まらず、大地を、大気を、そしてタウの骨という骨を割り砕くだかんばかりに震しん撼かんさせた。一心不乱に弩の弦を巻き上げていたタウが、辛かろうじて滑車のハンドルから指を滑すべらせずに済すんだのは、ただの僥ぎょう倖こうだったかもしれない。

「タウ！」

「──判ってる！」

　タウが滑車の最後の一巻きを回し終えるのと、龍が直滑降を開始して一気に距離を詰つめてくるのは、ほとんど同時だった。

　タウは走った。もはや振り向くまでもなく、鷹のように後肢を振りかざして舞い降りてくる龍の姿が、すぐ背後に迫せまっていると気配だけではっきり察知できる。だが彼には確信があった。ここで下手を打つキアではない。そう相棒の手並みを信じればこそ、タウは後ろを見ることもなくただ走った。龍の意識が『逃げる獲物』に釘付けになるよう期待して。

　──果たして、キアが放った『閃光』の魔法は絶妙のタイミングで龍の眼前に発動した。

　逃げるタウを狙って龍が滑降の角度を変えようとした直前、その鼻先で炸さく裂れつした目眩ましの閃光に、龍が驚きと怒りの嘶いななきを放つ。視力の麻ま痺ひは、あるいは一瞬だけのものだったかもしれない。だがそれでも効果は覿てき面めんだった。タウを後肢で捕らえようとして地面すれすれまで急降下していた龍は、そのぎりぎりの瞬間で体勢を引き起こす機を逸いっし、滑降してきた勢いのまま大地に激突する羽は目めになったのだ。

　その激しい地響きでキアの術が功を奏したことを知ったタウは、即座に振り向いて片膝を突くと、弦を引ききった弩に特製の矢を装塡する。極太の鋼材を鋭く研とぎ上げたそれは、『矢』というよりもはや『銛もり』に近い。これを滑車式弩の威力で撃ち出せば、たとえ防御姿勢の重歩兵だろうと盾ごと串くし刺ざしにしてやれるだろう。鋸のこぎり歯ば状じょうのかえしがついた鏃やじりは肉に食い込んだが最後、暴れるほどに体内から傷を拡げてダメージを累るい積せきさせていくはずだ。

　距離は一五フィート強。加えてあの図体の標的ならば目を瞑つむっていても当てられる。龍に墜落のダメージから姿勢を立て直す暇ひまを与えず、タウは引き金を絞る。

　風切る唸うなりも猛々しく撃ち放たれた矢は、龍の左肢の付け根付近に突き刺さった。荒ぶる巨獣の唸りに今度こそ苦痛の色が混じる。

　本当は腹を射い貫ぬきたかったタウだったが、龍が激しく身を捩よじりもがいていたせいで狙いが逸それた。──が、肢ひとつ封じられたなら動きを鈍らせるには充分だ。タウは即座に弩を放り出して得物を槍に持ち替えると、のたうち回る龍の巨軀めがけて突進する。

　肉薄すると尚更に、その桁外れの大きさと激しい動きはタウを圧倒した。まるで岩の塊を思わせる重々しい四肢の動作は、象の動きとは比較にならないほど俊敏で獰どう猛もうだ。一体どれほど強きょう靱じんな筋肉の束がこの巨体を駆動させているのか。

　考えるだに空恐ろしくなる想像を封ふう殺さつし、タウは渾こん身しんの力で長槍を突き入れる。

　重さ、角度、タイミング、すべて万全の一撃──そう自負して繰り出した刺突だけに、穂先があっさりと鱗に弾はじかれて逸れた途端、タウは慄然となった。

〝今のが通じないって……ッ⁉〟

　誤あやまって石の壁にでも切っ先を当ててしまったかのように、突きの威力がそのまま竿越しに跳ね返って腕を痺れさせる。間違いなく穂先の刃はこぼれただろう。甲かっ冑ちゅうなぞ比較にもならない途方もない強度だった。

　よしんば人間の甲冑ならば、装甲の分厚い部分を避けて継ぎ目や関節を狙うという処しょ方ほうもある。だが一面を鱗に覆われた龍の皮膚には、そんな一目で判る弱点などあるはずもない。

　龍が前肢の鉤爪を振りかぶり、足元にまとわりつく小こ癪しゃくな小動物を薙なぎ払おうとする。だがいち早くそれを察したタウは、龍の左側へと転がり込んでそれをかわした。案の定、弩の矢を受けた左肢は反応が鈍い。着実に龍の左後方に張りついていれば、相手の攻撃は先読みできそうだ。

「うおらぁぁぁッ！」

　威声を張り上げつつ、タウは立て続けに槍を繰り出す。探さぐりも兼ねた刺突のうち、明らかに刃が肉を抉えぐる手応えを返したのは三撃目──膝裏を狙った攻撃だった。やはり関節の内側にあたる皮膚は他よりも薄くて柔軟らしい。手持ちの槍が通用する狙い目は、そこしかない。

　再び、タウの背後で閃光が炸裂。相変わらず援護のタイミングを心得ているキアの魔術だ。視界の外での目眩ましだからタウには何の影響もないが、折しもタウの方を向き直ったばかりの龍は今度も直視を余儀なくされた。またしても視界を奪われて怒号する龍の内股に、タウが狙い澄すました槍の一撃を見み舞まう。浅いなりにも鱗を貫通。こうして執拗に肢の内側を攻め続ければ、いずれ動脈の一つも穿うがつことができるかもしれない。

　攻略について光明が見えたかに思えたその時、いきなり龍が勢いよく身体を旋せん回かいさせ始めた。咄とっ嗟さにその意図を判じかねたタウだったが、龍にとってそれが逃避でも防御でもなく、攻撃に類する動作であることを直感で察知する。

　前肢でも後肢でもなく、長い首を巡めぐらせて嚙かみついてくるわけでもない。目が見えないまま無差別に足元を一掃する攻撃法──

〝尻尾かッ⁉〟

　閃ひらめくと同時にタウは回避を試みる。地表ギリギリを水平に薙ぎ払う尾の一撃は、屈もうが退がろうが避けきれない。唯一の活路は──上。

　咄嗟の判断で、タウは槍のけら首を両手で摑みながら石突を大地に突き立て、力の限りに大地を蹴けった。いわば即そっ興きょうの棒高跳びの要領で倒立しながら空中に身体を放り投げる。間一髪、猛烈な勢いで眼下を奔はしり抜ける龍の尾。直撃していれば一撃で両脚を砕かれていただろう。

　タウは危あぶなっかしくバランスを保ちながらも着地し、さらに転ぶまいとたたらを踏みながら数歩後退する。一か八かの軽かる業わざで九死に一生を得たとはいえ、その対価として龍との間合いが開いてしまった。その隙に、龍は首を巡らせて頭を左肢に寄せると、なんと突き刺さっていた矢を器用に顎で咥くわえ、易々と引き抜いてしまった。

　あまりにも的確なその処置は、明らかに獣程度の知能の及ぶところではない。いよいよタウは眼前の脅威について認識を新たにする。

　こいつは──勝てない。

　幾度となく戦場で死線をかいくぐってきたタウは、こと命の遣り取りにおいては冷徹であり現実的だった。いざ勝算なしと判断がつけば意地も矜きょう恃じもありはしない。いかにして撤退すべきかを見積もることに全霊を注ぐ。ところが、生あい憎にくと状況はあくまで絶望的だ。周囲に待避場所は見当たらず、翼を持つ敵は機動力でも圧倒的に優位。ただ走って逃げたところで助かる望みはない。

〝ここを死に場と観念しろ……ってか？〟

　自らの分析が導き出した冷酷な解答に、タウは凄絶な笑みを口元に刻む。それはそれで馴な染じみの覚悟だ。久しく絶えて無かったとはいえ、過去には幾度か経験がある。命そのものを質に入れて死神と競り合う商談だ。

　捨て身で挑めば、肢一本──既に傷を負わせている左肢を完全に潰すところまでは届くかもしれない。たとえ翼が健在でも、片肢を奪われれば無事に着陸できなくなる。あの龍とてそんな容体で空を飛ぼうとは思うまい。そこでようやくこちらも、『走って逃げる』という選択に望みを託たくせるようになる。

　死ぬ前提で逃げる算段をする矛む盾じゅんを、だがタウは些いささかも理不尽とは思わなかった。龍の片肢を奪い、その対価としてタウが命を落としたとしても、もたらされた逃亡のチャンスはキアに与えられることになる。ここまでジリ貧の商談にしては、悪くない取引といえよう。

　決意を新たに、タウは槍を構え直す。龍もまた二度目の目潰しから回復したのか、怒りを込めた眼差しで凝っとタウを見据えている。それでいい。タウが仕掛けるのに合わせて今度もキアが目眩ましを講じてくれるはずだ。相棒の援護に望みを託しつつ、タウは一気に突進で間合いを詰めようと地を踏んで──

「タウ！」

　鋭く凜りん烈れつなキアの叫さけび。それが普段の静かな声でなく、絶対にまずいと緊急の警告を発する時にのみ発せられるものだと聞き取ったタウは、訝いぶかるよりも戸と惑まどうよりもまず反射的に立ち止まり、槍の構えを解いていた。それから遅れて懐疑する。何故だ？　どうしてキアは俺を止めた？

　龍の口から紅ぐ蓮れんの炎が[image: ]ほとばしったのは、まさにその直後だった。

「な──」

　あまりの怪異に愕がく然ぜんとなったタウの横面に、いきなり猛烈な衝撃が叩きつけられる。

　キアの魔術だ。空気に水のような重さを与えて相手に叩きつける呪法である。集団の敵を怯ませるのによく使う便利な技だったが、まさかタウ自らがそれを浴びる羽目になるとは思わなかった。

　木の葉のように軽々と吹き飛ばされ、硬い岩肌にしたたかに叩きつけられたタウだったが、予め警戒していたおかげで、辛うじて受け身だけは間に合った。骨折こそ免まぬがれたものの、痛みのあまり手足が痺れ、あわや気絶しそうになる。

　勿もち論ろんキアが乱心したわけではない。吹き飛ばされる前にタウが立っていた位置は、その直後に浴びせられた龍の息い吹ぶきに炙あぶられてドロドロに融ゆう解かいし、灼しゃく熱ねつの溶岩と化している。荒っぽい手段ではあったが、あの熱波の直撃からタウを守るための咄嗟の判断としては正解だった。

「……」

　命拾いしたという安あん堵どよりむしろ、敵の底力を目の当たりにしたことで、今度こそ掛け値無しの絶望がタウの心しん胆たんを蝕むしばんでいく。刺し違える覚悟まで決めて講じていた戦略さえも無惨に瓦が解かいせしめるほどに、いま眼前の光景はあまりにも決定的すぎた。

　龍が火を吐く──そう、御お伽とぎ噺ばなしには聞いたことがある。だが真まに受けてはいなかった。実際にはそんな真ま似ねができる生物などいるはずがないと高たかをくくっていた。だがさっきの龍の攻撃は、魔術で火炎を操あやつるなどという生易しいものですらない。炎で岩が溶けるものか。『ヤツ』が息吹を発する肺はい腑ふは、火山の底よりなお熱いというのか……

「君が知っているような龍殺しの英雄たちが、何を自慢していたのか知らないけどね……こいつは別物だ。ヒトの手で殺せるようなトカゲの変異種とは訳が違う。正しょう真しん正しょう銘めい、本物の龍だよ」

　怯おびえ竦すくむタウとは裏腹に、キアの口調はごく平淡で、何の感情の色も見られなかった。あの灼熱の息吹を浴びせられたらどうなるか、子供でさえ歴然と思い至るであろう想像力すら、まるで持ち合わせていないかのように。

　あまつさえ、キアは悠然と歩を運び、龍の真正面へと進み出た。細い体軀が、龍とタウを隔てる障壁を請け負ったかの如く、敢然と立ちはだかる。

「おい、キア……」

「済まない……本当に君の身を案じるなら、こんな所まで来るべきじゃなかった」

　謝罪の言葉など──何故なぜこの期に及んで耳にするなどとタウが思い至ろうか。

「そもそも最初から、この山に龍がいるなんて教えなければ良かったし、後からだって君を騙だましてでも諦めさせるべきだった。勝ち目はないとでも噓うそをつくべきだった」

　無防備に佇たたずむキアめがけて、再び龍が灼熱の息吹を吐きかける。だが紅蓮の炎は魔術師の瘦身に届く直前で、ふいに空中に開花した紫電の火花に遮られた。──キアが操る電撃の魔術だ。

　あの術が敵を感電させるだけでなく、火事場での熱波や毒沼の瘴しょう気きを押し返すのに使えることは、タウも過去の経験で知っている。だが火花を散らす放電の触手が、まさか岩をも溶かす超高熱を阻んで止めるほど強靱だとは、想像できた筈もない。

「結局、僕は君の無謀さに付け込んでしまったんだね。今になって解った──ここに来たがっていたのは僕の方なんだ」

　キアの口調は、痛ましいほどの後悔と自責を込めた悲しげなものでありながら。

　だがその表情は、彼の言葉を真逆なまでに裏切っていた。

　目を見開き、口元を吊り上げた凄絶な面おも持もち……それを強しいて形容するならば、『笑い』と呼ぶしか他にない。

「今だって、君を連れて逃げるのが最善なのは判ってる。でも……ああ、ごめん、タウ。僕はこいつと殺り合いたくて仕方ないんだ」

　ちらりとほんの一瞬だけ、キアは眼前の龍から視線を外してタウに一いち瞥べつを寄越した。僅わずかに垣かい間ま見みえた魔術師の瞳の色は、あまりにも鮮烈で──だがそれをタウは、有り得ない錯覚だと自らに言い聞かせる。

　キアの目は明るい緑色なのだ。ときどき光の加減でやや違った見え方もするが、ただそれだけのことだ。断じて、金色に輝く人外の瞳などではない。

　龍の息吹がなおも勢いを増す。同時にキアの操る電撃の網あみも厚みを増して押し返す。防壁を支えるのは右手一本。残る一方の左手を、キアは拳こぶしに固めて振り上げる。

　応じたのは大地だった。龍が身を伏せる足場、罅ひび割われた岩盤の隙間を突き破って、だしぬけに大木ほどもある氷の柱が天空めがけて突き立ったのである。間一髪、龍は機敏に身を翻ひるがえして避けたものの、氷柱つららの鋭利な切っ先は、あわや鱗の薄い腹部を刺し貫く寸前だった。

「さあ、霊獣よ……秘峰の主たる鱗の君よ！　御身は顕うつし世よと幽かくり世よの境界におわせし者。この世の理ことわりの際きわを守護せし者！　さればその境目に挑む越境者は見過ごせまい！」

　間かん断だんなく龍が浴びせる炎の息吹を右手の電撃で完封しつつ、なおもキアの左拳は大地から氷柱を[image: ]らせる。いくら龍が身をかわそうとも立て続けに躍り出る氷の槍。大地の冷気を意のままに操るという極限の呪法を乱発しておきながら、キアの魔力は一向に衰えず、呼吸を荒げることすらない。

　永ながく複雑な詠唱もなければ、触媒の使用もない。魔術師が条理を覆す奇跡を具現させる上で必須とする筈の手続きを、キアは完全に無視している。もはや形なり振ふり構っていられなくなっているのだろう。今キアは本気なのだ。

　久方ぶりに見るその規格外の脅威を、タウはただ呆然と見守るしかなかった。

　そう、キアの名乗る『魔術師』という肩書きは詐さ称しょうでしかない。

　世間には、卑劣なトリックや錯覚を利用して魔術師を騙かたり、畏怖と尊敬を集めようとする輩やからがいる。だがキアの詐術はその真逆だ。まやかしの呪文と無意味な媒介を浪費して、その指先から[image: ]る炎と紫電と突風を、さも『魔術』という体系に則った技術であるかのように装っている。

　キアには解っているのだ。──それだけが、自らの異能を人の世に馴染ませる唯一の処方だと。

「……我はヒトの似姿に生まれ落ちた、ヒトならざる者。望まれずして生を受け、何処いずこより来きたるか知れず、やがて何処に至るやも知れず……」

　凄絶なる死闘の中、キアの嘆なげきの声を聞きつつも、タウの意識は次第に遠とお退のいていく。息が、苦しい。きっと龍が吐き散らす炎のせいだ。電撃の障壁に阻まれているとはいえ、その熱は着実に周囲の空気を焼き尽くして枯渇させているのだろう。

　轟ごう、と天のどよめきが耳じ朶だを打つ。見上げた空で、分厚い暗雲が渦巻き、雷鳴を響かせている。

　その真下、今や無数に林立した氷柱は鉄てつ格ごう子しさながらに龍の動きを封じ込め、その退路を塞ふさいでいる。

「故に、今ここに身命を賭として問う！　我は魔なりや？　ヒトなりや？　さぁ確かめさせてくれ……最果ての霊獣よ、我が臨界は御身を凌りょう駕がするのか否か⁉」

　キアの叫びに呼応するかのように、白熱の閃光が雲を裂く。天と地を激震させて降臨する落雷の業ごう火か。それを招き寄せたのは、ずらりと尖塔のように高く聳そびえ立った氷柱の頂だ。

　耳を聾ろうする轟音は、鳴神の怒号か、或いは龍の絶叫か。──それを確かめるより先に、タウの意識は闇やみへと吞のまれた。










　烈しく唸る風の音に、タウは目を覚ました。

　すぐ目の前に、柔らかい橙色に照らされた岩肌がある。鋭利なほどに乾いた高地の冷気とは違う、暖かく静かな空気。だがそれでも突風の唸りは延々と耳に届いてくる。

　ややあってタウは、そこが山の岩肌に穿たれた割れ目の中だと気付いた。外は夜の闇の中、激しい吹雪が猛威を振るっている。だが割れ目の開口部に、赤熱化するほど加熱した石をひとつ据え置いてあるせいで、寒気は中にまで侵入してこない。キアが野営のときによく使う魔術だ。火を焚くのと違って空気を汚さないし、薪を必要とすることもないのですこぶる重ちょう宝ほうする。

　キアはすぐ隣にいて、どうやらタウの目覚めをずっと見守っていた様子だった。が、声を掛けてくる素振りは見せない。まるでタウの表情を窺うかのように無言のまま、薄緑色の瞳でじっと見つめてくる。キアにしては珍しい、どこか不安げな脆もろさを感じさせる眼差しだった。

　ああ、そういえば──と、タウは合点がいく。彼が意識を失ったのは、ちょうどキアが久々の『本気』をさらけ出している最中だった。あの光景がタウを怯えさせたのではないかと、キアは心配しているのだろう。

　水みず臭くさい話だ。もうどれだけ長い付き合いだと思っているんだか。

　ふとタウは、キアが手にしている棒状のものに目を惹ひきつけられた。長さにして一フィート余り。一端が鋭く尖り、形状としては氷柱か筍じゅん石せきを連想させる。

「それ……龍の、角か？」

　目覚めてからの第一声には相応ふさわしくないなと自覚しつつ、やや気の抜けた声で問うタウに、キアは小さく頷いた。

「結局、命の取り合いになる前に、向こうが折れてくれたよ。角一本と、あとはこの山の縄張りを全部譲って立ち去るってことで。僕としても、べつにあの龍に恨うらみがあったわけでもないし。何も殺すには及ばないかな、って」

「山の縄張り、ってお前……どうすんだ？　そんなの貰って」

「さて、困るよね。住むにはちょっと不便な地所だし……でも、ここの霊脈は結構変わってて面白いよ。掘ったら案外、大層な鉱物とか見つかるかもしれない」

「でも採掘場を建てる元手がないだろ、俺たち」

「それも、そうだよね」

　キアから手渡された龍の角に、タウはしげしげと見入った。この世のいかなる獣の角と比べても、似ても似つかぬ異質な質感と形体。──だがそれも、あの壮絶を極めた体験の名な残ごりとしてはあまりに軽薄で、素っ気ない。

「……そうか」

　途中からはただ見守るしかなかった異境の死闘に、タウは想いを馳せる。

　決着を見届けるまでには及ばなかったものの、いま手の中にあるのは、その結末がいかなるものであったのかを物語る明確な証拠の品だった。

「『アレ』に勝った、のか。お前」

「……」

　意識が朦もう朧ろうとしていたせいもあり、まるで夢でも見ていたかのようだ。あの光景のどこまでが真に現実だったのか、今となっては心こころ許もとない。

　だがそれでも、あのときキアが吼ほえ糾ただした痛ましいまでの声は、しっかりと耳に残っている。この物静かな魔術師が、薄い胸板の奥底に秘めている底知れぬ渇望と嘆き──果たしてそれは、いつまでキアにつきまとい、彼を責め苛さいなみ続けるのだろうか。

　戦いの前にキアは言っていた。

　その手で怪物を倒した者は、もはやヒトですらいられなくなるのだ、と。

「なぁ、キア。……あれで何かを確かめたつもりなら、馬鹿げてるぜ」

「……そうかな」

　ややあってから問い返してきたキアに、タウはきっぱりと頷いた。

「ああ。何の答えにもなっちゃいない」

　馬鹿馬鹿しい。誰がそんな理を定めたというのか。ヒトがヒトである証あかしを、そんな物差しで決められてたまるものか。

「空を飛んで火を吐くトカゲがいたっていいし、それを電撃でぶちのめす人間がいてもいい。そんな事柄で、自分を量はかるなんて馬鹿げてる」

「……」

「まぁ、確かに証明できたことがひとつあるとすれば……」

　タウは手の中の龍の角を握りしめ、その感触に己おのれを奮い立たせる。

「俺たち、これからは『龍殺し』を名乗って歩けるってことさ。こいつが何よりの証拠だ」

「……いやだから、殺してないって。本当に殺す殺されるに至るまで続けてたら、先に倒れてたのは僕の方かも」

「いいんだよ細かいことは。ともかく、これから先は忙しくなるぜ。名うてのコンビともなれば仕事は引く手数あま多ただからな」

「うん……そういうものなのかね」

　キアは苦笑して、どこか遠い彼方へと視線を投げる。

　その瞳に何が映るのか、タウは知りようがない。だがそれでも彼は信じている。二人は同じ物を見つめ、同じ夢を見て、いつか同じ場所に辿り着くのだと。

　吹雪もきっと夜が明ける頃までには止むだろう。そうしたらさっそく下山して、次の冒険に繰り出そう。当面の目標は……質に入れた武器と防具を買い戻すための金策だ。弩と防寒具の買取値との差額があればいいのだから、大したことはないのだが、むしろ残り一〇日足らずのうちに用立てなければならないのが厄介だ。この際、荷運びだろうが皿洗いだろうが何でもいい。『龍殺しの英雄』の初仕事にしては甚はなはだ情けない話になるかもしれないが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

「ねぇ、タウ。僕は──いったい何者なんだろう？」

　吹雪の向こうの闇を見据えながら、そう所在なげに呟つぶやいたキアの問いを、タウは鼻で笑い飛ばした。

「決まってる。俺の相棒さ」
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　追っ手の足音と話し声は次第に遠ざかり、やがて木こ立だちの彼方にまぎれて消えていった。

　それでもタウは大事を取って、息を殺し、全身を強こわ張ばらせたまま身じろぎひとつせず辛しん抱ぼうを通す。

「──もう大だい丈じょう夫ぶ。動いても構わないよ」

　すぐ隣にある立ち枯れた古木がそう呟き、ぐにゃりと歪ゆがんで人間の姿を取り戻した。

　幻影の魔法を解除したキアに倣ならって、タウもまた大きく息を吐はきながら身体の力を抜き、傍らの大木に寄りかかる。ついさっき通り過ぎていった兵士たちには、タウの姿もまた何の変哲もない灌かん木ぼくに見えていたはずだ。

「今のは、危ないところだったね」

　幻影で姿形を誤ご魔ま化かして静物になりきるというのはキアの得意技で、彼は一〇分だろうが二〇分だろうが同じ姿勢を維い持じして身動きせずに過ごすという離はなれ業わざをやってのける。しかし平素から凝じっとしているのが苦手なタウにとって、これはかなりの苦行だ。以前も狩りで獲物を待ち伏せるためにキアの幻影の助けを借りたことがあるが、そのときはくしゃみ一発で全てを御破算にしてしまった。

「お前の使う幻影ってさ……もっとこう、便利にならないもんか？　姿を透明にしちまうとか」

「君の身体を光が素通りするように変成させる手もあるんだけど、それだと君自身も光を受け止められなくなるから、周囲の様子を目で見ることが出来ない。それはまずいだろう？」

「うぅん……例えばだが、あいつらの目にだけ俺たちの姿が見えなくなるような呪まじない、とかはないのか？」

「そういう能動的な幻覚って、難なん儀ぎでね。知覚に干かん渉しょうするだけなら簡単でも、なおかつそれを本人に自覚させないようにするのが難しい」

「だってお前、似たようなことやってたじゃないか。鉢はち合あわせした熊を素通りさせたり、とか」

「あれは熊が僕たちを捜してたんじゃなくて、ただの突発的遭遇だから出来たんだ。あの熊だって、僕らを認識することは出来なかったけど、〝何かがいる〟っていう気配だけは感じていたんだよ」

　魔法の術理についてはとことん疎いタウに、キアは辛抱強く説明する。

「あの兵士たちの目を完全に騙すためには、まず〝敗残兵を捜索している〟という意識そのものから刈り取らないといけない。まだしも受動的な幻影の迷彩で誤魔化した方が、安全だ」

「ままならねぇもんだな……」

「すまない。幻覚の類はまだ研究中なんだ。今すぐ実用的に使える術には限りがある」

　キアを責めたところで始まらない。まさかここで人目を欺あざむく魔術の類に望みを託すような有様になるなど、タウとて想像だにしなかったのだから。

　災さい厄やくの始まりは、何のことはない儲け話である。

　隣国でまたぞろ戦の狼煙のろしが上がると聞き及び、勢い込んで馳せ参じたはいいものの、生憎と与くみする側を間違えた。運の巡りもあるにはあるが、何よりも編入された部隊の運用と指揮があまりにも拙まずすぎた。結局、二人はろくな武功を立てることもままならず、深い森の中を敵方の残兵狩りから逃れて彷徨さまよい歩く羽目に陥っている。

「それにしたって、連中どうしてああもしつこいんだ？　一晩明けた後ならもう諦めたって良さそうなもんだろうが」

「スラグルス伯はく爵しゃくの軍に『龍殺しの戦士』が加わったって噂が、ちゃんと先方にも広まってたってことじゃないかい」

　別段キアの言葉に皮肉の含みはなかったのだろうが、それでもタウは憮ぶ然ぜんとなって、腰に差した短剣に手を添そえる。剣帯を飾る一際異様な拵こしらえのそれは、以前屈服させた龍の角をキアが研ぎ上げて作った代物だ。ただでさえ並の鋼より遥かに強靱で硬質な龍の角を、刃の分厚い『鎧よろい通どおし』として仕立てたため、これがタウの腕力で振るわれると、まず大抵の甲冑ならば易々と穴を穿つほどの威力を発揮する。

　尋常な武器でないことは一目見れば明らかなぶん、それが龍殺しの噂話と相あい俟まって、まず一流の傭兵としての押し出しは充分である。以前に比べれば破格といえる契約金を提示され、つい数日前までのタウは有う頂ちょう天てんだった。

　だが名うての勇者として戦列に加わることは、同時にその首級を挙げて武功にせんとする敵兵たちから真っ先に標的にされるリスクも伴う。

　悲しいかな、いかに『龍殺し』の謳うたい文句があろうとも戦場に於おいては一介の兵。指揮する者が用兵を誤れば活躍の場さえも与えられない。

　今回、タウとキアが配属された部隊はまんまと敵の奸かん計けいに嵌はまり、行軍中を奇襲されるという無ぶ様ざまを晒して反撃の暇いとまもなく瓦解してしまった。遠路はるばる稼ぎに出向いた二人は、むざむざ人狩りの獲物になりに来たようなものである。

「せっかく手に入れた〝風ふう聞ぶん〟だけど、どうやら裏目に出たみたいだね」

「……まともに合戦の場で戦ったなら、誰であろうが返り討ちにしてやったさ。なのに何だよこのザマは？　戦う前に負けてるなんて馬鹿な話があるもんか！」

　遣り場のない怒りに声を荒げて、タウは手近な樹の幹を殴りつける。あまり大騒ぎをすれば敵の追っ手に気付かれるやも知れず、ただ喚わめいて憂さを晴らすというわけにもいかない。

「本隊とは別に伏兵を敵陣の背後に回り込ませて挟み撃ち、ってのはまぁいいさ。だったら別働隊は精鋭だけに絞って編制するのが当然だろ。頭数揃えるためだけに農兵まで加えたってのはどういう了見だ？　おかげで統率もへったくれもあったもんじゃねぇ！」

　ろくな訓練も積んでいない農兵たちの中には、先を急ぐ強行軍に堪たえかねて途中脱落した者も何人かいた。大方そのうちの誰かが敵の斥せっ候こうに捕まり、別働隊の居場所が露見したのではないかとタウは睨にらんでいた。

「ああ、クソッ！　スラグルスがこんなに間抜けと解ってりゃあ、もう少し足を延ばしてオゥラ側に付いたってのに……」

「後悔したって始まらないよ、タウ。ともかく今は生きて逃げ切ることを考えないと」

　普段のキアなら、この程度の窮地は何処吹く風とばかり平然として気にも掛けないところだろうに、今回はやけに神妙だ。心配させてしまっている──そうひしひしと感じるタウは、焦りと不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみするしかない。

　タウの左足首には添え木が当てられ、帯おび紐ひもで固く縛られている。敵の奇襲を受けた際の乱闘による負傷だった。初めはただの捻ねん挫ざに過ぎなかったが、戦線を離脱するために無理をしたせいで相当悪化してしまい、もう引きずるだけでも激痛に歯を食いしばる有様だ。

　今は鞘さや込ごめの剣を杖つえにしなければ、満足に歩くことも適かなわない。武功を狙って持参した得物がこんな形で役立てられるとは、あまりにも皮肉に過ぎる話だった。

　いかに修しゅ羅ら場ば慣れしたタウとはいえ、こうなると素早く駆かけ足で安全圏まで逃れることも、敵の追っ手を斬り伏せて強行突破することもままならない。ただ小動物のように木陰に隠れ潜みながら逃避行を続けることだけが、今の二人に与えられた唯一の活路であった。

「なぁタウ、ひとつ提案なんだが」

「ん？」

「連中が追っているのは『龍殺しの英雄』なんだから、今のうちにその短剣を捨てて、農兵くずれに化けるのも手だ。僕らの噂は広まっていても、まだ人相までは知れ渡っていないと思うし」

　そう言ってタウの腰の短剣を指差すキアの、あまりにも未み練れんのない口調に、タウは鼻白む。

「おいおい……それじゃあ、あの雪山で龍と戦った苦労が水の泡になっちまうだろうが」

「この場を切り抜けるためなら、それも仕方ないんじゃないかな」

　どこまでも冷淡なキアの諫言に、しかしタウは断固としてかぶりを振る。

「心配するな。まだまだそこまで追い詰められちゃいねぇよ。あんな連中、どうとでも出し抜いてやれるさ」

　なおも何か言おうとするキアを無視して、タウは歩き始める。一歩ごとに身体の芯しんを突き抜ける左足の痛みも、圧おし殺して表情に出すまいと堪えた。これ以上キアに余計な気き遣づかいをさせるわけにはいかない。

　どうあっても腰の短剣を手放すつもりはなかった。立身出世の梯はし子ごを登る上で、まず最初に足をかけるための階きざはしが、『龍殺し』の証明であるこの短剣なのだ。たしかに一段目にしていきなり足を滑らせた感はある。が、ただそれだけのことで、ようやく手に入れた足場を無駄にしてしまうわけにはいかない。さもないと全てが振り出しに戻ってしまう。

　ここが意地の通しどころ──と、キアに説といたところで通じまい。成り上がるのに必死なタウの胸中を、未だにキアは理解しようとしない。不思議と思うなら、それでいい。今はタウの虚勢と無謀を、ただ首を傾げながら目に焼き付けておけばいい。

　いずれ高みに登り詰め、この辛酸の日々が過去のものになった後で、キアも顧みたときに解るだろう。えてして一ひと廉かどの人物というものは、数限りない愚ぐ行こうと蛮勇を礎いしずえにしてその地位を築きずいているものだ。

　キアの先に立って進もうと思うなら、タウには痛みに顔を顰しかめている余裕などなかった。










「……蛇へび苺いちごか？　これ」

　そこかしこに目に付く小さな赤い果実を、タウは訝いぶかしげに眺めながら呟く。

　蔦つたは地を這うだけでなく木々の幹にまで絡からみつき、一面に繁はん茂もしている。ただの群生、というだけでは説明がつかないほどの密度は、何やら不自然な、妖しげなものを感じさせた。

「こんだけ鈴すず生なりになって獣に食い荒らされてないってのは……毒でもあるのかな？」

「変だよね。普通の蛇苺なら無毒のはずだけど」

　応じるキアの面持ちは、心なしか強張って見える。薄緑色の瞳をせわしなく動かして周囲を警戒する様子は、むしろ追っ手の兵士たちと遭遇したときよりも緊張しているかのようだ。

「何か気になるのか？　キア」

「……さっきから、鳥や動物の気配を感じない。ここは絶好の餌えさ場ばのはずなのに」

「俺たちが近寄って逃げた、ってわけじゃ……ないのか？」

「だとしても虫さえ見かけないってのは奇妙すぎる。あまり長居したくない場所だね、ここ」

　とはいえ、先を急ごうというのも酷な話だった。足の怪け我がを押して歩いているタウの疲ひ弊へいの度合いは目に見えて深刻だ。むしろ叶かなうならこの辺りで一度休憩を取らないと、先が続かないかもしれない。

　相棒への気遣いと、本能的な警戒心の板挟みに眉まゆ根ねを寄せながら歩くキアの行く手で、ふいに木立が開ける。

　深い森の中に忽こつ然ぜんと現あらわれたのは、楚そ々そと澄んだ水を湛たたえた池だった。対岸までの距離は大おお凡よそ三〇〇フィートほどだろうか。見たところ渓流の出入りはなく、ただ湧き水が溜まっただけのものらしい。

　流れのない水場だというのに、沼のように澱よどむでもない清水は、見るからに不自然だった。そもそも沼しょう沢たくにつきものの蜻かげ蛉ろうが見当たらない。湧き水が鉱毒でも帯おびているのかと疑いたくなるが、それにしては岸辺に青々と茂る緑の瑞みず々みずしさがそぐわない。大地は絨じゅう毯たんのように分厚く柔らかい苔こけに覆われ、相変わらず我が物顔で繁茂する蛇苺の蔦が、赤い実をたわわに実らせながらそこかしこを這っている。

「……」

　キアは用心深く岸辺に近寄り、池の水にまず杖の先を浸ひたし、それから手に掬すくい取って子細に観察した。探知の術で水に魔力を通してみても、反応には何の変哲もない。──ごく普通の、ただの水だ。毒どころかむしろ、若じゃっ干かんながら草を育む類の滋養を多めに含んでいる。この辺りの奇妙な植物の茂りようは、この池水が原因のようだ。

「──ここいらで、いったん休憩にしようか」

「いや、だが……」

　キアの提案に、タウは不安そうに周囲を見渡す。身を隠すのに適した場所だとは、お世せ辞じにも言えない立地だ。

「大丈夫。辺り一帯がこれだけ静かなら、誰か近付いてくればすぐ判る」

　適当に言い繕うキアだったが、本音のところはタウの容体が最大の理由であった。強情なタウは弱よわ音ねこそ漏らさないものの、その苦痛の程は蒼白の顔色のせいで訴えるまでもなく歴然だった。

　タウもまた、目の前の池が湛える澄んだ水に喉の渇きを堪えきれなくなったのだろう。キアが思っていたより素直に折れて、頷いた。

「座って、足を見せてくれ」

　キアはそう促うながし、タウがそっと用心深く腰を下ろすのを待ってから、左足の添え木を外して包帯を解き、傷の状態を検あらためる。さすがに腫はれが酷ひどい。これ以上の移動は諦めざるを得なかった。

「……周囲を確認してくる。問題ないようなら『警報』の要石も置いてくるよ。すぐ戻るから」

「ああ、済まねぇな」

　ようやく苦痛から解放された安堵に深く吐と息いきをつきながら、タウは柔らかい苔の上に背中を投げ出して寝転がった。キアは少しだけ逡巡した後、空になっていたタウの水筒に池の水を汲んで手渡すと、再び森の中に分け入っていった。

　独ひとり残されたタウは、改めて周囲の景観に見入り、耳を澄ます。静寂を乱すのは、風にそよぐ梢こずえのざわめきだけ。キアの指摘した通り、鳥の囀さえずりも、虫の羽は音おとも、まったく聞こえない。水面に細波を刻む小魚さえ、この池にはいないらしい。

　曇どん天てんの彼方にある陽は高さすら定かでなく、地に影を落とすこともないため時刻を推おし量はかることもままならない。夜通し歩き続けて迎えた朝から、一体どれほど時が経ったのだろうか。

　キアが汲んだ水筒の中身に口をつけ──その冷たく爽さわやかな喉越しに目眩めまいさえ覚えながら、タウは貪むさぼるように飲んで渇きを癒いやす。そうして人心地ついた途端に、ここまで無理を強いて歩いてきた疲弊が、どっと押し寄せてくるのを実感した。

　確かに妙な場所だとは思いつつ、タウは背中を包み込むかのような苔の柔らかさに抱かれて、猛烈な眠気に囚われる。キアは何かが引っかかっている様子だったが、タウには何故か、ここが何の危険もない安息の場所だと、半なかば確信めいた直感があった。警戒は必要ない。ここにいれば何者に脅かされることもなく、ゆっくりと休息できる筈だと……

　抗いようもない睡すい魔まに流されて、やがてタウは安らかな寝息を立て始めた。

　──眠りの中でどの程度の時が過ぎたのか、茂みを踏み分ける物音に、ふとタウは覚醒する。空の明るさは依い然ぜんとして変化なく、してみると寝ね入いったのはほんの僅かな時間だったのだろうか。

　半身を起こして振り向くと、森から姿を現あらわしたのはキアだった。なぜか妙に表情を欠いた思案顔のまま、手にした薬草を掲げて見せる。

「──途中で薬草を見つけた。湿しっ布ぷを換えるよ」

「ああ、頼む」

　キアは鞄かばんから取り出した乳鉢で手早く薬草を磨すり潰つぶし、調薬を済ませると、再びタウの足の包帯を解いて古くなった湿布を交換する。

「……驚いたよ。わりと珍しい草の葉だってのに、この一帯には雑草みたいにいくらでも生えてる」

「やっぱり何かおかしいのか？　ここは」

「まあ、何故おかしいのかはもう解ったけどね」

　淡々と素っ気ないキアの口調は、言葉とは裏腹に喜色など微み塵じんもなかった。

「解った……って？」

「タウ、別に僕はね、こんなにさっさと戻ろうと思って引き返してきたわけじゃない。ずっと真まっ直すぐ歩いていただけなんだ」

　キアの言葉が意味するところを、タウはしばらく判じかねた。

「──方角を、間違えた？」

「そこまで方向音痴じゃないよ。多分、この池を中心とした周囲の空間が歪んでる。僕らは閉鎖された結界に閉じこめられてるのさ」

　あっさりと途方もない事を言い捨てるキアに、タウは開いた口が塞がらない。

「おい、それって──」

「ここは幽かくり世よ、おそらく妖精郷の一種だろうね。僕らは『神隠し』に遭ってるんだよ、タウ」










　幸いなことに──と口先では言いながら、キアは状況を歓迎すべきか危き惧ぐすべきか悩むかのように、複雑な面持ちで先を続けた。

「こういう呪的に閉鎖された空間に外部の者が迷い込むっていうのは気が遠くなるほど希少な事故だ。虫や鳥さえ入ってこれないんだから、ただの偶然で侵入するのがどれだけ確率的に難しいか解るだろう？」

「まぁ、それは……だが幸い、ってのは何でだ？」

「僕らは追われる身だったわけじゃないか。オゥラ侯爵の兵士がこの妖精郷に踏み込もうと思っても、それこそ森にいた鳥や虫と同じ数の兵を揃えたって無理だってことだ」

　成なる程ほど、ただ追っ手をかわすためだけの逃避場所と考えるなら、ここは絶好の隠れ家と言える。

「しかし、偶然とはいえ、よくもまぁ──」

「短絡的に考えるなら、僕らは途方もなく幸運だったってことになるけれど。でもそれも、この妖精郷から出て行く方法をきちんと見つけ出せた場合の話だよね」

「……解らないのか？　お前でも」

　う～ん、とキアは悩ましげに唸りながら、慎重に言葉を選んで返答する。

「もっと詳くわしく調査してみないことには、何とも言えないところだね。どういう現象が起きているのか解っている以上、魔力の起き点てんを探し出せば対処はできる。──理屈の上では、ね」

「時間をかければ、どうにかなるってことか？」

「保証の限りじゃないけれど、努力はするよ。……いや、そんな顔をしないでくれ。別にまだ悲観するほどの材料なんて何もないんだから」

　そうは言われてもキアの話に楽観的な部分は何一つないのだが、タウは喉まで出かかった難なん癖くせを堪えて吞み込んだ。何が相手に不安感を与えるかという会話の機微について、キアは疎い。そもそも彼自身が不安や恐怖といった感情に不感症気味のところがあるだけに、他人のそれを慮おもんぱかれと言われても、さぞや難儀なことなのだろう。

「たしかに時間はかかるかもしれないが、それは君にとって好都合とも言えるんじゃないか？　タウ」

「あん？」

「ここは怪我の療養にはうってつけの場所だよ。外敵の心配は皆無だし、原則としてすべてが停滞する場所だから、天候や気温の変化もないはずだ」

　言われてみれば、薄曇りの空の明度は、ここに来てから一向に変化する様子がない。むしろ雲の向こう側に太陽があるのかどうかすら、こうなってみると怪しい限りだ。

「だけどな、いくら安全だからって、食料は──」

　言いさして、タウは周囲のそこかしこに実をつけている蛇苺に目を留める。

「毒がないのは確認したし、栄養価も充分だ。これだけあったら飢うえる心配はないさ」

「……こんなチンケな実だけで食い繫つなぎながら、療養もへったくれもあるかよ」

　ぼやきながらも、タウは手近に生っていた実のひとつを摘つみ取り、口に運んで──そして愕然と目を見張る。

「う……旨うめぇッ⁉　何だこれ、本当にただの蛇苺か⁉」

「まぁ、妖精郷の果実なんだから、普通の野生のものとは質が違って当然だけど……あー、タウ？　いくら毒性がないからって、あんまり一度に食べ過ぎると身体に障さわると思うけど」

　がつがつと手当たり次第に辺りの実を食い貪りはじめたタウを、さすがに見かねて諫いさめるキア。

「こりゃあいくら食ったって食い飽きないぜ。キア、お前だって食ってみたんだろ？」

「まぁ、必要量だけね」

　さらりと返すキアの淡泊さは、相変わらず衣食住や性欲といった肉体的な欲求にまるで無む頓とん着ちゃくな彼ならではのものだ。

「ともかく、僕もしばらく腰を据えて調査に当たるつもりだ。タウ、君は君で傷を癒やすのに専念するといい」

「なんか……退屈しそうだな」

　そう漏らしたタウのぼやきが、何故かキアにはいたく面白かったらしく、彼は朗ほがらかに相そう好ごうを崩した。

「退屈なんて、君にとっては滅めっ多たにありつけない贅沢じゃないか。タウ」

「──まぁ、それもそうか」

　敵襲を警戒することも、路銀の目減りに神経を尖らせることもなく、ただ漫まん然ぜんと寝て過ごすだけの時間──思えばどれほど久しいことだろう？

　キアの言う通り、漂泊の傭兵稼業にあっては決して望むべくもない休息を、彼らは得られたのかもしれない。










　すべてが停滞するというキアの説明通り、その森には夜が訪れなかった。

　どれだけ経っても、薄曇りの空の明度には僅かな変化すら生じない。時の流れは引き延ばされているのですらなく、完全に静止しているかのようだった。

　だが一方で、タウの肉体の時間は確実に経過していた。蛇苺で得た満腹感は次第に薄れてやがて空腹へと立ち戻り、漫然と過ごすうちに眠気も訪れる。そして何より、あれだけ悪化していた捻挫の症状も確実に快方に向かっている。

　この森は時の流れが止まっているのではなく、ただ変化のない環境を維持しているだけなのだろう。

　静止や停滞といった言葉に伴う、〝死〟を連想させる負の印象は、ここにはない。木々は瑞々しく茂り、優しくそよぐ風が、空気を澱ませることなく常に新鮮で清浄に保っている。ただほんのいっとき動物が姿を消した瞬間を、永遠にそのまま保っているかのような──まるで終わらない白昼夢を見ているかのような場所だった。

　野営など慣れたもので、体内時計の精度にはそれなりに自信があったタウだったが、ここまで異常な環境で時間の感覚を保つのは難しかった。そもそも何か目安になるような作業をしていたのならまだしも、ただ傷の養生のために横になって過ごしていたのだから尚更だ。

　その点キアは相変わらずというか流石さすがというか、何か魔術的な手段で正確に時間を計ることができたらしく、いま結界の外が何時に当たるのか、いつタウに問われても即答できた。

「──そうか、不安だよね。じゃあこうしよう。僕はこれから森を四時間調べた後、ここに戻って休憩を二時間、のサイクルで生活する。朝、正午、夕方、真夜中に君と顔を合わせることになるから、それで時間の感覚を摑むといいよ」

　傭兵稼業の生活は、眠いときに眠れるようなものではない。休眠のリズムを切り替えて活動の時間帯をずらすのはタウとて日常的にやっていることだが、それを時計の歯車のような正確さで長期間維持し続けるのは至難の業である。

　だが果たしてキアは、それをいとも簡単にやってのけた。四分割された小刻みな睡眠で、ちゃんと熟睡など出来るのかと心配になったタウだったが、平然とそれを繰り返して眠気など片へん鱗りんも見せないキアの様を見ているうちに、タウの心中は驚きと、そしてある種のやるせなさへと変化していった。

　たしかに昼も夜もない環境ならば、いつ寝て起きようと構わない道どう理りではある。八時間まとめて寝るという生理的欲求も、それなりの期間をかけて慣らしていけば覆すことも可能だろう。だが一夜で切り替えるのは間違いなく身体に無理がかかる。

　そういう苦痛に感じて然しかるべき行いを、キアは苦もなく平然とやってのける。それもタウに時間の感覚を維持させるという、実に些さ細さいな動機のために、だ。

　キアは苦楽や快不快についての感覚が、常人と大きく隔たっている。今にして解ったことではないが、やはりそれを再認させられる度に、タウは胸の内に苦いものを感じずにはいられない。










　キアが自ら時計の役を買って出てから、二日が経過した。捻挫を治す上での安静期間はもう充分だ。以後はむしろ可能な限り動かすよう努めていかないと、逆に筋が硬くなって後遺症を残す。

　鈍りきった身体の怠だるさを堪えて、タウは池の周囲を巡って歩く運動を開始した。半周するごとに休息を入れ、冷たい池の水に左足首を浸して熱を取る。こんなにも吞のん気きな療養など、戦場では望むべくもない。鎧を脱いで肌着一枚で過ごせるというだけで、まず有り得ない贅沢だ。

　夜も昼もない池の畔ほとりの気温は暑くもなく寒くもなく、そもそも獣すらいないのだから火を熾おこす必要さえない。手を伸ばせばそこいら中にある蛇苺を摘み取って、腹を満たすことができる。

　ただ森を彷徨い歩いていただけで迷い込んでしまった場所とはいえ、タウにはここが、かつて彼が必死で生き延びてきた日常と地続きの場所にある世界だというのが信じられなかった。──否、地続きというのは語弊があるのかもしれない。かくも隔絶した世界に徒歩で踏み込んでしまった無限小の偶然こそが、信じがたい奇跡なのだろう。

　なぜこんな場所が存在するのか、キアが語っていた説明を思い起こす。

「蛇苺を食べた野鼠を狐きつねが食い、その狐の骸むくろが土に還って再び蛇苺の種を芽吹かせる。森の中のあらゆる諸相はそういう循環に囚われているんだ。人間の社会のように、富や権力を備えた者が独ひとり勝ちする、ってわけじゃない。……でもね、蛇苺だって野鼠を養うために生えてくるわけじゃないんだよ。草花だって出来ることなら、誰にも邪魔されることなく存分に葉を茂らせたいと願ってる。そういう祈りが積もり積もって、円環の巡りを逸脱し、閉じた世界を形成すると、こういう場所が出来上がるんだ」

　草木にも意志や願望があるというキアの言説は、タウには俄には信じがたいものだった。そんなタウに、キアは辛抱強く説明を続ける。

「命あるものには自ずと生きる上での指向があり、それは魂と呼んで差し支えない。獣にも草木にも魂があり、ヒトの意志に似たものを秘めている。人間には理解も認識もできないけれど、古いにしえから人々は、そこに何かがあることを知っていた。そういう不ふ可か思し議ぎなものを称しょうして、彼らは『妖精』と呼び習わしていたんだよ」

　だがそんなものが、まるで魔術師の如く結界を操り、自然の法則を歪めたり改変したりできるのか？　そう問うたタウに、キアは肩を竦すくめてこう返した。

「人間が普段暮らしている世界だって、あれはあれで結界のようなものだと思うけどね。さっきも言った通り、循環を基本則とする自然界の構造からは大きく逸れた、独自の秩序で成り立っているんだから。本当の意味で自然な環境と比べたら、人間の文明世界も、ここみたいな妖精郷も、あまり違いはないんじゃないかな」

　……成る程、そういうものと説かれれば納得するしか他にない。が、だとしても疑問は残る。ここが草花の夢見た世界だというのなら、なぜ蛇苺を喰らう人間であるタウたちがこうして居座っていられるのか？

「うん、そこは僕も不思議なんだ。本当ならこういう結界は、万が一の事故で外界からの侵入を許しても、すぐに異物を排はい斥せきする防衛力が働くはずなんだけど……その辺の原因が解明できたら、出口を探り当てる術式もすぐに導き出せる筈なんだけどね……」

　キアはタウの疑問に答えるにあたって、自らも思索に耽ふけりながら、さらに先を続けた。

「まぁ、あくまで仮説だけれど……結界もこの規模になると、生き物ふたつぐらいは許容量、と見過ごされているのかもしれない。両方とも雄おすだから繁殖もしないし。まさか僕ら二人だけでここの蛇苺を絶滅させるまで食べ尽くすことなんて不可能だろう？」

　それもそうだ、とタウは周囲の夥おびただしい果実の量を眺めて、あらためて納得する。以前たしかに実を摘んだはずの場所に、今見ると既に新しい実が生っている。あくまで状態を変化させまいとするこの森の魔力は、こんな形でも働くらしい。

　それにしても──また新たに一つ摘んだ実を口に運んで、タウはその瑞々しい味に溜息をつく。この味わいは何なのか。いくら食べても飽きるどころか、嚙み締めるほどにまた新しい旨みを発見する。かつて口にした肉や酒、どれほど美味だった食い物の記憶さえも薄れてしまう。きっとこれはこれで魔性のものなのだろう。とても尋常な果実とは思えない。

　スラグルス伯爵も、オゥラ侯爵も、奪い合っている領土の片隅にこんな場所があると知ったらどんな顔をするだろうか？　この不思議な実が生る地所を貴族どもに売りつけることが出来たなら、一体どんな値がつくだろうか……










「足の具合、だいぶ良いみたいだね」

「……ああ。まぁ、な」

　曖あい昧まいに返事をした後で、もっと嬉しそうに答えるべきだったか、と、タウは気まずい想いに駆られる。

　足首の痛みは殆ほとんど消え失うせ、もう歩くだけなら何の支障もない。試してはいないが、その気になればかなり激しい運動でもこなせるだろう。

　これが戦の真っ最中なら、とっくに兵舎を飛び出して戦列に加わり、戦功を求めて躍起になっている頃合いだ。──そのぐらい、タウ自身も充分に承知していた。

「僕の方はまだなかなか芳かんばしくない。結界の起点らしい場所はいくつか見つけたんだけど、組成となるとまださっぱり……」

「まぁ、焦ることもないんじゃないか？　のんびり進めればいい」

　申し訳なさそうに苦笑いするキアに、タウは歯切れ悪くもそう返す。

「……うん、そう言ってもらえると正直、助かる。君には急かされるかもしれないと思ってたから」

「そんなわけ、ないだろ。俺はただ待ってるだけしか出来ないんだし」

　事が魔術とあってはタウの出る幕などあるはずもない。一切がキア任まかせである。

　だが思えば、むしろ門外漢だからこそ、都合の良い無理難題をキアにふっかけるのが以前のタウではなかったか。

「……さて、じゃあそろそろ、続きに取りかかろうか」

　休憩を切り上げて立ち上がるキアに、なぜかタウは訳もなく引け目じみたものを感じ、思わず声をかける。

「もし俺で手て伝つだえるようなことがあるなら──」

「いや、大丈夫。ただ歩き回って調べるだけの繰り返しだから。むしろ一人の方が集中できて好都合なんだ」

「……そう、か」

　そうしてまた森の中に消えていくキアの背中を見送りながら、タウは説明のつかない胸中のざわめきに苛立ちを懐く。

　座り込み、腫れの引いた足首を撫でながら、タウはその苛立ちの元が何なのか自省しようと努めた。差し迫った問題など何もないというのに、一体、自分は何をこんなに焦っているのだろうか？

　暫しばらく身体を存分に動かしていないから、鬱うっ憤ぷんが溜まっているのかもしれない。そう思い至ったタウは、立ち上がり、久しく放置してあった幅広剣を拾い上げる。思いのほかずっしりと腕にかかる重さに、どれだけ身体が鈍なまっているのか改めて痛感させられる。

「……参ったね、しかし」

　苦笑とともに独りごちてから、ウォーミングアップを兼ねた素振りを数回。そこから慣れ親しんだ訓練の演武へと動きを繫いでいく。

　流石に、急に遠慮のない動きをこなすとなると、左足にはまだ鈍どん痛つうが滲にじむ。気にかける程ではないはずなのに、それでも意識せずにはいられないのは、やはり本調子ではないのか──或いは、精神的にも弛ゆるみきっているせいなのか。

　どんなに強がって息巻いていたところで、人間の身体というやつは、捻挫一つでここまでままならない。

　筋どころか骨をやられていたらどうなっていたか。とてもあの乱戦の最中を切り抜けることなど不可能だったし、もし運良く生き存ながらえたとしても、傷が癒えるまで二ヵ月は身動きもとれない。その間の宿代は？　食費は？　この池の畔で、ただ寝転がって蛇苺を摘んでばかりいた日々も、外の世界で享受しようとするなら相応の対価を要求されるのだ。

　まして骨どころか足を斬り落とされていたら？　──もし仮に生き残ったところで、その先はどうする？

　片足ではもはや傭兵稼業など望むべくもない。そして今更タウには他に手に職をつけられる見込みもない。物乞いでもしながら翌日までの命を食いつなぐ、そんな惨みじめな生活だけが待っている。

　それがタウの人生の現実だ。他人がしでかした不始末のために、ただ使い潰されるだけの命。いくら腕っ節を高値で売り込んだところで、傭兵の身に甘んじる限り、それは免れようのない末路だろう。

　いつか雇われるのでなく雇う側に立つ──そう志こころざしていればこそ明日に望みを託すこともできた。だがそこに至るまでに、彼はあとどれほどの幸運に恵めぐまれなければならないのか？　負け戦から捻挫一つで生還し、さらにこんな絶好の隠れ家に転がり込める程の剛運が、あと何回巡ってくるというのだろうか？

　振りかざす剣の切っ先が、やけに虚しい。

　怒りに任せて、タウは振り上げた剣先を、手近な所に立っていた樹木の幹に突き立てた。刃は深々と食い込んだものの、そのまましなやかな繊せん維いにがっつりと固く咥え込まれて抜けなくなる。

「……」

　微動だにしなくなった剣の柄つか、それを摑んでいる両手を通して、タウの身体からどっと力が抜けていく。気がつけば彼は剣を樹の幹に刺したのか、樹の幹に刺さった剣にぶら下がっているのか、それすらも判然としない心地になっていた。

　微そよ風かぜに揺れる梢のざわめきが、まるで声を潜めた嘲ちょう笑しょうのように聞こえる。ちっぽけな人間の非力に呆あきれ、哀れんでいるかのように。

　貼りついたように動かない指を苦労して剣柄から剝はがし、ふらふらと池の畔まで戻って座り込むと、堪えきれずにそのまま仰ぎょう臥がする。柔らかい苔の感触が、どこまでも心地良い。もう二度と起き上がりたくないと思うほどに。

　習い性となったかのように手を伸ばし、いつでもそこにある蛇苺の実を摘んで、貪り喰う。途端に口の中に拡がる甘さと芳しさに、頭の芯までも痺れそうになる。

　そうだ、俺は、ちっぽけで──無力だ。










　それから何度キアが池端に戻っては去るのを繰り返したか、タウはもう数えるのをやめていた。何かあれこれと問われた気もするし、適当にはぐらかす返事をしたような気もする。憶えていないほど些細な、取るに足らない事柄だったのだから、無理に思い出す必要もない。

　ここで幾日を過ごしたのかなど、そもそも計る必要もなかったのだ。この森では時の経過に意味はない。樹に突き刺さったまま放置された剣の刀身には、既にもう蛇苺の蔦が絡みつき実をつけている。それを早すぎると訝ったところで何になるというのか。ここは、そういう場所なのだ。

　今にして思えば、焦燥に突き動かされ、せわしなく生き急いだ過去の日々こそが、まるで狂きょう躁そうの夢のようだ。かつて自分は何を畏おそれ、何に駆り立てられて、ああもがむしゃらに戦い続けてきたのだろうか。

　身を立てたい、出世したいと切実に願いはしたが、それはあの出口のない日々から抜け出す方法がそれしか思い当たらなかったせいではなかろうか。

　名声から地位を得て、地位によって領地を得て、そして領地から富を得て──その果てにいったい何が手に入ると思っていたのか。

　暑さ寒さと無縁の宮殿に暮らし、万軍の警護に守られて、尽きせぬ富を費やしながら生きる個人。それがタウの夢想する王侯という存在だ。限りない欲望を叶える上での対価が、限りなく無に等しい人生。それはきっとヒトとして得られる究極の栄達だろう。

　だが空想をシビアに突き詰めていけば、そんな憧どう憬けいは幻想でしかないとすぐに知れる。城壁では防ぎ得ない暗殺者、財貨では贖あがなえない嫉しっ妬と、軍勢では抑えられない陰謀……多くを得た者は、保身のためにより多くの心労を迫られる。焚たき火びで野犬を遠ざけながら野宿する一夜に比べれば、それはたしかに苦難の度合いとして安易なものかもしれないが──決して安い対価ではない。

　翻ひるがえってこの森はどうか。いかなる外敵も拒むあやかしの結界と、無限に供される食料。どちらも妖精郷という不可思議な世界の法則に従って養われ、維持されているだけの現象だ。そこにタウの労役は何一つ伴わない。

　たしかに世界の何処かには、この池の畔より豪奢な庭園もあるだろう。柔らかい苔よりもなお勝る寝心地の羽はね布ぶ団とんだってあるだろう。ここの蛇苺よりも素晴らしい悦よろこびを舌にもたらす山海の珍味もあることだろう。

　だがそれらを手に入れるために支払う代償が、苦役が、どれほどの危険と犠ぎ牲せいが要求されるのか、考えるだに恐ろしい。翻って、いまここに漫然と寝転がるタウが支払っている対価は──ゼロだ。まったくの無だ。

　比率によって何かを測ろうとする試みも、ゼロなどという数字が入ってくれば全てが破は綻たんする。どれほどの富と権勢を抱かかえた帝王ですら、無償の楽園だけはいかに切望しようとも叶わない。今タウが身を置いている境遇がそれだ。

　もしかしたら自分は、人間の社会で望みうる栄華の極みを勝ち取るより前に、さらにその向こう側の願望を叶えてしまったのではないか？　──そう考えると、出口を求めて躍起になるキアの探索が、ほとほと虚しいものに思えてくる。

　なぜキアは外の世界に戻りたいと望むのか？　あれほどに彼を排斥し、孤独に追い込んだ冷たい場所に？

　ここにはキアを迫はく害がいする人間など一人もいない。もう二度とその異能を畏怖され忌避されることなどない。ただ無言のままに実を供し続ける蛇苺があり、それを喰い続けるだけの生がある。何一つ悩む必要のない単純さ。何一つ脅かされることのない安息。これ以上何を望むというのか？

　この草花の夢見た永遠の世界に、その実りを喰らう捕食者が紛れ込み居留するならば、それはもう絶対的な支配者に他ならない。そう、タウたちはこの森に君臨する王であり、この池端は彼らの王宮だ。無意味な虚飾をすべて剝ぎ取った、究極の幸福のカタチだ。

　頰張る蛇苺の甘みに酔い痴しれながら、タウは夢見心地のまま夢想を続ける。ヒトの世界の王宮にあって、この妖精郷に代替のないものは何か？

　強いて言うならば──後宮だろうか。

　最後に女を口く説どいて抱いたのは、そういえばいつだったか。余裕のない日々の中ではついつい後回しにしがちだが、あれはあれで、人生に欠かせない潤うるおいではないか？

　そんなことを漫然と考えたタウの目の前で、たぷん、と池から漣さざなみが涌わき起こる。

　水面に浮かび上がった女の顔は、まるでふいに開花した大輪の睡すい蓮れんのようだった。波に揺られて拡がる長い髪も、そういえば蓮はすの葉を思わせる。この世のものとは思えぬ美び貌ぼうが、優しく、艶つややかにタウに微ほほ笑えみかけてきた。その美しさに見み惚とれるあまり、タウはまともな思考を巡らすことすらできなかった。

　女がゆっくりと岸辺に歩み寄るにつれ、水面の下から白く完璧な肢し体たいが露あらわになる。濡ぬれそぼった裸ら身しんを隠そうともしない。言葉はなくとも、その妖よう艶えんな笑みと奔ほん放ぽうな仕し草ぐさから、すべてを無償で差しだそうという提案を、タウは過あやまたずに理解した。

「……はは、は」

　目の当たりにしている事象がひどく滑こっ稽けいなものに思えて、タウは気の抜けた笑い声を漏らす。どうやら望めば何であろうと叶うとみえるこの森の理ことわりは、出で鱈たら目めに過ぎるあまり驚きを通り越して陳ちん腐ぷですらあった。そしてその陳腐さに呆れる想いすら、笑いの形でしか発散できない。もう何もかもが冗談としか思えなかった。

　女は岸に上がり、仰臥するタウの上に覆い被かぶさるようにして跪ひざまずく。その微笑みに誘われるがまま、タウは重く張った女の乳ち房ぶさに手を伸ばし──その柔らかさが、紛れもない現実であると思い知る。

　こんな馬鹿げた出来事が、冗談事ではないというのなら──女の濡れた裸体を抱き寄せながら、タウの脳のう裏りを皮肉じみた感かん慨がいが過よぎる──きっと今日まで現実だった筈の諸々こそが、冗談だったのではあるまいか。










　気がつくとタウの右手には、龍の角から研ぎ出したあの短剣が握られていた。

　隣にはついさっきまで身体を重かさねていた女が、安らかな寝息を立てている。記憶の断絶や間隙はないはずなのに、なぜこの短剣だけ手元にあるのだろうか。剣帯は革鎧もろともどこか適当な所に脱ぎ捨てて放り出してあった筈なのに……

　タウは気け怠だるげに半身を起こし、思い出深い短剣の意匠にまじまじと見入る。

　並の鍛冶屋の治具では切せっ削さくすら困難な龍の角を加工するにあたって、キアが手ずから魔術の技を駆使して拵こしらえた短剣は、たしかに意匠の面ではあまり褒ほめられたものではないかもしれないが、その切れ味は充分だし、何より元の素材の面影を残した造作が、あの龍退治の記憶をまざまざと胸に蘇らせる。

　何を差し置いても手に入れたいと願った『龍殺し』の威名と、その証拠。こんな不格好な短剣が、以後の自分の人生を切り開き、彼方へと──此こ処こではない何処かへと導いてくれるはずだと、彼は信じていた。偶像を崇あがめるかのように、その可能性に縋すがり、全てを賭かけていた。

　そんな虚しい崇拝も、今となっては過去のものだ。

　もう何も望むものはない。此処以外の何処を目指す必要もない。旅は終わった。闘争と無縁のこの場所では、刃など無用の長物。ただ蛇苺を嚙み潰す歯があれば事足りる。

　こんなものは、もう、いらない。

　動かすのも億おっ劫くうな腕を振りかぶり、タウは手にした短剣を池の中に投げ捨てようとして──その前に、誰かに肩を摑まれた。

「その短剣を捨ててはいけない」

　耳元に囁ささやきかける、キアの声。どうして？　と問い返すより先に、なぜか不思議な睡魔が意識をずるずると吞み込んでいく。

「タウ、君はいま悪い夢を見てるんだ。だから改めて、ぐっすりとおやすみ。夢も見ないほど深く眠るといい」

「俺は──」

　反駁も、最後まで言葉にならなかった。何が起こっているのか理解することも適わず、タウの意識は虚無の底へと沈み込んでいった。










　暗示によって深い眠りに落ちたタウを、どこか申し訳なさそうな悔かい恨こんの面持ちで見守るキア。そんな彼の目の前で、タウの隣に身を横たえていた女が起き上がる。

　妖しく微笑むその美貌を、キアは無感動な眼差しで見返した。

「ようやく姿を現したんだね……君がこの森の『意志』だろう？」

　女は艶えん然ぜんと頷き、言葉ならざる声をもってキアの問いに応じる。

『はじめまして、賓まれびとの御み子こ。このような姿でお目にかかるのは、本意ではないのだけれど』

　祈りと願望で世界を変える、ヒトならざる者の意志──

　目に見えず、耳に聞こえず、だがその兆きざしだけは察知できる存在。認識も理解も適わぬ『それ』を前にして、古来ヒトはこう名状する──『妖精』と。

「どうしてこんな、手の込んだ真似を？」

『だって貴方、わたしの誘いを袖そでにして、素通りしてしまおうとするんだもの。どうしてわたしを無視なさるのか、とても理解に苦しんだわ』

　媚こびを含んだ女の拗すね言に、キアは昏こん々こんと眠るタウへと視線を落とす。

「……彼の目に留まらないものとは、あまり関わり合いを持たないことにしてるんだ。大概はろくなもんじゃないからね」

『不思議ですわ。貴方ほどの偉大な御方が、たかが人間風ふ情ぜいの顔色を窺うだなんて。……まぁ、子細を問うたりはしませんわ。貴方がその男を気に掛けるならば、諸共にわたしの内側ナカへと取り込んでしまえば良いだけのこと』

　キアはさも呆れたとばかり嘆たん息そくしながら、タウが食い荒らした蛇苺の茂みを見遣った。実が摘み取られた空隙には、既にもう新たな実が生りつつある。

「何故そこまでして僕に拘こだわるんだい？」

　キアの問いに、女はさも愉ゆ快かいそうにケラケラと笑った。

『まぁ、ご謙けん遜そんを。この世の理ことわりの外からお越しになった賓まれびとの御言葉とは思えませんわ』

　立ち上がった女は、細くたおやかな両腕でキアの肩を搦め捕り、淫いん猥わいな腰使いで彼の身体に下腹を擦り寄せる。

『貴方のお力添えがあれば、この森の生命いのちはもっと逞たくましく強壮に咲き誇ることでしょう。そしてやがては、外の世界を覆い尽くしてしまえるほど繁り栄えることも夢ではない』

「……買い被りすぎじゃないかな」

　キアの昏くらい眼差しは、しかし女ではなく、依然としてなおタウの安らかな寝顔へと注がれている。そんな鰾膠にべない態度にも、女はさほど気分を害した風もなく、余裕じみた笑みを翳かげらせることはない。

『もう、そこの人間には心を煩わずらわさずとも大丈夫。わたしが終わりない悦えつ楽らくの中で飼い殺して差し上げますわ。たかがヒト一人の寿命など、木々の暦こよみの中では蜻かげ蛉ろうに等しく儚はかないもの。この男が歓喜のままに朽くち果はてた後で、御子よ、どうかわたしと共に永遠の時間ときを分かち合いましょう』

　白魚の如き指がキアの顎を挟み、その視線の先を女の貌かんばせへと向け直す。キアは抗わない。それを同意の表明と解釈して、女の赤く熟れた唇くちびるがキアの口を吸う。

　静かな、だが激しく情熱的な接吻。法ほう悦えつに呻うめく女の喉が──ふいに激痛の悶もん絶ぜつへと変わり、弾かれたようにキアから身を離す。怒りと恐怖に一変した女の口元からは、滝のような鮮血が流れ出ていた。

「──よく囀る舌だと思ったが、血の味まで蛇苺と一緒とは呆れたもんだ」

　嚙み千ち切ぎった赤黒い肉片を忌々しげに吐き捨ててから、キアは氷の如き声こわ音ねで呟いた。

　何故──と眼差しで糾す女に、今度はキアが笑みを投げ返す。仮か借しゃくない残忍さをもって両端を吊り上げた口元は、およそヒトの感情の表象とは思えない。

　彼は未だ人間の情緒に疎いが故に、怒りを示すのに相応しい表情というものをきちんと弁わきまえていなかった。そこで取り敢えず笑ってみたものの、それがどれほど凄惨な面持ちなのか自覚すらなかったに違いない。

「たかが人間風情と、蜻蛉にも等しいと、そう嗤わらうオマエには、決して解る筈もあるまいさ。──その健けな気げな生命いのちの在り方を、この僕がどれほど羨うらやみ、憧憬していることか」

　女を見据える双そう眸ぼうは、黄金の色に燃えていた。この世の理を逸脱した力、森の妖精が請い求めた魔性の力が、いま灼熱の猛威を孕んで白い裸体に突き刺さる。

　やめて、と哀願する声なき声に、だがキアは冷ややかにかぶりを振る。

「いいや駄だ目めだね。たかが雑草風情に、憧れたモノを辱はずかしめられたとあっては……いかに僕でも寛大ではいられない」

　女の肌が炎を噴ふいた。声にならない絶叫とともに、豊かな乳房が、長い髪が、一いっ斉せいに紅蓮の炎に包まれる。

　次いで炎は森中に繁茂する蛇苺の蔦に引火し、瞬またたく間に燃え広がった。緑の平穏に包まれていた景観が、灼熱の地獄絵図へと変転する。全てを焼き尽くす炎は、哄こう笑しょうするキアと、その足元に眠るタウだけを避けながら荒あれ狂くるい、閉ざされた世界の万象を悉ことごとく破滅させていく。

「ははッ、永遠の生命いのちが聞いて呆れるね。燃えてしまえば蜻蛉よりずっと儚いよ。オマエ」

　炎はなおも勢いを増し、冷たく澄んでいた池の水すらも沸ふっ騰とうして枯渇する。

　空間を歪める魔力の組成も、解きほぐすとなると手間ではあったが、ただ滅ぼすだけならば造作もない。森の意志に対する配慮を切り捨てたキアの前には、木々が祈った久く遠おんの繁茂など、まさに泡うた沫かたの夢でしかなかった。










　妙に寝覚めの悪い夢を見た気がする──と、目を覚ましたタウは開口一番にそうぼやいた。

「よほど消しょう耗もうしていたんだろうね。でも休憩した甲斐はあったと思うよ。足の捻挫、かなり好転してる様子だから」

「ああ……」

　曖昧に頷いてから、タウは傷を負っていた足首を検め、そして恐る恐る動かしてから、やや戸惑い気味に首を傾げた。

「好転どころか……治ってないか？　これ」

「おや、さすがはタウ。身体の頑がん丈じょうさにかけては人一倍だね。それとも湿布が効いたのかな」

「……俺はどのぐらい寝てたんだ？」

「一晩だけだけど、憶えてない？」

　タウはやや薄うす気き味み悪そうに、一夜の休息を過ごした場所を見渡す。森の中に拓ひらけた殺風景な窪地は、まるでそこだけ瘴気にでも見舞われたかのように不毛のかさついた地肌を晒していた。窪地の底にはかつて湧き水でもあったのか、岩に浸食の跡が刻まれているものの、今はもう干上がって久しい様子である。

「何でまた、こんな無防備な場所で野営してんだよ、俺たち」

　鎧も何もすべて脱ぎ捨て、武器すら方々に放り捨ててある有様に、タウは今更ながら慄然となった。剣に至ってはどういうわけか、窪地の縁に生えた樹の幹に突き刺さっている。

　唯一、キアの作った短剣だけは、寝ている間も肌身離さず握りしめていたらしいが、さすがに護身の備えとしては心許ないにも程がある。

「オゥラ侯の追っ手から逃げ出すなら、いっそその短剣を捨ててしまうのが一番の近道だと思うけど」

　しれっと言い放つキアに、タウは露ろ骨こつに顔を歪めた。

「馬鹿言うんじゃねぇ。あれだけ苦労した龍退治をチャラにしろってのか？」

　憮然としてそう返したタウの、いったい何が可笑おかしかったのやら、キアは妙に皮肉めいた苦笑を浮かべて──

「なぁタウ、僕たち、君の計画通り有名になったはいいけれど、なんだか以前にも増して苦労してないか？」

　そう、陽気な声で混ぜ返す。

　相変わらずこの相棒の心境は量りがたいところがあるが、タウにしてみれば、それもこれも昨日今日に始まったことではない。

「こういうのは有名税っていってな。仕方ないもんなのさ。まあ気にすんな。いずれは元が取れるぐらい美味うまい目も見られるさ」

　そうでも思ってないと、やってられないからな──と、それは口に出さず胸の内でのみ付け足しながら、身み支じ度たくを終えたタウは、樹に刺さっている剣の柄に手をかける。

「……？」

　ふとタウの目に留まったのは、刀身に引っかかっていた紐状の炭化物だった。

　まるで剣に絡みついていた蔦だけが焼け焦げて消し炭になったかのような残滓。だが勿論、そんな奇妙な出来事があったなら記憶に残らない筈がない。

「どうかしたかい？」

「……いいや」

　ともあれ、今は追っ手をかわしてオゥラ侯の勢力圏から脱出するのがまず何よりも優先だ。

　龍殺しの功の証である貴重な短剣を捨てろなどと促すあたり、キアも相当参っているのかもしれない。さっさと窮状を脱して安心させてやらなければなるまい。

　そうと決まれば、余計なことを気にしている余裕などタウにはない。彼は黒い消し炭を払い落とすと、樹の幹から剣を引き抜いた。
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『錠前殺し』のラルーバス──廃墟の古城でキアが出会った男はそう名乗ったものの、その二つ名を聞いたキアがさほどの感かん銘めいを表さなかったことが、少なからず不服な様子だった。

「──お前さ、本当に聞いたことないわけ？　俺の名前」

「残念ながら世せ事じには疎いもので。でも、僕の連れはどうやら聞き覚えがあったみたいですね」

　取りなすように言いながら、キアは、男の名乗りを耳にしたときタウが示した表情を思い起こす。

「彼、相当驚いてましたけど……あなたは、かなり有名な方なんですか？」

「そういう訊かれ方をすると自信がなくなるがねぇ。まぁ、旗揚げから暫くの間は、名前を売り込むためだけに相当無茶ばっかりやったもんさ」

　吞気に雑談を交かわしている二人だが、その表情はあくまで真剣そのものだ。今、キアとラルーバスが協力して当たっている作業は、一瞬の気の弛みも許されない、細さい心しんの注意を要するものだった。

「しかし、あんたら二人組だって、さぞや名うての墓荒らしなんじゃないのかい？　この城まで無事に踏み込んでくるなんざ、見上げたもんだと思うぜ」

「それを言ったら、あなたはたった一人で外の罠を突破してきたんでしょう？」

「いや……この天てん守しゅ閣かくまで辿り着いたのが俺一人、ってだけの話でな。初めは五人の徒党パーティを組んできたのさ。それが毒霧の沼地で一人、妖術の迷路で二人やられて、あとの一人も件くだんの番犬どもに喰われちまった」

　キアも、ここに至るまでタウとともに辛からくも潜くぐり抜けてきた数々の障害を思い起こし、ほとほと呆れたとばかり溜息をつく。

「ここの防備は、本当に無茶苦茶ですね。大昔に廃墟になった城とは、とても思えない」

「だろ？　しかもあれだけ高度な魔術で凝こった罠を仕掛けておきながら、最後に控える難関がコレだからな。城主の底意地の悪さが偲しのばれるってもんさ」

　キアとラルーバスが対峙しているのは、腰掛けほどの大きさのある、鋼鉄製の重厚な櫃チェストだった。より正しくは、その正面に嵌はめられた錠前である。

　城主が櫃の中に秘蔵していたという金銀財宝の噂は、当の城主の血脈が途絶え、城の住人が残らず立ち去り、放置された城跡が朽ち果てた今に至るまで延々と語り継がれてきている。そしてこの古城は、探索に挑戦した盗掘者たちを悉く敗退させてきたことでも有名だ。

　かつて城の主が周囲に設置した悪あく辣らつな死の罠の数々は、守るべき住人たちが姿を消した後も、意思なき忠節を貫つらぬいて、招かれざる者たちを黙々と排除し続けている。侵入を試み、かつ生きて戻ったのは城外の罠の攻略を諦めて撤収した臆おく病びょう者ものばかり。城内にまで踏み込んで生還したという報告は未だにない。

　兎とにも角かくにも城の外の仕掛けを突破してのけたタウとキアは、目もっ下かのところ、初の生還者となるべく奮闘している最中である。そんな彼らが城の中で出で会くわしたのが、同じく櫃の中身を狙って先に侵入を果たしていたこのラルーバスという盗賊だった。

「あれだけ手の込んだ罠を仕掛けられるだけの魔術師を揃えておきながら、どうして最後の錠前だけが機械式なんでしょうか……」

「甘いな兄ちゃん。外の防備が魔術尽くしで設しつらえてあるからこそ、墓荒らしは魔術破りの備えばかりを抱え込んで乗り込んでくるわけじゃないか。で、最後にこの錠前にぶち当たる。魔術抜きの、本物の職人芸だけで組み上げられた最高難度のカラクリ仕掛けに、な」

　視線と指先を鍵穴の攻略に専念させつつ、語るラルーバスの口ぶりはさも誇らしげであった。

「そもそも魔術頼りの施せ錠じょうなんて、より高位の魔術師を連れてこられたら簡単に解かい呪じゅされちまう。ところが一流の鍵かぎ匠しょうが組んだ機械式の錠前は、そうはいかない。こいつをバラせるのは同じ鍵匠の指先だけだ。どこまで歯車と板バネを巧たくみに操り、意のままにできるか──互いの技術の真剣勝負ってわけさ」

「……確かに、僕らだけじゃあお手上げでしたけどね。これは」

　何の変哲もない錠前であれば、魔術師にとって解除は苦にならない。内部構造を透視し、要になる掛け金を念動力で動かせばそれまでだ。初歩の初歩である術の組み合わせで事足りる。

　故に魔術師は同業者に対する防備のために、蓋ふたや扉、そしてその開閉機構そのものを魔力によって封印する術を好む。こうなると今度は、術式を解除できるかどうかの魔術勝負に争点が移ってくる。とりわけ城外の仕掛けが魔術的なものに特化していたこの城は、最後に控える宝箱の施錠も魔術によるものと予想するのが当然のところだった。

　ところが──

「いくら魔術師でも、ここまで複雑な機械装置となると、中身を透視したところで構造を把握しきれない。何をどう動かせば鍵を解除できるのか、まるで見当がつきませんよ」

「だろ？　こいつは正真正銘の芸術品さ。鍵開け一つで場数を踏んだ専門家でなけりゃあ手も足も出ねぇ。……とはいえ俺だって一人じゃ持て余してた、ってのが正直なところだ。へへっ、本当なら競争相手になるところだが。こうなってみるとお前らは天の御み使つかいだな」

「お互い、幸運な巡り合いでしたよね」

　同じ財宝を狙う盗掘者同士が現場で遭遇するのは、むしろ流血沙ざ汰たを回避する方が難しいほどの災厄だ。互いに力を合わせて事に当たるなどという平和的解決は、普通なら望むべくもない。

　ところが今回は偶然にも、タウとキア、そしてラルーバスの双方は利害の一致を見た。

「これまでにも魔術師と組んだことは何度かあるが……キアさんよ、お前は文句なく最高だぜ。こんな冴さえた手を思いつく奴はいなかった」

「きっとプライドの問題なんでしょう。僕はそういうの、拘りがないだけなんですけど……」

　キアとラルーバスは肩を並べて櫃の前に座り込み、二人揃って一つの錠前に手をかざしている。──より厳密には、鍵穴を攻略しているのはキアの指先で、ラルーバスの手はキアの手の上に重ねて置かれているだけだ。

「……業ごう腹はらだがこの俺も、年を追う毎ごとに手先が錆さびついてきたのは否いなめねぇ。ところがどうだ？　お前の指を〝借りて〟ると、若い頃の技の冴えが戻ってきたみたいだぜ」

「僕は両手の感覚をまるごと譲じょう渡としちゃってますから、何も感じませんけど……むしろあなたが平気だってのが驚きです。触覚なんて五倍に鋭敏化させてますからね。操ってるあなたにはものすごい反饋フィードバックがある筈なんですが」

「いやいや、感触は鋭ければ鋭いほど有り難い。こんなに指先を細かく動かせるなんて、痛快でたまらんぜ」

　ラルーバスの手が添えられたキアの指先は、まさに曲芸のような動作をこなしていた。人差し指と親指で閂かんぬきを摘つまんで引っ張りつつ、残る三本の指で挟んで保持したピンを操り、鍵穴の中をまさぐっている。

　普通なら両手を使ってこなす作業を片手で行っている理由は、ごく単純──この錠前は閂と鍵穴がそれぞれ二つあり、しかも双方を同時に解除しなければ開かないという複雑怪奇な構造をしているからだ。故にラルーバスが操るキアの両手は、左右それぞれ片手ずつで別個の鍵を同時に攻略するという至難の業を要求されていた。

　さらに加えて、錠前破りの試練を困難なものにしているのは、時間制限だった。厄介なことにこの櫃には、〝夜間にしか開けられない〟という重大な制約があった。あと一寸ちょっと、というところまで手を進めても、日の出とともに全てが御破算になってしまう。事実、キアとラルーバスが解錠に挑むのはこれが三夜目であった。

「……下の騒動、ますます激しくなってるな」

　やや不安げに言葉尻を窄すぼめて、ふとラルーバスが呟く。

「ええ。でも彼なら大丈夫」

　錠前の構造の複雑さと時間制限がキアとラルーバスにとっての試練なら、別行動中のタウの試練は〝敵〟の足止めだ。

　この難解極きわまりない錠前を攻略する上で、夜明けまでの時間というのはあまりにも短すぎる。だが見方を変えるなら、夜の間をただひたすら鍵開けだけに専念して過ごせるという贅沢が許されているのは、この天守閣へと大挙して押し寄せてくる『衛兵』たちを、タウが一手に引き受けて蹴け散ちらしていればこそだった。

「僕の相棒は戦いくさ上じょう手ずです。ちゃんと退ひき際ぎわは弁えてます。いよいよとなったら諦めてこの天守閣まで撤退してきますよ」

「そうなったら俺たちまでヤバいじゃねぇか」

「まぁ鍵開けは諦めて、今度は朝まで生き延びるための戦いに専念しなきゃならなくなりますが……」

　その展開はまず心配しなくていいと、キアは楽観していた。いま古城の階下で展開されているであろう戦闘は、たしかに身の毛もよだつものではあるが、それでもタウの武練と胆たん力りょくを以てすれば決して困難に過ぎるものではない。彼が冷静さを保ち、戦略を誤らない限りは、まず間違いはないものと信用して構わない。

「……そろそろ夜半を過ぎます。むしろ僕らの方が急がないと。昨夜ゆうべと比べても遅れてますよ。今夜は」

「ああ、そうだな。ちょいと巻きを入れるとするか」

　両手の動きは完全にラルーバスに任せ、自らは感覚増幅の術の維持に専念しつつ、キアは階下から聞こえる乱闘の響きに耳を澄まし、タウの奮ふん迅じんぶりに想いを馳せた。











ランダルリード　北風の兄弟




城壁の隙間を吹き抜ける




悪党の財布に滑り込み　不ふ埒らちな泡あぶく銭ぜにを失しっ敬けい




呼べよランダルリード　その恵めぐみを私に分けとくれ






　昔馴染みの童謡を漫然と口ずさみながら、タウは手にした連接棍フレイルを横よこ薙なぎに振り払う。唸りを上げた分ふん銅どうが敵の胸板を直撃し、部屋の片かた隅すみにまで吹き飛ばす。

　だが一人を攻めたその隙を、二人目と三人目に攻められた。これが普通の乱戦ならば命取りになるところだが、幸いに今戦っている『衛兵』たちは動きが鈍い上に打撃も軽い。左手の盾で危なげなく攻撃を防ぎつつ、さらに連接棍の反撃を見舞う。

　キアたちが寸すん刻こくを惜おしむほど急き立てられる一方で、タウに課かされているのは時間稼ぎの持久戦だった。いくら倒したところでこの『衛兵』たちは〝数を減げんじる〟ということがない。口さがないラルーバスは彼らを称して『番犬』と呼んでいるが、そこまで遠慮のない呼称はタウとしても憚はばかられるところだった。確かにもう、彼らはとうに人間であることを辞めてしまった存在ではあるが──

　錆び付き、朽ち果てた剣と盾を構えて、タウににじり寄ってくる敵勢は、すべて白骨化した骸だった。風化して黄ばんだ骨を包むのは肉ではなく、冷たくゆらめく青白い燐りん光こうである。打うち棄すてられた古城で宝物の番を務つとめていたのは、生命いのちなき亡もう者じゃたちの群むれだったのだ。





ランダルリード　影を縫ぬい駆ける




いかな城壁も阻めはしない




夜の闇のあるところ　即すなわち全て彼の庭




讃たたえよランダルリード　その手て業わざに不可能は無し






　手強い敵かといえば、そんなことはない。数こそ多いが一人一人は非力だし、戦略も何もなくただ無む作さく為いに攻めかかってくるだけなので、それこそ唄うたいながらでも凌ぎ通せる。だがそれでも、ぞろぞろと無言のまま押し寄せる死者たちの虚ろな眼がん窩かを前にして、一晩中防戦を強いられるというのは、百ひゃく戦せん錬れん磨まのタウをして気を滅め入いらせるのに充分なものだった。それこそ歌でも唄って気を逸らしていないと、分刻みで正気を蝕まれていくような気分になる。

　非力で脆い上に俊敏さにも欠ける亡者たちだが、何せ既に一度死んでいるだけに、もう二度と殺しようがないというのが、生身の戦士より厄介な点だ。干ひ涸からびた骨は連接棍の一撃で木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散るものの、骨と骨を繫いでいるあの青白い燐光は消しようがない。砕けた骨こっ片ぺんの各おの々おのは虫のように地を這って集合し、すぐさま人ひと形がたに繫ぎ合わさって立ち上がる。再生までの所要時間タイムラグを稼ぐには、なるべく盛大に叩き壊して破片を遠く広範囲に吹き飛ばすぐらいしか処方がない。

　邪悪な魔術によって死者の怨おん霊りょうが生前の亡なき骸がらに呼び戻され、傀儡くぐつのように使し役えきされるという伝承は、怪談としてよく聞く話だし、タウも流浪の旅の中で幾度か実例を目にしたことがある。だがこれだけ大勢の亡者に取り囲まれるというのは初めての体験だった。

　古城に踏み込んだ第一夜は、それこそ肝を潰して恐きょう慌こうの一歩手前にまで追い詰められたものだ。キアの魔術の援護がなければ、生きて朝を迎えることもできなかっただろう。結局、蹴散らしては立ち上がる白骨の群れが、ついに動きを止めたのは、古城に曙しょ光こうが射さし込んだときだった。亡者たちの時間は夜よ闇やみとともに訪れ、朝の訪れによって終わりを告げる。命拾いに安堵し、朝日に向かって快かい哉さいを叫さけんだタウだったが、肝心の宝箱を開けられるのが夜の間だけだと知るや否や、歓喜はたちまち萎しぼんでしまった。

　天守閣にある櫃の錠前を破ることができるのは、古城が亡者たちの跳ちょう梁りょうを許す時間だけ。そうと解れば、もう泣いても笑っても始まらない。数十体に及ぶ亡者の群れを天守閣から追い払いつつ、鍵開けの細工に挑む策を捻ひねり出すしか他にない。

　結局、タウたちは日中を自由に使えるという生者の優位性アドバンテージを最大限に活いかすことにした。夜になるまではただの骸でしかない白骨を拾い集めて城の一ヵ所に集積し、亡者たちの活動開始地点を限定して、地の利を活かした防戦を展開しようと企てたのだ。

　ここで古城の構造が大いに味方した。地下室にある深い縦穴が、骨の封印にうってつけの条件を揃えていたのだ。

　その穴は、かつては落とし格子によって封印され地ち下か牢ろうの役を果たしていたのだろう。残念ながら鉄格子は腐ふ食しょくして穴の底に崩れ落ちてしまい、穴を塞ぐことまでは出来なかったが、深さが優に二〇フィートを超える縦穴の壁は、よじ登るのにそれなりの時間を要する。

　昼の間に全ての白骨死体をこの穴に放り込んでおけば、夜になって亡者たちが目覚めても、すぐに攻め寄せてくることはない。ぞろぞろと壁を這い上がってくる骸骨たちを片かたっ端ぱしから穴の底に叩き落としていくだけで、かなりの時間が稼げる。

　いよいよ縦穴の周囲で歯止めが利きかなくなっても、階段まで撤てっ退たいすれば再び有利な条件で防戦に徹することができる。いかに亡者たちが多た勢ぜいでも、その行列の先頭を迎え撃つだけで済む場所ならば、タウ一人で充分に足止めができた。

　今夜も地下室の防衛線こそ破は棄きしたタウだったが、一階の大広間に続く階段の出口に陣取ることで、まだ当面は時間稼ぎを続けられる目め処どがついていた。広間には宵よいの口のうちに盛大な篝かがり火びを焚いてあるので、夜通し光源には困らない。

　昨夜、城の武器庫で発見した年代物の連接棍も、大いに役に立っていた。タウが持参した幅広剣は、亡者たちとの戦いには不向きな武器だった。何せ相手には刃やいばで切り裂いて致ち命めい傷しょうになるような血管も内臓もないのだ。その点、骨そのものを破は砕さいする鈍どん器きは、まだしも歩く骸骨たちの動きを止める上で有効だった。わけても柄えの先に鎖で繫いだ分銅を遠心力で叩きつける連接棍は、取り扱いに熟じゅく練れんを要するものの、使いこなせれば普通の棍棒よりも重量と威力の効率比に優れ、持久戦にはうってつけの武器になる。こんな廃墟の中で保存状態の良好なものを拾うことができたのは、実に僥倖と言えた。

　目下のところ、最大の敵は疲労である。敵は脆ぜい弱じゃくながらも間断なく攻めてくる。こちらの集中力が途切れたらそこで一巻の終わりだ。この攻勢が朝まで続くことを肝に銘めいじつつ、スタミナの消耗に細心の注意を払い続けなくてはならない。

　戦いも三夜目ともなると、さすがにペースの配分にも慣れてきた。亡者の群れを相手取るおぞましさについても、半ば感覚が麻痺してきたのか、もうさしたる抵抗も感じない。

　そういえばキアからも助言を受けていた。──相手を死者と思うな。どうやって死んで、こんな境遇になっているかなど考えるな。ただの木で偶く人形、魔法で動くだけの自動機械だと思って潰すんだ──と。

　激しくも単調な運動を延々と繰り返していれば、思考を放棄するのは割と簡単だ。いま想いを馳せるのは、朝日が昇った後に満まん喫きつできる休息のことだけでいい。

　そう、ただ殴り壊すだけならば、亡者だろうが骸骨だろうが、どうということはない。何を畏れることがあろうか。天守閣でキアが引き受けている役目に比べれば、数段マシというものだ……










「……この錠前を造つくった鍵匠は、ブラニガンっていう職人でな。この業界じゃ神とも悪魔とも呼ばれてる達人さ」

　キアとラルーバスの、延々と続く錠前破りの最中の雑談は、いつしか鍵の来らい歴れきにまで話が及んでいた。

「神か悪魔か……成る程ね。たしかにこの設計は人間業とは思えない」

「だろ？　なにも魔術ばかりが人の業の極限ってわけじゃない。ただの鍵職人でも、極まれば人の域を逸いつ脱だつしちまうことだってあるのさ」

「そして、それに挑む錠前破りも──ですか？」

「へへっ、まぁな」

　要となる二本の閂は蓋の留め金でなく蝶ちょう番つがいを貫く形で固定されており、これを壊してしまったら蓋そのものが開かなくなる。そして鍵穴はそれぞれの閂に、その軸線を貫く形で口を開けている。

　閂はどちらも、複数の鉛えん直ちょくボルトに貫かれて封印されている。各々のボルトはまちまちの長さで二つに断ち切られており、その全ての断面が閂の表面と均一になる位置まで各ボルトが押し戻されたとき、はじめて閂を抜くことができる。正しい鍵を鍵穴に差し込めば、鍵の波は形けいが全てのボルトを所定の位置に調整し、閂を解放する。──ここまではごく普通の錠前とそう構造の異なるものではない。

　このような構造の錠前を鍵なしで解除する際には、まず閂を軽く引っ張ってある程度の加圧を与え、摩ま擦さつ力りょくでボルトを押さえつつ、その一本一本をピンで押し上げていくことになる。当然、各ボルトの断面がどの高さにあるかは手て探さぐりで確かめるしかない。ボルトの断面と閂の表面が揃った際の、ほんの僅かな感触の変化を捉とらえられる指先の鋭敏さが要求される。

　普通ならば鉛直ボルトの数はせいぜい四本から五本というところだが、このブラニガンの錠前の凄まじさは、片方の鍵穴だけでも上下に七本ずつの鉛直ボルト、さらに左右に五本ずつの水平ボルトという、都合二四対のボルトが閂を封印しているという点だ。おそらくは鍵そのものも十文字の断面をした特注品だったのだろう。

　さらに加えて、この錠前には二つの鍵を同時に、均等のペースで差し込まなければならないという特徴がある。左右の閂のボルトが、手前から順に均等な動きをしない限り、内部の防御機構が働いてしまうのだ。もし対になったボルトが異なる動き方をしたら、閂は別の強力なカムによって即座に固定され、このカムを解除するためには一旦鍵を抜かなければ──即ち、全てのボルトを元の位置まで戻さなければならない。

　つまり左右の手でボルトの断面を同時に探り当てるという試練を、一二回連続で成功させなければ、全ての苦労が水の泡となる。

「ブラニガンが生涯かけて拵えた錠前のうち、決して解除できないと言われた一六個には『牙城』の名が冠かんせられた。あらゆる盗賊が攻略を夢に見る最高峰の錠前だ。──俺はそのうち一五個を解除してのけたことで、『錠前殺し』の二つ名を手に入れたってわけさ」

「ではこれが、一六個目の──？」

「ああ、『ブラニガンの牙城』の最後の一つ。長年こいつの在あり処かを探し求めて、俺は引退を先さき延のべにしてたんだよ。まさかこんな所でお目にかかるとは、な」

　感慨深げに呟くラルーバスを前にして、キアは暫しばしの間、無言になった。

「……引退、考えてたんですか？」

「ん？　まぁ、そうだなぁ。もう一生かかっても使いきれないほど稼ぎも蓄たくわえてあったしな。そろそろ潮時とは思っていたさ。盗賊稼業なんて、老いぼれ爺ィになった後まで続けられるもんでもなかろうよ」

「そんなに荒稼ぎを？」

「へへっ、そりゃお前、西から東まで、このラルーバス様が荒らしに入らなかった金かね蔵ぐらはねえって程さ。稼ぎすぎた金は貧乏人に施したりしてな。ロレンツの外れには俺の寄き付ふで建った礼れい拝はい堂どうがあるんだぜ。あの辺じゃ俺のこと『泥棒聖者』って呼ぶんだとさ」

「……成る程、僕は世事に疎いにしても程があるってわけですか」

「あのなぁ、こちとら天下に名を響かせた大怪盗だぜ？　南なん方ぽうの吟ぎん遊ゆう詩し人じんには、今でもまだ俺の逸話がお気に入りのテーマになってんだ。そんな俺のことを知らんとは……お前さん、一体どんな僻へき地ちで育ったってんだ？」

「生まれてこの方、ずっと土ど蔵ぞうに閉じこめられていたもので」

　キアがそう事も無げに答えると、今度はラルーバスの方が気まずそうに黙り込んだ。

「んん、そりゃぁまた……難儀な経緯いきさつがあったもんだ。悪わりィな、妙なこと訊いちまって」

「いいんですよ。今はこうして自由の身なわけで──」

　言い終える前に、思わずキアが口を噤つぐむ。手の触覚を全てラルーバスに委い譲じょうしている彼にも、錠前から漏れた微かすかな異音を耳で捉えることはできた。──二つの閂が防御機構によって強制固定される無情な音。

「……あちゃぁ、重ねて済まねぇ。しくじった」

　今度こそ落胆も露わなラルーバスの呟き。夜半からここまでかけて彼は一度のミスもなく、実に左右とも一〇対目のボルトまでを攻略していたのである。あと一歩という所での痛恨の失態だった。

「クソッ、今夜こそいけると思ってたのに！　よりにもよって……」

「でも、これで攻略の目処は立ちましたよ。あなたと僕で力を合わせれば、所要時間は夜の間だけで事足りる。それが確認できただけでも収穫です。続きは、明日にしましょう」

「……」

　未練がましく沈黙するラルーバスだったが、既に天守閣の窓から覗く夜空は黎れい明めいに仄ほの明あかるく白しらんでいる。夜明けより前に仕切り直しを図はかるのは、明らかに無理だった。

　溜息とともに、左右の閂からキアの指を離すラルーバス。即座に加圧の失せた解除済みのボルトたちが一斉に定位置に戻り、難なん攻こう不ふ落らくの施錠を回復する。

「……今日こそと、思ったんだがな」

　意い気き消しょう沈ちんしたまま、大盗賊は櫃に凭もたれかかって錠前に額ひたいを押しつける。ラルーバスへの感覚委譲を中断し、もとの自分の触覚を取り戻したキアは、術の余よ韻いんである痺れを取るために両手の指を揉もみほぐしてから、一夜の戦いを終えた盗賊の肩に手を置いた。

「今はゆっくり休息してください。僕は仲間の援護に行ってきます」

「……ああ」

　脱力したラルーバスを残して天守閣を後にしながら、キアは自らの言葉を省かえりみる。他た愛あいない雑談のつもりで交わしていた会話が、どこかで彼の動どう揺ようを誘って集中力を削そいでしまったのだとしたら──今夜の失敗はキアの落ち度でもある。怪しいとすればラルーバスが手元を誤る直前の話題だが……内容は思い出せても、それがどうして他人の心を騒がせることになるのか、キアにはいまひとつ理解が及ばない。きっとタウが隣にいたならば、説明してくれたのかもしれないが。

　そのタウは、天守閣に続く階段の途中の踊り場で、迫る亡者の群れを食い止めて奮ふん戦せんしていた。亡者たちは狭い階段に邪魔されて一斉攻撃が叶わず、長い行列を成してタウの許に殺さっ到とうしては、片っ端から連接棍に叩き砕かれて階下へと転がり落ちていく。

「──よぉ。そっちは店仕じ舞まいかい」

　気配だけで背後の相棒を察知してか、タウは骸骨を叩き伏せる手を休めることなく、振り向きもせずに問うてきた。

「で、ラルーバスの首しゅ尾びは？」

「今夜も駄目だったよ」

　タウも落胆した風に大おお仰ぎょうな溜息をつくが、その両腕は自らの務めを忘れることなく、機械的な正確さで目の前の骸骨たちを叩き伏せていく。ラルーバスの役割は諦めた時点で終了だが、タウの分担はそうもいかない。亡者たちの攻勢は陽が昇るまで倦あくことなく続くのだ。

「……済まない。今夜もまた、君の頑張りを無駄にしてしまった」

「まぁ気にすんな。そうそう簡単にお宝を拝おがめるとは思ってねぇ──よっと！」

　言葉尻に拍ひょう子しを合わせて、さらに連接棍を振り下ろすタウ。まるで余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくで戦っているかに見えるが、その余裕を生み出すことにこそタウは懸けん命めいになっている。そもそも、この程度の無駄口さえ憚られるほど緊張していたのでは、一夜を通じて防戦を続けるなど不可能だ。

「大体、俺なんぞよりもキア、お前の方がよほど難儀な役回りなんだ。詫わびる道理なんてないさ」

「……？　僕はだって、両手を他人に預けてただ座ってるだけなんだけど」

　当惑するキアに、タウがちらりと肩越しの一瞥をくれる。その面持ちの半分は何をか言わんや、という驚き呆れた白け顔であり、残るもう半分は──隠しようもない畏怖の念だった。

「まぁ、お前が平気だっていうんなら、いいけどよ……」

「そんなことより、手伝うよ。どの手でいく？」

「ああ、そうだな……じゃあ『縛り』の術で」

　タウの要よう請せいに頷いて、キアは狭い階段の中に魔力の網を編み上げる。今まさにタウめがけて錆びた小剣で突きかかろうとしていた骸骨が、その網に触れて硬直した。敵を攻撃せんとする怨霊の力と、それを封殺するキアの魔力の板挟みになって、意思なき軀からだががくがくと激しく痙けい攣れんする。

　後続の骸骨たちは、機能不全に陥った先頭の一体を押し退のけてさらに攻撃を続行しようと前進し、結果、次から次へとキアの魔力に捕ほ縛ばくされて動きを封じられていく。ただ殺さつ戮りくの衝しょう動どうのみに駆られる怨霊は、こと知能においては昆虫程度の単純な思考しか持ち合わせていない。こういう状況で臨りん機き応おう変へんに対処するなど無理な相談である。

「よォし、そのまま動くんじゃねーぞ」

　タウは左手の盾を足元に捨てて連接棍の柄を両手に握ると、頭上で分銅を大きく振り回し一気に加速を重ねていく。

「これでも──喰らいなッ！」

　分銅は唸りを上げて旋回し、充分な運動量を蓄えたところで、縺もつれ合う亡者の群れに叩きつけられた。タウの渾身の一撃で、五体から六体の骸骨が木っ端微塵に粉砕される。ざらざらと滝のように階段を転がり落ちていく無数の骨片を、さらに蹴散らしながら上がってくる後続の骸骨たち。──が、これもまたキアの緊縛魔術が危なげなく阻んで渋じゅう滞たいに陥らせる。

　網で纏まとめては大技で砕く、という単純な戦法の繰り返しで、タウとキアは忽たちまちのうちに防衛線を押し戻し、亡者たちを階下の広間にまで後退させた。

「そろそろだな、キア」

「うん……」

　古城の壁の倒壊した一角から垣間見える空は、もう夜の闇色を残らず洗い流されて白しら々じらと朝日を待ち構えている。

　そして──城の周囲を巡る森林から、不意に湧き上がる啼てい鳥ちょうのざわめき。東の地平より[image: ]る曙光の一いっ閃せんが、世界を鮮やかな色彩で染め直す。

　まるで時間が止まったかのように、蠢うごめく亡者たちが一斉に硬直して静止する。だが実際には、滞ることなく進む時の歩みから、彼らだけが取り残されただけのこと。次の瞬間、怨霊の青い光こう芒ぼうは朝あさ霞がすみの如く消え失せ、すべての遺骨はただの生命の残骸に帰きして、ざらりと広間の石畳に散乱した。

「……終わった、ね」

「ああ──水、くれるか」

　怨霊たちが退散するや否や、タウは安堵と解放感に身を任せ、連接棍をその場に放り出して座り込む。キアが手渡した水筒から、まず中身の半分を一気に喉に流し込み、それから残りの水は頭から被って、汗や埃ほこりもろともに一夜の緊張と戦慄の記憶を洗い清める。

「お疲れ様。まずはゆっくり休憩して。後始末は午後になってからでいい」

「ん」

　キアの労ねぎらいに対し、タウは普段のような軽口を叩いて返す暇すら惜しんでか、一声唸っただけで応じると、散らばる白骨の直ただ中なかに引っ繰り返るようにして仰臥して、そのまま驚くほどの速すみやかさで鼾いびきをかきはじめた。

　戦いの達人であるところのタウは、即ち休息の達人でもある。革鎧を脱ぐこともなく石畳の上で即座に寝入ることができるというのは、並の神経の持ち主にはとても適わない芸当だが、引き続き翌晩に持ち越された戦いに備えるためには、そこまで寸刻を惜しんで英気を養う必要があるのだ。

　夢すら見ていないに違いない弛し緩かんしきったタウの寝顔に、キアは何となく微笑ましい気分になって相好を崩すと、魔力で呼び集めた朝の風を一いっ旋せんさせて、大広間の闇を払っていた篝火の炎を吹き消した。

「おやすみ、タウ」










　穏やかな午後の日差しの中、古城の遺跡は草生むすままに打ち棄てられた寂さびれぶりを露わにし、深く静かな眠りの中に沈んでいるかのようだった。

　過日の栄華を偲ばせる風ふう雅がは何一つなく、況いわんや昨夜の怨霊たちの狂きょう騒そうを窺わせる気配など微塵も残っていない。石畳の上に散らばった白骨や、そこかしこの壁に刻みつけられた真新しい剣けん戟げきの痕きず跡あとも、すべてがまるで場違いな冗談のように思えてくる。

　長閑のどかに囀る小鳥たちの歌声。鷹おう揚ように宙をさまよう虻あぶの羽音。生者たちに支配権を譲った日中の古城には、タウやキアたちを脅かす危険の兆しなど何一つ見当たらなかった。

　だがその和やかな静寂が落日とともに一変することは、ここ三日間の繰り返しで解りきっている。夜の死闘に備えた下準備は、すべて夕闇が訪れる前に整えておく必要があった。

　正午過ぎに目を覚ましたタウは、まず昨日のうちに捌さばいて火を通しておいた野兎の肉で腹はら拵ごしらえを済ませ、それから食料の補充のために狩しゅ猟りょう用の小弓を携えて森に赴おもむく。その間に、城内のそこかしこに散らばった白骨を片付けるのはキアの役目だった。開けた空間では突風を呼び込み、より狭い場所では力りき場ばを操って、ありったけの骨片を掃き集めて地下室に運び、あの縦穴の地下牢に放り込んでいく。夜になって怨霊の憑ひょう依いした骸骨たちが活動を開始する場所を一点に絞り込んでおくことは、たった一人で防戦を演じるタウのために必要不可欠の準備だった。

　二羽の雉きじを仕し留とめ、ついでに近場の湧き水で水筒を満たしてきたタウが古城に戻る頃には、キアの作業もあらかた片付いていた。手分けして雉の羽根を毟むしるうちに、やがてタウが深い溜息をついて手を止める。

「俺、連接棍の扱いはそれほど得え手てじゃなかったんだが。一昨日おとといと昨日で随ずい分ぶんと上達したぞ」

「そうなのかい？」

「あの骸骨ども、練習台にはうってつけだな。動きは鈍くて単純で、そのくせいくら殴り飛ばしても減りゃしない」

　冗談めかしてぼやくタウに対し、キアは真顔で小首を傾げる。

「そうか……君が喜んでるとは意外だった。てっきり、ああいう持久戦には気が滅入ってるものとばかり思っていたよ」

「……」

　皮肉を皮肉として理解してくれないキアの純じゅん朴ぼくさに、タウはむっつりと押し黙る。

「修練の役に立つようなら、せっかくの機会だ。宝箱が開いた後も、ここに幾晩か逗とう留りゅうしていこうか。僕は別に構わないよ」

「……いや、いいんだ。忘れてくれ」

　タウは何事かキアに言い聞かせようとしてから思い止まり、かぶりを振って雉の羽根毟りを再開する。

「もうちょっと、こう、どうにかして楽にならないもんか？　あの骸骨どもの足止めは」

「え？　だって練習台には」

「だから忘れろ。──夜よ毎ごとに怨霊を死体に呼び戻して動かしてるのも、この城にかかった呪いの魔術なんだろ？　そいつを打ち消す魔術ってのはないのか？」

「それは僕も考えたけどね。結論から言うと、無理だ」

　キアの回答は無情なほどに、至し極ごくあっさりしたものだった。

「あの骨はすべて、この城の宝物を狙ってやってきた盗賊たちの遺骨なんだよ。そして彼らが死に際に残した宝に対する未練の思念が、そのまま束ねられて怨霊招しょう喚かんの魔術の起点になっている。術を破るためには、まずあの骸骨たち全員を相手に『宝物なんか諦めろ』と説とき伏ふせて納得させるしかない」

「……殴った方がまだ早い、か」

「説得か腕力か、得意分野は人それぞれだと思うけど、タウはどちらかというと後者だよね」

「大きなお世せ話わだ」

　毒づきながら、タウは丸まる裸はだかになった雉の腹を割いて内臓の始末にとりかかる。

「じゃあ殴って追っ払うしか他にないのは良しとして、だ。それをもっと楽にする方法は？　昼のうちにあの骨を粉々に磨り潰しちまうとか、さ」

「組み立てて元通りの形にできる限り、いくら細こま切ぎれにしたって無駄だよ」

　それは夜の戦闘でタウも散々に思い知らされている。

「──お前が魔術で操る炎の、いちばん熱いやつだったら、骨も残らず消し炭になっちまうだろ。あれで残らず焼いちまうってのは？」

「可能だけれど……お薦すすめはしない」

　しばし考え込んだものの、結局キアはそう結論づけた。

「あの怨霊たちが生前の遺骸を憑代よりしろにして活動してるのは事実だけど、だからこそ彼らは〝人の形〟に束そく縛ばくされて、行動も生きていた頃の範囲に限定されてるんだ。その〝形としての記憶〟を奪ってしまうのは、危険かもしれない」

「そうなのか？」

「何せ五〇人分以上もある死霊の群れだからね。個々の区分を失って融ゆう合ごうしたりしたら、それこそどんな霊れい障しょうになって荒れ狂うやら知れたものじゃない」

「……殴れる形があるだけまだマシ、ってことかい」

　落胆に嘆息し、タウは雉肉を炙るための火を熾おこしにかかった。焼き串の代用品は、昨夜の骸骨たちが使っていた短槍である。悪霊たちが手に執とり、ともすれば昨夜自らを串刺しにしていたかもしれない得物だというのに、この辺の頓着のなさはタウならではの肝の太さであった。

「今夜あたりで決着つけてもらわないと、俺もさすがに連日はきつくてな……その辺、どうなんだ？　ラルーバスの旦だん那なは」

「目処はついているんだよ。昨夜もあと一歩のところだったし。でもとにかく物凄い錠前だからね。あとは運が味方してくれるかどうか、かな」

「まぁ、仕方ないか。『ブラニガンの牙城』といえば盗賊の間じゃ神話も同然だもんな」

　話題が件の大盗賊に及んだところで、キアはふと思い立ち、昨夜から胸に懐いていたものをタウに問うことにした。

「ラルーバスなんだけどさ。彼、もう引退できるだけの蓄えはあったんだって」

「へぇ……まあ、そりゃそうだろうさ。あの天下に名だたる『泥棒聖者』ともなれば」

　キアと違い、ラルーバスの名声について知っていたタウは、さほど驚くこともなく聞き流す。

「一生かかっても使い切れないほどの財があったって。なのに結局またこんな城に乗り込んで、宝探しを続けてたなんて……盗賊って、そんなに辞めづらいものなのかい？」

　タウとて、そうそう盗賊の世界に通つう暁ぎょうしているわけでもなく、適切な回答が出せるかどうか怪しい問いではあったが、それでもキアが他者に向ける疑問というのは大なり小なり切実なものだ。知る限りの知識で答えられる範囲のことは説明してやりたかった。

「まぁ成功した盗賊なら、いずれは手下を集めて組織ギルドを作り、黒くろ幕まくに収おさまって表舞台から姿を消すのが普通だな。だが、それはそれで気き苦ぐ労ろうの絶えない身分だろうさ。こと裏社会ってやつはどこまで行っても綱渡りみたいなもんだ。変に権力なんぞ摑むより、気き儘ままな一匹狼でいたいと思う奴だっているだろう」

「ラルーバスも、そう考えたのかな」

「どうだかな。そもそも、ある程度の元手が揃ってるなら、転業してガラリと生き方を変えちまうことだって出来ただろう。それこそ多少のツテと強こわ面もての手下を揃えるだけで、高利貸しの暖簾のれんぐらいは下げられる。いっそ適当な爵しゃく位いを荘しょう園えん込みで買っちまうのも手だ。そういう成金貴族ってのは、辺境にはごまんといるもんさ」

　だが、件のラルーバスはそうしなかった。そこにキアの問いは端たんを発はっしている。相棒を納得させられるだけの回答を導き出せるかどうか、タウは暫し黙もっ考こうした後に、先を続けた。

「──つまるところ、あの男は生き方を変えられなかったんだろうな。元手もチャンスもあったのに、それを活かそうとしなかった。何せ他でもない『泥棒聖者』だ。後に退けなくなっちまったんだろう」

「どういうことだい？」

「なまじ『義賊』として名を馳せちまっただけに、名声が独り歩きしちまったのさ。ラルーバスとは縁もゆかりもない大勢の赤の他人が、あいつに『盗賊』であり続けることを望み、そして当人もその期待を裏切れなかった……ってことじゃないか？」

　キアは不可解そうに眉根を寄せ、考え込んだ。

「……名声っていうのは、そんなに窮きゅう屈くつなものなのかい？」

「馬鹿な話だとは思うが、往おう々おうにしてあることさ。金にせよ名めい誉よにせよ、いったん手に入れたモノには執しゅう着ちゃくしちまうのが人間ってもんだからな」

　そう、ぞんざいに総そう括かつしてのけた後で、タウは何故かキアから妙に気遣わしげな眼差しで眺められている自分に気付いた。

「……何だ？」

「タウもさ、名声を追いかけているうちに、いつかラルーバスみたいに名声に囚われてしまうんじゃないのか？　そういう不安は感じないのかい？」

　その心底心配そうな表情に、タウは思わず苦笑する。これが他の誰かからの諫言であれば〝大きなお世話だ〟と腹を立てるところだが、キアの的外れな危惧に対しては、べつだん嫌な気分はしない。その〝ずれ具合〟がキアの持ち味なのだからと重じゅう々じゅう承しょう知ちしているからだろう。

「大丈夫さ。俺にとっては金も名声も、ただの『道具』でしかないよ。本当に欲しいもののために利用し、使い潰すだけの消耗品だ。余計な執着なんて持つつもりはない」

「タウが本当に欲しいものって──」

　キアはなおも、やや戸惑いを交えながら問いを重ねる。

「──それはよく口にしてる『出世』ってやつかい？　それが富や名誉とどう違うのか、僕にはいまいち解らない」

「金は使い尽くせばそれまで。名声も忘れ去られたらそれまでだ。だが地位っていうのは違う。喩たとえるなら出で城じろみたいなもんさ。そこを拠きょ点てんにしてどこまでも人生を切り拓ひらいていける」

　熱を込めて語るタウだが、彼もまた件の『地位』なるものを手にとって検分したことがあるわけではない。そう信じ、そう憧れているというだけの架か空くうの価値だ。

　だがそれは決して虚しい絵空事ではない。神に触れたことがない者であっても神を礼らい讃さんし祈りを捧げるように、タウもまた己の野心が命を賭すに足たるものだと確信している。

　一方で、キアが依然として納得しかねる様子なのも無理からぬことだった。きっとキアなら神でさえ、直じかに対面するまでは崇めも敬うやまいもしないだろう。そんな彼に、夢や理想について語り聞かせて理解させるのは、いつだって骨の折れる仕事になる。










「──なんで盗賊を辞めなかったか、って？」

　廃城で過ごす四度目の夜。またしてもランタンの手明かりの中、触覚を強化した両手を盗賊の操作に委ね、見えざる鍵穴の中の機構に全神経を傾かたむけながら、役目のない耳と舌の慰なぐさみのために交わす雑談の中で、キアはラルーバスに昼間の疑問を質した。

「そいつは、昨夜も話さなかったっけか？　この錠前を探してたんだよ。ブラニガンの最後の傑けっ作さくを、な」

「……そこまで価値があることなんですか？　この錠前を破るのは」

　そんな疑ぎ念ねんを懐くキアの方こそ、ラルーバスにとっては不可思議に思えた様子だった。

「そりゃァお前、鍵王ブラニガンの『一六の牙城』を全て制せい覇はしたとなりゃ、俺は『錠前殺し』どころじゃねぇ。それこそ『錠前神』の名で知れ渡ろうってなもんさ。挑まぬわけにはいくまいて」

「じゃあやっぱり、肝心なのは実利でなく、名誉？」

「応おうよ。箱の寸法からしてみりゃ、中の財宝の量なんて高たかが知れてるからな。その程度の端はした金がね、もう俺には惜しくも何ともねぇ。……おぉっと、それでも配当はきっちり三等分で戴いただくぜ。それはそれ、まぁ、仕事の上でのケジメってやつさ」

「それは──勿論。僕の連れもきっと納得してくれると思います」

　やけに神しん妙みょうな面持ちでそう返されて、むしろ毒気を抜かれたのはラルーバスの方だった。

「ふん、こういう即そく席せきの徒党パーティだと、大概は分け前の配分で揉もめるもんだが……案外、欲がねぇんだな。お前ら」

「タウならきっと、あなたと組んで仕事したことを自慢して回りたがるでしょうから。まさか最後に配当を渋しぶった、なんて格好のつかない逸話を付け足したくはないでしょう」

「ほぉ？　そうか、じゃあお前らもまた、実入りよりまずは風聞を立てたいってクチか」

「それが、そうでもないらしくて……」

　昼間のタウとの会話を思い出し、キアはやや言葉を濁す。

「……彼も躍起になって富と名声を求めてますが、それは効率よく地位を得るための手段だと断言してて。そこがあなたとは違う、と」

「おやおや、青いねェ。地位のための富と名声か……まぁ駆け出しのうちは、そういう動機もアリだわな」

　ラルーバスは気を悪くした風もなく、むしろ懐かしい景色でも目にしたかのように笑って続けた。

「俺だって若い頃はな、たんまり稼いでから爵位のひとつも買いつけて、クソ貴族どもを見返してやろうと意い気き込ごんだ時期もあったわさ。だがそれが本当に叶うまでになると──賭けてもいい。身分なんてクダラネェものはどうでもいいと思えるようになってるぜ」

「他者からの賞しょう賛さんにはそれ以上の価値がある、と？」

　ラルーバスは頷きかけてから小首を傾げ、思い直して先を続けた。

「んん、賞賛ってのもまた違うな。考えてみりゃこの錠前も、破った後で誰かに自慢したいのかと訊かれたら──どうでもいいわな、今更。そんなんじゃねぇんだ。俺は『ブラニガンの牙城』をすべて突破してぇ。俺が俺のために、そうしたいんだ」

「自己満足？」

「いちいち身も蓋もねぇこと言うね、お前」

　名うての大盗賊は苦笑したものの、否定まではしようとしなかった。

「何だろうなぁ、俺が生きた証、っていうのかな。そいつをきっちりと示しておいてやりたくなるのさ。いつか死に際に立ったときの自分のために、な」

「……これが開いたら、それだけであなたは報われるんですね」

　なぜかしみじみと意い味み深しんに呟くキアに対して、ラルーバスは重ねて念を押す。

「言っておくが、錠前を破っただけで満足だ、なんて気前の良い台詞は期待するなよ？　それはそれ、これはこれ。分け前はきっちりと──いよ、っと──へへっ、これで一〇対目だぜ」

　徒つれ然づれと戯ざれ言ごとを交わしているうちに、気がつけば二人は昨夜の成果に追いついていた。いよいよ正しょう念ねん場ばである。ここから先は万に一つのミスも許されない。より慎重に時間をかけて根気よく、微び細さいなピンの動きを意識して手を進めていかなければならない。

「夜明けまでは？」

「あと二時間弱、ってところです」

「良し。今夜こそケリをつけようじゃねぇか。階下したで戦ってる坊やにも、これ以上は申し訳が立たねぇからな」










　タウは昨夜より大分長く大広間に踏みとどまっていた。連接棍の新戦術として、分銅を余分に一回転振り回してから叩きつけるという大技を編み出したことで、亡者たちの攻勢をさらに圧倒できるようになったからだ。

　過剰な威力で叩き砕かれた骸骨は、飛び散った骨片によってさらに背後の骸骨をも巻き込んで破壊されていく。本当ならもっと手堅い戦法で体力の浪費を抑えるべきだったが、四日続けて防戦のみに徹することを強いられる鬱憤は、単調な戦い方では晴らしようもなかった。既に何度も繰り返した攻防だけに、スタミナの配分には鉄てっ壁ぺきのプランが出来ている。むしろ精神的な疲労を拭ぬぐうためにも、ここは敢えて派は手でな戦法でストレスを発散するべきだと思えたのだ。

「しかし使い込んでみると面白いもんだね、これ！」

　普段の戦場では、隣の仲間を巻き込まないよう気を遣うのが面倒で敬遠していた連接棍だが、こうして思うさま振り回すことのできる環境で扱ってみると、その破壊力は惚ほれ惚ぼれするほど痛快なものだった。分銅の遠心力を巧みに扱えるようになればなるほど、軽快なスピードで重く強烈な打撃を繰り出せる。

　鬼き神じんもかくやという暴れぶりのタウに、しかし怖おじる心すら持ち合わせぬ怨霊の群れは、機械じみた単調さで淡々と攻め寄せる。その無機質さに対する恐怖感を強引に意識の外へと追い払うことに、もうタウは慣れきっていた。

「ははッ、どんと来やがれ死に損ないども！　子守歌を聴かせてやるぜ！」

　躁そうじみた昂こう揚ようで吼え立てながら振るう連接棍が、いきなり重みを失って跳ね返る。

「……なッ⁉」

　タウは愕然と、柄にぶら下がる千切れた鎖の断面を眺めた。力のままに振り回していた分銅は、もうどこに飛んでいったのやら見当もつかない。

　いかに外観は堅けん牢ろうに見えても、所しょ詮せんは拾い物の骨董品である。鎖の部分の金属疲労は、思いのほか深刻に累積していたらしい。昼のうちに入念に点検して問題なしと判断していたタウだったが、どうやら評価を誤ったようだ。何よりも調子に乗って武器の耐久性を慮らない扱い方をしたのが、限界を早めてしまったのだろう。

「こなくそっ……」

　もはや後悔したところで後の祭りである。柄だけ残った得物は既に連接棍でなく、ただの中途半端な棒きれにすぎないが、それでも拳で殴るよりはまだマシだ。

　タウは心許ない棍棒と盾の縁ふちで骸骨たちを殴り伏せて退路を拓き、天守閣へと続く階段にまで退散した。こうなってしまうと予備の武器を帯びてこなかったことが悔くやまれるが、緊急時に備えた用心よりも体力の温存を優先して軽けい装そうを選んでいたからこそ、毎夜この長なが丁ちょう場ばを戦い抜くことができたのだ。もはや責める相手は運の悪さぐらいしかない。

　ともあれ狭い階段に先に陣取り、毎度の通り要よう撃げきの優位を確保したタウであったが、それでも武器の故障によって、この先の戦闘が前夜より格段に危険なものになるのは間違いなかった。

〝……いいさ、構かまやしねぇ。上等だ！〟

　ぞろぞろと後を追ってくる骸骨たちを前に、タウの内側に獰猛な闘志が湧き起こる。

　もう疲労への配慮だの、朝日が昇るまでの時間を逆算し、全力を控える、などといった七しち面めん倒どうくさい思考は必要ない。ただ死に物狂いで戦い、生き残る──むしろこういう切せっ迫ぱくした窮地こそが、彼の慣れ親しんだ『戦場』というものだ。










　二一本目、そして二二本目のボルトの解除は、驚くほど速やかに終わった。

　常識外れに深い鍵穴の奥を、箸はしほどもある長さのピンでまさぐる作業には、もはやゼロに限りなく近い細さい密みつさの精度が要求される。にもかかわらずラルーバスは、まさに入にゅう神しんの域にある正確無む比ひな指使いによって、昨夜の関門を突破し、さらにその先へと突き進んでいた。

　そして、一二対目──閂に圧力を加える二本の指は、ここまで解除してきた二二本のボルトを全て一度に保持できるほど強く、なおかつ残る一本をピンで押し滑らせられる程度に軽く、絶妙の力加減を維持したまま静止している。そして残る三本の指に挟まれたピンは、もはや目で見て判別できないほどの微細さで蠢きながら、ゆっくりと着実に、最後のボルトの解除位置を探っていく。そんな曲芸にも等しい作業を、左右の手で同時に、寸すん分ぶん違たがわぬ精度で進行させているのだ。

　指先の感覚がないキアにも、隣に座るラルーバスが全神経を指先に集中させているのは、気配だけでそれと察さっしがつく。ここに至るまで他愛もない無駄話に興きょうじてきた二人だが、今にして思えばそれは、この極限の精神集中を最後まで温存しておくための采さい配はいだったのだろう。ここまでの工こう程ていについて、すべて鼻歌交まじりにこなすほどリラックスした状態で臨んできたからこそ、今ラルーバスは本当の全力を発揮していられるのだ。

　そして──まるで口から先に生まれてきたかのようなこの大盗賊は、そこまで全身全霊を傾けてなお、譫うわ言ごとのような独ひとり語がたりを止めようとしなかった。それは誰に聞かせるでもなく、彼自身の精神を限界まで研ぎ澄ませておくための呪文のようなものだったのかもしれない。

「凄すげぇ……お前さんの指は本当に凄ェよ、キア。今なら蜘く蛛もの巣だって解ときほぐして縒より直すことができそうだ……」

　忘ぼう我がの境地で漏らす呟きには、どこか恍こう惚こつの気配さえあった。魔術によって強化されたキアの指の触覚は、ラルーバスに人外の境地の体験を味わわせているのだろう。

「何だろうな、この奇妙な感覚……指先でモノが〝観みえる〟んだ。鍵穴の中の光景がさ、解るんだよ。まるで自分が蚤のみか何かになって錠前の中に入り込んじまったみたいに、よぉ……」

　キアは応じることなく、ただ沈黙してラルーバスの手の動きを見守っている。ただ一声を発することすら危ういと感じるほどに張り詰めた気配を、大盗賊は漂ただよわせていた。

　きっとラルーバスは、窓の外で白みゆく空の色など、まるで意中にないことだろう。夜明けの光は刻こく一いっ刻こくと迫っている。だが刻限に注意を促すことすら、キアには躊躇ためらわれた。そしてまた一方では、そんな助言などさしたる意味を持つまいという察しもついた。おそらく今のラルーバスには、時間との闘い、などという認識はあるまい。

「この箱は──開くぜ」

　キアの直感に応じるかのように、ラルーバスが囁き声で宣言する。

「妙なモンだな。でも、何もかもが解るんだ……ブラニガンがこの錠前を造ったことも……今まで大勢の盗賊が挑戦して敗退し……そして今夜、俺がこいつを解錠することも……全てが必然だったと、この指先を通して伝わってくる。まるで……この手が、宇宙の真ん中に触れてるみたいだよ……」

　穏やかな語り口は、静かな法悦に満たされている。いま彼が身を置くのは、ある種の悟さとりの境地にも似た領域だったのかもしれない。ただ見守るしかないキアには推し量る術すべさえないが、それでも独どく言げんに漏れ出る歓喜の色には、羨望を禁きんじ得えなかった。

　キアは錠前から目を逸らし、ただ窓の外の空を見つめて待った。蒼あお褪ざめた黎明の中から月影が、そして最後の星明かりが翳って消え、やがて暁ぎょう雲うんが緋色を濃くしていく様を、まんじりともせず眺めていた。

　──ふと、両手に戻った感覚に気付き、キアは錠前に視線を戻す。

　再びキアのものになった指先が、二本の閂を引き抜いた状態で震えている。手の甲に載のっていたラルーバスの指は滑り落ち、力なく床に投げ出されていた。

　窓から射し込む一いち条じょうの曙光が、開け放たれた櫃の中に注ぎ、長い歳月の封印からとかれた金銀財宝を燦さん然ぜんと輝かせている。

　いかな美び辞じ麗れい句くをもってしても、大盗賊の成なし遂とげた偉い業ぎょうを謳うには値あたいしない。ただ無言のままにきらめき踊おどる財宝の光こう躍やくだけが、彼の技を褒ほめ称たたえるに相応しい讃さん辞じたり得た。

「……終わった、か？」

　疲弊しきったおぼつかない足あし取どりで、階下からタウが姿を現す。破損の目立つ革鎧と、手足に刻まれた無数の掠かすり傷は、今夜の戦いがひときわ熾し烈れつを極めたことを物語っていた。にもかかわらず、掠れたその声が達成感に満ちていたのは、兎にも角にも生き延びたという成果と──そして開け放たれた櫃の蓋のせいだろう。

「凄かったよ。ひとつの頂点を極めた技巧ワザってものを見せつけられた。……人間っていうものは、こんな領域にまで辿り着けるものなんだね」

「まぁ、伝説にまで名を残した男だからな。……こいつももう一度、肉と皮の備わった指で錠前破りができて本望だっただろうよ」

　感慨に鎮魂の想いを乗せて、タウは櫃の前に座り込んだまま朽ち果てた骸骨を一瞥する。

「……本当に、物凄い精神力だよ。この城の呪術に囚われて亡者になりながら、それでも生前の執着だけで人間としての自じ我がを保ち続けたなんて」

　日中のタウとキアが櫃に手を出せなかった理由はただ一つ。解除不能な太たい古この錠前に対処しうる技を持ち合わせていたラルーバスもまた、夜のみの活動を許された亡者たちの一員であったからだ。

「ラルーバス・ランダルリード。御伽噺に聞く『錠前殺し』……まさか実在していたなんてなぁ」

「どれくらい昔の人なんだい？　彼は」

「さぁな。昔、傭兵仲間に教わったランダルリードの唄でさえ、ひい祖母ばあさんから聴いた子守歌だって話だった。まぁ間違いなく一〇〇年は昔の御ご仁じんだろうな」

「一〇〇年……」

「吟遊詩人の語りだと、最後は魔王の宮殿に忍び込んで囚われの身になったとか、海を渡って盗賊の国を創つくったとか、みな好き勝手な結末をつけてるが。実際はこんな鄙ひなびた廃城でくたばっていたなんて、きっと誰も知るまいよ」

　キアはその気の遠くなるような歳月に想いを馳せながら、大盗賊の亡骸を痛ましげに眺めた。

「そんなにも永い間、彼は毎晩この櫃の前に座って、宿しゅく敵てきの錠前を破るという執念を果たそうとして……そしていつも叶わぬままに朝を迎えてきたんだね」

「そりゃあ、骨の指じゃあ生きてた頃の鍵開けの技なんて揮ふるいようもないだろうけどな……」

　偉大な故人に対して相応の敬意を払うのは吝やぶさかでないタウだったが、それでもこの四日間、夜毎にこの天守閣で展開されていたであろう光景を思うと、うそ寒い思いをせずにはいられない。

　ラルーバスの骸骨と意思の疎通に成功したキアは、自らの両手に亡者を憑依させることを条件に、協力関係を築いたのである。確かにタウもキアもこの櫃の堅牢な施錠に対しては打つ手がなかったとはいえ、死霊に対して何の畏怖も懐くことなく交渉できたキアの心胆は、タウの想像を絶ぜっしていた。

　骸骨と肩を寄せ合って座り、その冷たい骨の掌てのひらを両手の甲に載せられて、為なすがままに身を任せながら一夜を過ごす──想像しただけで怖おぞ気けが走る。いっそ群れを成して襲いかかってくる骸骨たちを延々と武器で殴り潰しながら朝を待つ方が、まだしも精神的には許容範囲の体験だ。楽な仕事だと笑っていたキアの神経は、そもそも常人と出来が違うとしか思えない。

「執着の元になっていた財宝が城内から持ち出されたら、亡者たちも現世に繫がる因果を失い、呼び戻されることはなくなるだろう。今夜からもう、この城は静かな場所になると思うよ」

「……ラルーバスの旦那も、これでもう未練は何も残ってないんだろうか」

「ああ、それは間違いない」

　キアの首しゅ肯こうに込められた確信は、タウが子し細さいを問うこともなく信用しようという気になるほど、確かっ固こたるものだった。

「それにしても──」

　タウは櫃の中を覗き込み、色とりどりの宝石を一つずつ手にとって検分しながら、満足の吐息を漏らす。

「こいつは大層な稼ぎだなぁ。久々に苦労の甲斐がある仕事ヤマになったぜ」

「君が欲しい『地位』を買い取れるほどの額になりそうかい？　タウ」

　虫が良すぎるキアの問いに、タウは笑ってかぶりを振ったが、実際のところ半年かそこいらは節制を気にせず吞気に食い繫げるだろう。それなりの好条件で換金するには都市部まで運ばなければならないし、その間、野盗やら何やらの襲撃に神経を尖らせなければならないが。

　タウは渡と世せい術じゅつの一環として身につけた鑑定眼で一つ一つの宝石を見定め、大まかな売値の予想を立てた。

「この翠すい玉ぎょく石せきが一番の高値になりそうだが……残り全部を合わせたら、大凡その倍くらいにはなる。これなら換金する前に配当を決められそうだ」

「それは、つまり──三等分できる、ってことかい？」

　含みを込めて聞き返すキアに、タウは頷く。

「ああ、三等分だ。当然だろ」

　タウから受け取った大粒の翠玉石の輝きに、しばしキアは感慨を込めて見入った後、それを櫃の傍らに蹲うずくまる物言わぬ骸骨の手に、そっと握らせた。
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　ここ四ヵ月、ブラウスと胴衣のボタンの多さは常にタウの頭痛の種だった。

　こんなにも着るのに手間のかかる衣装しか持ち合わせがないとあっては、寝込みを敵に襲われた際などは裸で逃げ出すしか他にない。具ぐ足そくの数に入らない着衣など寒さと衣きぬ擦ずれの防止さえ果たしてくれればよく、脱ぎ着を面倒にするような凝った意匠など愚ぐの骨こっ頂ちょう──というのが以前のタウの信条だった。

　が、所変われば木の葉も変わると言うように、今のタウにとってはこの無意味に豪奢な飾り服こそが鎧となり籠こ手てとなる。そもそも彼が今いるのはいつ敵が攻め寄せて来るか知れぬ野営地などとは程遠い。──ここは、戦場ではないのだ。

「……ねぇ、次はいつ来てくださるの？」

　そそくさとタウが着衣を整える一方で、寝台の婦人は床に転がっているコルセットに手を伸ばす素振りさえ見せず、白く豊満な柔やわ肌はだをしどけなくさらけ出したまま仰臥している。

「さていつになることか。この身は漂泊の素す寒かん貧ぴん。再び奥様の笑顔を賜たまわる喜びは、或いは来世の夢かもしれません」

　毎度お馴染みの定型文である夜の終わりの口上は、半ば条件反射のようにタウの舌から滑り出た。こんな役者まがいの言い回しがよく身についたものだとタウ自身も呆れ半分だが、目新しい武器の扱いを速やかに習得するのは昔から得意である。そして今、彼の得物は手で柄を握る類のものでなく、口先で囁き操るものなのだ。

「そんな不吉なことを仰おっ有しゃらないで！」

　血相を変えた──かのような声色を装ってタウの腰に手を廻してくるキリアン夫人の口元には、気怠く艶然とした微笑が浮かんでいる。ここでは言葉は言葉通りの意味を伝達しない。誰もがその裏に別の真意を潜め、お互いにそれを探り合うために、また心にもない言葉を紡ぎ続ける。結局、何を語るにも婉えん曲きょくな言い回しが必要になる。

「この私に一言もなく再び冒険の旅に出るなどと、許しませんことよ。私の可愛いツバメさん」

「ああ奥様、いかに名残惜しくとも、左様、私は渡りの鳥です。不ふ肖しょうの剣を手に執る他に方便なき身にとって、都の暮らしは平穏に過ぎます。んんん……」

　扱い慣れない長なが台詞ぜりふに舌がこんがらがりそうになったのを、タウは咳せき払ばらいを装って誤魔化した。

「ぇ、と……今でこそ奥様の温情を賜って生き存えているとはいえ、ここは餌場なき冬の都。いずれは戦場という春を、血塗られた陽射しのぬくもりを求めて旅立たねばならぬのです」

「まぁ、まぁ、まぁ！　おぞましいことを仰有らないで！」

　震え上がってタウの背に抱きつくキリアン夫人の怯えようは、毛虫一つで卒倒しかねない乙女おとめの如くであった。それでいて、豊かすぎる乳房をいかにも蠱こ惑わく的てきな按あん配ばいであざとく押しつけてくる辺りは、やはり年増女の手管である。

「ツバメさん、あなたの身体に染みついた血の匂いも、逞しい傷跡も、大好き。枕語りに聞かされる龍退治や怨霊の物語も大好きよ。でもそれは過去の思い出だからこそ愛めでられる。今また再びあなたが、あのような危険な日々に命を賭するだなんて、ぞっとするわ。私が心細さに震えて待つ夜を、いかに堪え忍べというのです？」

「ああ、奥様。願わくは貴女の籠かごの鳥となって生涯を過ごせたならば、どれほどの至福であることか……」

　既に地位も権威もある夫を摑つかまえて放ほう蕩とう三ざん昧まいの既婚者が相手だからこそ口に出来る言葉だよなぁ、と、タウは憂うれい顔の裏側で苦笑した。

「──そうだわ、ならばお別れの前に、これをお持ちになって」

　そう言って、夫人はサイドテーブルから大粒の黄玉が嵌ったネックレスを取り出し、タウへと差し出した。ここぞというタイミングでそつなく切り札に訴える素早さは、予めそのつもりで用意してあったものなのだろう。

　待ってました！　と胸の内で快哉を叫ぶのとは裏腹に、タウは大おお袈げ裟さに恐縮してかぶりを振る。

「そ、そのような畏れ多い！　斯か様ような施しは、私ごときの分際では……」

「いいえ差し上げるのではありません。これはあなたにお預けするの。あなたが軽々しく死地へと踏み込まないように」

　タウを見つめるキリアン夫人の眼差しは、ひたむきで健気で、そして絶対の自信に満ち溢れていた。これほど高価な財宝をあっさり手放すほど気前の良い女は、余よ所そで見つかるものではないという自負があるのだろう。

「このネックレスは夫から結婚記念日に贈られた、大切な品ですの。決して無くす訳にはいかないわ。だからツバメさん、どうかお願い。必ず大切に取っておいて、再び私の元に届けて頂ちょう戴だいな」

「ああ、なんという心遣い……奥様、貴女こそは渡り鳥を癒やす春の季節の女神です」

　タウは感極まってネックレスを握りしめながら夫人の耳元に囁いた。実際、大いに感激していたのは事実である。まさかこんな大粒の獲物にありつけるとは期待していなかったのだ。一夜の狩りの成果としては破格の収穫といえよう。










　思いのほか冷え込む夜風も、浴びるように飲んだワインで火ほ照てった身体には心地好い。

　日中の賑にぎわいが噓だったかのように静まりかえった街路だが、冷たい夜気にはやはり都市ならではの独特の匂いがする。山河ではまず嗅かぐことのない煤ばい煙えんの匂い。側溝に澱んだ汚水の匂い。人の営みの気配が濃密に圧縮されると、空気の質までもが変わってしまうのだ。

　これだけ広大に思えるリルボスの都も、そこに集う莫大な人々の数を思えば、あまりに狭く窮屈なのだ。都に出て数ヵ月も経つというのに、今なお驚きの念は霞まない。

　ここには森の木の葉のように大勢の人間がいる。その比ひ喩ゆを逆に辿るなら、すべての木の葉が喋しゃべり、移動し、商いやら遊興やらに終始明け暮れているような、そんな森を想像してみればいい。その囂かまびすしさ、目め眩くるめく変化の速さは気が遠くなるほどだ。

　このリルボスのような大都市には、旅の途中で逗留することはあっても、腰を据えて生活の場としたのは初めての経験だった。

　生き馬の目を抜くような場所ではあるが、生き抜く上で過酷な土地かといえば、必ずしもそんなことはない。凍いてつく氷原も、灼熱の砂漠も、毒虫の這い回る熱帯雨林も経験してきたタウである。新しい環境では新しい掟おきてと法則に従って行動する、という当然の覚悟さえあれば、この都市というシチュエーションも、冒険の舞台としてはさほど艱かん難なんに富むものではない。

　タウの見出した新たなルール、それは〝虚飾〟だ。

　繻しゅ子すの胴着にフロックコート、流行の帽ぼう子しと磨き上げた靴くつまで揃えれば、つい数ヵ月前まで食うや食わずの傭兵稼業に身を窶やつしていた流れ者が、舞踏会を渡り歩いて貴族の女と艶つや話ばなしを交わしている──そんな変転さえあり得るのが都という場所なのだ。

　野の獣が飢えに駆られて行動するように、遊び呆ほうける貴族たちは〝倦けん怠たい〟に駆られて動く。そんな彼らから〝富〟という名の収穫物を剝ぎ取るためには、流行の話題や会話の機知が、仕掛け罠となり釣り針になる。

　今夜もまんまと手に入れたキリアン夫人からの贈答品を、タウは月明かりに透かしてじっくりと値踏みした。台座の意匠といい、鎖の装飾の仰々しさといい、素人目にも決して趣味の良い装身具とは思えない。どうにもこれを妻君に贈ったキリアン伯爵という人物は審美眼にやや難があるようだ。が、嵌っている黄玉の大きさは中々どうして悪くない。これなら売値は一〇〇ザーフを下るまい。

　通り一遍の娯楽に飽きたご婦人方の火遊びの相手として、幾人もの伯爵夫人や豪商の奥方の間を渡り歩いているタウだったが、これほどの成果を挙げたのは初めてだった。いよいよ愛人稼業も板についてきたのかな──と、タウは独り得意顔で夜空に笑いかける。

　切った張ったしか能がないとばかり思っていた己に、こんな小器用な世渡りができるなど、都に着く前はタウ自身も想像だにしなかった。

　何より大きな要因は、放蕩貴族たちの好奇心がタウの理解を超えて貪欲だった点だ。貴人の雅みやびさや聡明さに飽き飽きしていた彼らは、異邦人がもたらす新たな刺激に飢えていた。無知と粗暴さを付け焼き刃の礼節で覆い隠した傭兵上がりの田舎いなか者もの、という闖ちん入にゅう者しゃは、彼らにしてみれば猿が服を着て踊る見世物のように滑稽で興味深いものだったのだろう。

　退廃した夜の社交界には、格式や伝統など必要とはされず、むしろ奇抜さや目新しさが偏重される。そういう場所でまずタウは、驚きと嘲笑の相半ばする歓迎をもって迎えられた。

　大都市で安穏と代わり映えのない享楽に浸ひたる貴族たちにとって、タウの語る遍歴と武勇伝の数々は、吟遊詩人の百物語も同然に興を誘うものだったらしい。わけても手足に刻まれた傷跡や、剣帯に挿さした龍の角の短剣といった〝証拠〟の品は、逸話に色を添えるものとして大いに好評を博した。そうするうちにタウの若さと、表の社交界に何の縁故もない後腐れのなさに、食指を動かす物好きなご婦人方が幾人も現れるようになった。

　黒髪に碧へき眼がんという、この辺りでは希な組み合わせの風ふう貌ぼうが、物珍しさに拍車をかけた部分もあるだろう。加えて浅黒く日焼けした肌と、修羅場で鍛え上げた肉体は、乗馬と狐狩りぐらいしか覚えのない貴族の御曹司たちと一線を画していた。安物ながらも見栄えだけを取り繕った衣装を買い揃え、見み様よう見み真ま似ねで身み嗜だしなみを整えてみると、これが中々の伊達だて男おとことして通用したのである。

　未だに姿見の前に立つと、我が身の滑稽さに思わず噴き出したくなるタウである。だがその滑稽さこそが自らに〝珍獣〟としての価値を付加しているのだから是ぜ非ひもない。

　道化とも男だん娼しょうともつかぬ現在の境遇を惨めだと恥はじ入る心境など、およそタウには皆無であった。そんな吞気なプライドを養えるほど安穏と生きてきた彼ではない。泥と血ち飛沫しぶきにまみれながら命を削って生きる糧かてを得る傭兵稼業に比べれば、虚言を弄ろうして女を抱くだけで宝石が転がり込んでくるという生活は、むしろ快適すぎて笑いが止まらないほどだ。それこそ何かの冗談ではないかと思えるほどの〝ボロ儲け〟である。

　不満らしい不満といえば──服の脱ぎ着の面倒さもさることながら、頭髪をべったりと撫でつけるための整髪料がしばしば痒かゆくて仕方ない点。あとは剣帯に吊った細剣レイピアの心許なさぐらいなものか。

　どちらかといえば実用的な武装というより装身具としての意味合いが強い得物だが、重さに任せて振り回す幅広剣の方が扱い慣れているタウにとって、この細剣レイピアは殊こと更さらに扱いにくかった。軽すぎて頼りない重心のバランスは、剣というより無闇に刀身を伸ばしたナイフのようだ。いざ抜く羽目になっても、対にして腰に挿している龍の角の短剣の方が、よほど頼みになりそうに思えた。

　まぁ、そういう物騒な心配とは当面のところ無縁な暮らしである。治安の行き届いたリルボスの夜道には追い剝ぎが現れることもなく、せいぜいが正体を無くした酔漢に絡まれる程度のトラブルしかない。

　腕っ節だけを頼みにのし上がろうとしていた自分が、腰の剣の軽さを良しとする日が来るなどとは思ってもみなかったが、命懸けの博ばく打ちを打つまでもなく前途が有望だというのなら、それはそれで願ってもない話である。このまま貴族連中の間で上手く立ち回り、より上を目指して渡りをつけていけば、いずれはさらに有力な人脈のコネクションに取り入って、あわよくば騎士見習いの座を手に入れることも夢ではないかもしれない。

　怨霊の犇ひしめく古城から持ち帰った財宝を元手にして始めた都暮らしではあったが、まさかこんな将来の展望が見込めるようになるとは、つくづく運の巡りとは奇異なものである。

　上機嫌のまま歩くうちに、気がつけばタウは塒ねぐらのある通りにまで戻っていた。目抜き通りを外れた路地の、ひなびた雑貨屋の二階部屋にいま彼はキアと二人で居を構えている。未だに雨が降るたび水漏れに悩まされる粗末な住居だが、厩うまやで寝るのに比べれば住み心地は段違いである。定期収入の当てがつくまでは質素倹約を心がけようと値切りに値切って見繕った物件なのだが、今のまま景気の良い懐ふところ具合が維持できるなら、そろそろもっと快適で見栄えの良い拠点を考えてもいい頃合いかもしれない。

　時刻はまだ夜半を廻ったばかりで、宵っ張りのキアが眠るには早すぎる筈なのだが、窓には明かりが灯っていない。今朝はキアの姿を見かけなかったので、昨夜は部屋に戻らなかったのだろうが、さては未だに帰宅していないのだろうか。念のため中を確かめても、やはり部屋はタウが出かけたときそのままの状態で、同居人が帰宅した様子はない。

　別に幼い子供でもあるまいし、いちいち二日続きの外泊程度で心配するには及ばない──などと相棒を信頼できたなら、どれだけタウの日々の心労は軽く済んだことだろう。ことキアに関する限り、その非常識な危なっかしさは子供と大した違いがない。

　一夜の勤めでそれなりに疲弊していたタウだったが、先に就寝して帰りを待つ、という選択肢をここで選ぶわけにもいかなかった。幸いにして、キアの行く先に心当たりはある。

　溜息をついて、タウは港湾区画の方へと足を向けた。










　世間との折り合いのつけ方について、キアは大抵、ひとまずはタウの立ち振る舞いを手本として模倣する。ところがタウも聖人君子とは程遠い人間であり、倫理的、常識的に必ずしも正解とは言い難い処方の世渡りを、持ち前の如じょ才さいのなさで何とか取り繕いつつこなしているのが実際のところだ。その辺の機微を正しく理解できていないが故に、しばしばキアが思いもよらぬ奇行によって大混乱を引き起こすのだとしたら──結局のところ、キアを正しい人道に誘導できていないタウの不徳にこそ実は元凶があるのかもしれない。

　近頃の都暮らしにおいても、キアはキアなりの方法で日銭を稼ごうという熱意を見せ、それはそれでタウとしても大いに喜ばしい意気込みではあったのだが、どうやらキアはタウの〝ツバメ稼業〟を観察するうちに、「人の情欲は金になる」という芳しからぬ教訓を得たらしく、その結果始めた商売が、なんと媚び薬やくの売人という、あまり褒められたものではない生計の立て方であった。

　とはいえ咎とがめようにもタウとて決して真っ当とはいえない方法に金策を頼っている以上、どう説法したものか言葉も見つからず、何よりもキアの持ち帰る売上は、月産で比較するとタウのそれよりも安定した高額となったため、結局、難癖のつけようがないまま今に至る。

　取り敢えずは恨みを買うような競合商売が他にないか探りを入れてみたものの、そんな心配も杞憂に終わり、あとは地元の錬金術組合ギルドに睨まれないよう細々とつつましく商いをするよう言い含めるぐらいしか、タウが口を挟む余地はなかった。

　キアによると、商売は季節外れの漁船を格納している船揚場の倉庫で行っているという。その所在こそタウはきちんと把握していたものの、直に足を運ぶのはこれが初めてだった。

　入り江の反対側にある商用港の側には夜っぴて営業する酒場などもあるが、休漁期の漁港の方には人が立ち寄る道理もなく、まして夜ともなればその静寂と闇の濃さは墓地も同然である。具体的にどの倉庫をキアが商いに利用しているのかは現地で確かめるしかなかったが、外から人の気配を探って歩くだけで容易に特定できるだろうとタウは楽観していた。

　実際、戸口の隙間からランタンの淡い光が漏れ出ている一棟を探し当てるのに、さして時間は要さなかったが──中から聞こえてくる人の声は、それなりの覚悟を決めてきたつもりのタウでさえ、しばし絶句させられる類のものだった。

　果たして、それを人の声と形容して良いのかどうか。獰猛な唸りと苦しげな喘あえぎ、そして切迫した激しい息遣いは、むしろ檻おりの中に閉じこめられた無数の獣たちが荒れ狂っているかのようだ。いったい中で何が起こっているのか、疑念や警戒もそこそこに、タウは思い切って倉庫の中へと踏み込んだ。

　まず鼻をついたのは濃密な焚ふん香こうの匂いだった。甘く艶めかしい、花の蜜と獣臭が入り交じったかのような奇怪な臭しゅう気き。一息嗅いだだけで頭痛を催しそうになる。

　人々のあられもない嬌きょう声せいは今やはっきりと聞き取れるようになったが、倉庫の入り口からでは格納された漁船の船体に遮られて奥の様子が見通せない。不穏な予感に胸を騒がせられながら、タウは漁船の背後に回り込んだ。

　そこでは一五人余りの老若男女が、一糸纏まとわぬ裸体のままで、互いの肌を絡ませ合い、貪りあっていた。その表情、その声に、羞しゅう恥ち、あるいは自尊といった理性の証は、わずかな残滓すら残されていない。誰もがただ飽くなき欲望の光のみに目をぎらつかせながら、相手構わず荒々しい交合を繰り返している。もはや男も女もない。おそらくは相手の顔どころか性別すら認識できていまい。この有様に比べれば、獣の行いですらまだ摂理の片鱗があろうというものだ。

　ここまで徹底した乱行は、人として持って生まれた肉体を、ただ快楽を堪たん能のうするためのみの器官と割り切って貶おとしめた果てのものだろう。その口すらも言葉を紡ぐ役目を忘れ、卑猥な呻きや奇声を涎よだれとともに垂れ流すばかりである。自らの被造物がここまで穢けがされていると知れば、神の悲嘆は如い何かばかりのものか。

　貴族たちの夜会でも多種多様な背徳を見届けてきたタウだったが、ここまであからさまに瀆とく神しん的てきな行いを目の当たりにするのは初めてだった。もはやこれは明らかに、貴婦人たちが退屈しのぎに興じるスリル目当ての退廃などとは訳が違う。より破滅的で末期的な、人間としての尊厳の最後の一線を踏み越えた堕落であった。

　そんなおぞましい光景の最奥に、キアの姿があった。束にして床に堆うずたかく積み上げられた投網の山に身を預け、気怠げに片かた肘ひじをついて半身を起こしながら、狂乱のまま絡まり合う裸体の群れを眺めている様は、まるで後宮の寝台に寛くつろぐ冷酷な王が、床で道化が演じる無様な芸を漫然と見下ろし、慰み者にしているかのようでもあった。

　この、どう控え目に評価しても問題のありすぎる状況の直中に、相棒が身を置いているという事実──否、そもそも察するまでもなく、この状況をもたらした元凶がキアであろうという疑う余地もない推測。それだけでもタウを絶句させるに余りあったのだが、しかし何にも増してタウを慄然とさせていたのは、この堕落の光景を見守るキアの表情、その目付きだった。

　嫌けん悪おでもなく、侮蔑でもなく、まして羞恥や興奮の眼差しですらない。そこにある感情を強いて言葉にするなら〝好奇〟だろうか。まるで珍種の昆虫を詰め込んだ虫籠を覗き込み、その蠢く様を観察して目新しい発見を探しているかのような、どこまでも冷徹な傍観者の視線。この有様が倫理的にどれほど許されざる光景なのか、おそらくキアには一片の理解もない。健常な人間であれば生理的に忌避して当然の行為を前にして、ここまで何の動揺も狼ろう狽ばいも示さないその姿勢は──取りも直さず、キアの心の在り方がいかに余人のそれを逸脱しているかを雄弁に物語るものだった。

「──おや、タウ。どうしたんだい？」

　ようやくタウの闖入に気付いたキアは、まず気安く手招きしようとしてから、相棒が床で縺れ合う裸体を前にして躊ちゅう躇ちょしている様子を見て取ると、投網の山から立ち上がり、足元に蠢く四肢や腹をぞんざいに踏み分けながら近寄ってきた。狂乱の宴を傍観するのみで自らは加わっていなかったキアは着衣のままだ。それも以前のような襤ぼ褸ろではなく、聖せい魂こん教の修道士が身につける深紅色の長衣ローブ姿である。さすがに都暮らしで路傍の物乞いより見み窄すぼらしい格好をしていてはむしろ余計なトラブルを招くと、タウが口を酸っぱくして説得し納得させた末に古着屋で買い求めてやったのがこの服だった。聖魂教会の本山に程近いこのリルボスの都では、深紅の僧形もさほど珍しいものではなく、街頭で人目を惹く気遣いもないのだが、今この退廃の極みのような場所に清廉を旨むねとする聖職者が笑顔で佇んでいるという倒錯した組み合わせは、もはや罰当たりを通り越してあからさまな聖性の冒瀆であった。加えてキアの幼くも人間離れした美貌が、その悪魔的な趣によりいっそう拍車をかけている。

「あ、そうか。昨夜からずっと部屋に戻ってなかったっけね。心配させてたようなら、ごめんよ」

「いや、その……」

　この異常に過ぎる場の空気と、それを一顧だにする様子のないキアの平然たる態度に、タウは何をどう話して良いのやら分からず口くち籠ごもる。

「……こいつらは、まさか、お前の売ってる薬のせいでこんなザマに？」

　詰問すべき数多の点の、まず一つをようやくタウは言葉にできた。が、キアはさも心外そうに肩を竦めてかぶりを振る。

「まさか。そこまで無茶な薬は作ってないよ。……確かに僕が売ってる薬は、一時的な精力増進の代わりに理性を減退させるけれど、だからってここまでの効き目はない」

「ああ、なんだ。なら……」

「うん、薬と一緒に催眠術を使ってみたんだ」

　自らの売り捌く薬の効能についてはきちんと弁明したキアだったが、だからといって結局この人々の狂態が彼の仕業であることに違いはないらしい。大仰に溜息をついてタウは頭を搔く。丹念に整えた髪形が台無しに乱れ崩れるのも、もはや構ってはいられなかった。

「……だからさ、お前、ただ媚薬を売ってるだけじゃ飽き足らなくなったのか？　いったい何やってんだ？」

「もちろん、この人たちを理解するためだよ。いつだって他人の心を推し量るのが大事だって、教えてくれたのはタウじゃないか」

「……」

　まるで悪びれた風もないキアは、どうやらタウに事の善悪でなく、行いの詳細について質されているものと勘違いしたらしい。普段通りの落ち着き払った口調で、滔とう々とうと説明を始める。

「人間の精神って、つまりは蚕かいこの繭まゆみたいなものだよね。大本の動機や志向性は絹糸のように細くて単純だけれど、それが複雑に絡まり、縒り合わさってひとつの形を成している。繭をほぐすには、まず煮にて柔らかくするだろう？　薬の役割はせいぜいがその程度までだ。実際に糸の形に紡いで解体するのは個別の手作業になる。まぁ使うのは指でなく言葉と暗示なわけだけれど──」

「ここまで頭の中をバラバラにされちまった人間から、いったい何を理解するってんだ？」

「人間の欲望ってものをどこまで純粋な形で抽出できるか、試してみたくてね。──要するに、繭をほどいて中の蛹さなぎを取り出してみようとしたわけさ」

　事も無げに語るキアの口調に、タウは背筋がうそ寒くなる。それが人間の魂と蚕虫を同列に語るキアの不遜さ故であると、気付いたのはやや遅れてからだった。

「僕はね、人と獣とを分かつのは理性の有無かと思っていた。実際、これまで辺境の土地を旅しながら出会ってきた人々については、あながち間違ってない認識だったんじゃないかな。彼らのように自然の中で限りなく純朴に、狩猟生活や小規模の農耕生活を営んで暮らすぶんには、そうそう天然の性質が損なわれることもないんだろう。──でもね、都市生活者はまったく違う。彼らは日頃の複雑な生活様式から来る重圧で精神を拘束し続けられた結果、その根底にある欲望をも変質させてしまっているんだよ。窮屈な靴が足の形を歪めてしまうようなものだね」

　自らの発見がよほど嬉しいのか、キアはさも自慢げに床で蠢く裸体の群れを指し示す。

「御覧よ。あそこにいるのは聖魂教の司祭さんなんだけど、昨夜からずっと飲まず食わずであの調子だ。よほど普段の生活に鬱屈があったんだろうね。獣として当たり前の欲望なら、ある程度のところで満足し、それよりも疲労の回復が優先されるものなのに……つまり生物としての本能を欲望が凌駕しちゃってるんだ」

「……」

　タウとて実体験として、純朴な村娘と淫いん蕩とうな貴婦人とでは、閨けい房ぼうの乱れ方もまるで違ってくることは弁えていたが、それをまるで学舎での講義のように理路整然と解説するキアの口ぶりには、ただ心騒がされる違和感しかない。

「凄いよね。彼らは理性の殻を脱ぎ捨てても、もう当たり前の獣に戻ることすらできない。社会の仕組みが発達すると、人間はここまで複雑怪奇な生き物になってしまうんだね。──いや、欲望が歪められているという表現も的外れかな。過密な集団生活による鬱屈は、より倒錯した新しい欲望を次々と生み出し続けている。精神を掘り返せば掘り返すほど、また違った形の欲望が際限なく見えてくるんだよ」

　倉庫内を照らすランタンの淡く微妙な光源のせいだろうか──喜色満面で語るキアの双眸が、まるで尋常ならざる奇怪な色味を帯びているかに見えて、思わずタウは視線を逸らす。

「ああ、本当に──人間というのは面白い。つくづく興味が尽きないね」

　そう嘯うそぶくキアの目を、なぜ直視していられなかったのか。その本能的な忌避感は、当のタウ自身をも困惑させるものだった。改めて相棒の貌かんばせをまじまじと観察すれば、キアの薄緑色の目は普段とどう違うわけでもなく、ただ無邪気な好奇心に輝いているだけだ。

　ついさっき、その瞳が金色の異様な光を放っているかに見えたのは、きっと目の錯覚だろう。

「こいつら……これからどうなっちまうんだ？」

　訊かずに済ますわけにはいかない懸念についてタウが問うと、キアはきょとんと目を丸くした。

「いや、勿論、いずれ目が醒さめれば元に戻るよ。時間に個人差はあるけれど……酷いなタウ。まさか僕がこの人たちを廃人にしているとでも思ったのかい？」

「いや、それはないが──」

「彼らにとっても、こういう体験は充分な対価に値するみたいでね。大方の人が再びここに戻ってくる。友人や伴侶を連れてくる人もいるから、人数は増える一方だ」

　一旦安堵しかかった自分の甘さに、タウは苛立ちを交えて嘆息する。

　キアに〝弄いじられた〟人々の症状が一過性のものだとしても、そこに常習性があるとなれば、長期的に見れば彼らが壊れっぱなしであることに違いはない。ただの酒浸りなどとは訳が違う。この痴態に味を占めて二度三度と繰り返すようになったら、それはもう廃人と何が違うというのだ？

「キア、これ以上は顧客を増やすな。そろそろ商いは畳みにかかった方がいい」

「え、どうして？」

　低い声で戒めるタウに、キアは小首を傾げる。

「ただ薬だけ売るよりも、この催眠処置はかなり好評なんだよ。昨日と今日の稼ぎだって、ほら」

　キアが僧衣の懐から取り出した革袋は、中に詰まった金貨の重さでずっしりと膨ふくれている。連日続けば確かにそれは、タウが貴婦人から巻き上げる宝石の売値より遥かに割の良い稼ぎになることだろう。だが今回ばかりはタウも、強ごう欲よくより慎重さの方に天秤の針が傾いた。

「ボロい儲けは大歓迎だがな、ボロすぎるのは考えものなんだよ。何事にも限度ってもんがある。気付かないうちに恨みを買いすぎると、いずれ見えない敵から不意打ちを食らうことになる。金儲けにだって用心は必要なんだ」

「……タウも、その辺は心がけているのかい？」

「あ、ああ。まぁな」

　参加する夜会はなるべく常連が被らないものを選び、違う女を口説いた噂がなるべく広まらないように、そして間違っても閨しとねで相手の名前を取り違えないように……気を遣うポイントは数多ある。とはいえタウの場合、もし仮に下へ手たを打ったとしても、せいぜいがパトロンの悋りん気きを被るぐらいのものであり、彼女らとて徒いたずらに騒ぎを大きくして不義の事実が夫の耳に届くような展開は望むはずもない。いざとなってもリスクの程度は高が知れているのがツバメ稼業の最大のメリットだった。

　だが翻ってキアの商売はどうか。──正直なところ、事態はタウの裁量で判断できる域を超えている。

　そもそもキアは、何処かで攫さらってきた犠牲者を無理矢理薬漬けにして洗脳しているわけではない。キアの言葉を信じるならば、今この倉庫で人事不省に陥っている連中は、自ら望んでキアの催眠処置を受け、こんな有様になったというのだから、自業自得といえばそれまでだ。どう贔屓目に見ても真っ当な商売とは言えないが、双方合意の上ならば傍はたからとやかく言われる筋合いでもないのではないか……

　タウはかぶりを振って、妙な思考の迷路に陥りかかった自分を戒めた。どうにも奇怪な香の匂いとキアの説法に化かされて彼自身も混乱しているらしい。道理の在処などこの際、取り沙汰している場合ではない。キアのこんな商いがトラブルを招き寄せるとしたら、それは間違いなくタウに収拾できるような類のものではない。それが判っているだけでも、キアに自重を促すには充分な理由だ。

「ともかく、だ。薬を売るだけならまだしも、この催眠術ってのだけは程々にしとけ。つまり、その……そう、面白半分でやってる、ってのがまずいんだ。仕事は仕事、遊びは遊びできっちりとけじめをつけろ」

　キアは相変わらず釈然としない様子だったが、タウの剣幕を前にして、ひとまず理屈は差し置いて是非についてのみ納得する気になったらしい。

「うん、タウがそこまで言うなら、そうするよ。……さて、じゃあ帰ろうか」

「おい、ちょ、ちょっと待て！」

　言うが早いか、後は倉庫の中を一顧だにせずさっさと出て行こうとするキアを、タウは泡を食って呼び止めた。

「このへべれけの連中はどうすんだ⁉　まさか、このまま放っとくのか？」

　そんなタウの狼狽に対し、やはりまたキアは些さ事じだとばかりに肩を竦める。

「うん？　ああ、大丈夫。みんな意識を取り戻したら、めいめい勝手に解散するさ。遅い人でも夜明け前には催眠から醒めるはずだよ」

「……」

　この危機意識の欠落ぶりは、やはり放っておくわけにはいかない。あらためてそう痛感するタウだった。










　タウが毎度の収穫物の換金に繁しげく利用している宝石商は、いくら彼が常連になろうとも、一向に愛想を見せる様子がない。いつもタウが持ち込む商品について、その褒められたものではない入手経路を無言で詰なじるかのように顰め面を向けてくる。

　だが、元よりそんな当て擦こすりを意に介するタウではない。曰いわくあっての品だと弁えた上で買い取ってくれるならそれに越したことはないのである。そのまま表の陳列棚に飾って売りに出されでもしたら、巡り巡って元の贈り主の目に触れることがないとも限らない。タウもまだ面と向かって質したことはないが、おそらくここの店主なら故買品の商談にも乗ってくるだろうと睨んでいる。魚心あれば水心、朗らかな笑顔の商談なぞお呼びではない。

「今回もまた……商いづらい品を持ち込んでくれたもんだね」

　キリアン夫人の黄玉のネックレスを子細に検分しながら、店主は毎度のごとく苦虫を嚙み潰したかのような面持ちである。

「確かに凝った造りではあるが、如何いかんせん品位に欠ける。こんなものを身につけて着飾ろうなどと思うご婦人はいないだろうね」

「造作なんかどうだっていいさ。嵌ってる宝石はそれなりのもんだろう？」

「ううん……そもそも、特注の一品物のようだが……本当にこれは売りに出して問題ない品なんだろうねぇ？」

「そりゃあ、あんたが問題のない買い手を探せるかどうか次第じゃないかね」

　タウとて、そんな勘繰りに弱気を晒すほど渡世に不慣れなわけではない。足元を見られないよう不敵な笑みで余裕を装う。

「手に余るってんなら無理に、とは言わない。余所を当たらせてもらうさ」

「ふむ……」

　あくまで強気なタウを相手に鼻白みつつ、それでも店主は値切る口実を探し出そうと、しきりにネックレスの細部を点検し続ける。

「大粒なのはいいんだが、石の真ん中に妙な曇りがあるんだよねぇ。大袈裟な細工で誤魔化してはいるけれど、これはあまり高値にはならないよ」

「曇りなんてあるか？　全然見えないぞ」

「素人目にはそうかもしれないがね。光に透かしてやれば影が出て一目瞭然──」

　そう難癖をつけながら、店主はランプの台座を手にとって宝石に近づける。石を通してカウンターに落ちた琥珀色の影には、確かに微妙な翳りがあった。──が、それは曇りというには妙に形の整った、規則性のある形状をしている。

「……これ、本当に曇りか？」

「……」

　店主も訝しく思ったのか、ランプと宝石の距離をずらして影の焦点を調整する。すると不意に、琥珀色の影の中央に絵柄のようなものが浮かび上がった──おそらくは花か何かを図案化した紋章のようにも見える。

「……狼茄子ベラドンナ党……」

　驚きに息を吞みながら店主が漏らした呟きを、タウは聞き逃さなかった。

「狼茄子ベラドンナがどうしたって？」

　店主は失言を悔いるかのような狼狽を一瞬だけ垣間見せてから、再び仏頂面の仮面を装って一切の表情を遮断した。

「ああ、なるほど珍しい石だ。普通の売り物にはできないが、好事家相手には高値がつくかもしれん。二〇〇ザーフで買い取ろう」

「な、何ィ？」

　今度はタウの方が度ど肝ぎもを抜かれる番だった。大凡見当をつけていた買取額の倍額である。まさかこの曲者の店主が、そんな法外な好条件の交渉を持ちかけてくるとは思いもよらなかった。

「ただし条件がある。この宝石は所縁も含めて価値を持つ品だからな。元々の持ち主が誰なのか、その名前も込みにした上での買値だ。それが明かせないようなら、曇りのある屑くず石いしとして扱うしかない。まぁせいぜいが三〇ザーフというところだな」

「……」

　キアは素早く脳裏で計算を巡らせる。確かに来歴を明かすのは憚られる品ではあるが、なにも盗品ではないのだからタウに咎が及ぶことはない。このネックレスがどういう経緯で売りに出されたか、知る立場にあるのはただ一人、他ならぬキリアン夫人その人ということになるが、これで彼女との逢瀬が御破算になったとしても、次にまた一〇〇ザーフ以上の宝石をせしめる機会があるかどうかは、案外怪しいところかもしれない。それを思えば──そろそろ彼女とは手を切る潮時、と割り切ってしまうのも手ではなかろうか。

「……そいつはセオジュール・ラング・キリアン伯爵が夫人に贈ったネックレスだ。が、それがどうして俺の手に渡ったか、なんて野や暮ぼまで聞き出すつもりかい？」

「そんなこと、聞きたくもないし興味もないよ。どうせ道端で拾うか何かしたんだろう？」

「ああ、道端で拾ったのかもな」

　悪びれもせずにんまりと笑うタウの前に、店主は分厚い二〇ザーフ白金貨を一〇枚、重い音を立てて積み上げた。










　懐に入った大金の手応えに意気揚々となりながら、タウは昼下がりの活気に沸く市場を通り抜ける。

　陸路と海路の双方で通商の要となっているリルボスの都は、連日の市場の賑わいがまるで祝祭か何かのようだ。山海の珍味や遠い異国からの舶来品、いずこかの秘境で捕らわれた檻の中の珍獣など、店の軒先を覗いて歩くだけでも時を忘れているうちに日が暮れる。さらに商用の客足を見込んだ酒屋や屋台、講談師や大道芸人といった見世物の喧けん噪そうに、飛び交う歓声や相の手は異国の言葉さえ珍しくもなく、辻ひとつ通り抜けるだけでも世界を一巡りしたかのような錯覚を懐いてしまう。

　目を惹くような驚異も、華やかさも、こんなにも昼間の街路に溢れているというのに、どうしてキアの関心は〝心の闇を暴く〟などという卦けっ体たいな方向に逸れてしまうのか──そこに想いが至った途端、儲けに浮ついたタウの気分も消沈してしまう。

　リルボスの都に着いた当初こそ、キアは昼の市場の賑わいを物珍しそうにひやかし歩いていたが、翌週にはもう「見るべきものは全て見た」と嘯いて、驚くほどあっさり関心を失ってしまった。

　なるほど子供でもあるまいし、いつまでも物見遊山の気分を引っ張って遊び呆けていられる筈もないものの、それよりもタウと一緒に金策に励む方が良いとキアの方から申し出てくれたのは、タウとしても喜ばしいような、残念なような、やや複雑な心境だった。キアが都市の空気を満喫し、その生活に馴染めるようになるまでの間、養ってやれるぐらいの甲斐性は見せるつもりでいたのだ。

　とはいえ、稼ぎが増えるならそれに越したことはない。いずれ充分な元手が調えば、キアならば錬金学院に入学して真っ当な学究の道を進むこともできるだろう。否、キアが果たして今更〝普通の〟魔術の知識など必要とするかどうかは甚だ疑問だが、学院の図書館に出入りできるようになれば、彼の知的好奇心を満たす蔵書はいくらでもある筈だ。

　そういう思惑で容認したキアの稼業が、どういうわけか、ここにきて俄に雲行きが怪しくなってきている。大勢の人間に囲まれながら都の文化に触れてみれば、きっとキアの価値観ももう少し普通の方向に矯きょう正せいされるのではないかという期待があったのだが、そんな見込みが甘かったとでもいうのだろうか。むしろキアを巡る都の住人たちの方が、彼にあてられて異常な世界へと誘いざなわれている有様だ。

　キアは──このまま変わることもなくキアのままなのだろうか。

　誰にも理解されず、誰を理解することもなく、ただ持ち前の異能を持て余したまま荒野を漂泊し続けるしかない──それが彼に課せられた宿命だとでもいうのか？

　胸の内に沸ふつ々ふつと沸き上がる苛立ちで、タウの耳から周囲の雑踏の音が遠ざかる。

　こんな世界でも、キアの居場所は必ず何処かにあるはずだ。そう信じればこそタウは彼と二人で旅を続けてきた。そして今この都に腰を据えているのも、日々千変万化する混こん沌とんの坩る堝つぼのような場所だからこそ、或いはキアの求めるものが見つかるかもしれないと期待しているからだ。

　そう──願わくはそれが、昨夜の船揚場の倉庫で目にしたようなおぞましい光景であってほしくないと、それが今のタウを苛む葛藤なのだろう。

　諦めるのは早い。タウもキアも、まだこの広大な都市の隅々にまで足を運んだわけではないのだ。きっとこれからもまだ新しい発見が、新しい機会があるはずだ。まだもう暫くはここでの新しい生活に可能性を託していい。










　二〇〇ザーフの収入に懐を潤うるおして以来、タウはキリアン夫人の交友範囲から身を引き、彼女と出で会くわす気遣いのない夜会ばかりを選んで渡り歩くようになった。結果、さっそく新たに羽振りの良い貿易商の夫人と懇意になり、今後の金かね蔓づるについての不安が解消された時点で、早くもあの大粒黄玉のネックレスの件はタウの記憶から薄れつつあった。

　今夜も不埒な〝狩り〟に備えて、タウは整髪と着衣の選択に勤しんでいる。近頃は資金繰りも順調になってきただけに、衣装戸棚の中身も中々の充実ぶりだ。そのくせ雨漏りのする天井と虱しらみだらけの寝台は相変わらずの有様だが、今はまだ稼ぎの術である身支度への投資に出費を集中させなければならない時期と諦めて、辛抱を通している。

「女性の好意を得る上で、服装っていうのはそんなに重要なのかい？」

　胴着の色と飾り帽子の組み合わせが決まらず難儀しているタウを眺めながら、キアがさも不可解そうに問いかける。

「まぁ、ご婦人方の頭の中身といえば──ファッションが四割に食い意地が三割、さらに流行りのゴシップが二割を占めて、残り一割は禁じられた色事への期待、ってとこか」

「……思っていたほど複雑な組成じゃないんだね」

「お前の調薬に比べりゃ、そうだろうさ」

　キアが調合する媚薬の材料は四種類ではとても収まらず、配合の割合も一〇等分で割り切れるほど単純なものではない。それに比べれば女心をなびかせる手管など簡単なものだと日々放言しているタウである。

「お前も女を口説きたくなったら、いつでも相談に乗ってやるぜ。俺様秘蔵の殺し文句を直々に伝授してやるよ」

「薬で酔わせてから催眠術にかければ、深層心理まで支配できるけど」

「おい──」

　色を失うタウに、冗談だよ、とキアは悪びれもせず笑顔を返す。

「あれきり催眠の施術はやってない。薬の商いもしばらく休んでいたしね。今夜からまた様子見も含めて再開するつもりだけれど……お客さんも相当減ってると思うよ」

　別段キアには残念がっている様子もなかったが、それもこれもタウの諫言を素直に聞き入れたせいだと思うと、良かれと思ってのこととはいえ、タウも忸じく怩じたるものを感じなくもない。

「まぁ、その……そろそろもっとマシな商売を考えてもいいんじゃないか？　売るにしても風邪薬とかさ」

「そうだね。どのみち漁の季節になれば、あの倉庫は使えなくなるし」

　だがキアに露店を構えさせるとなると、今度は地回りの連中に話を通す算段をつけなければならない。前途多難だな……などと胸の内で嘆息しているうちに、姿見で検めるタウの出で立ちもようやく及第点に達する。

「さて、じゃあ行ってくるぜ」

「僕も夜中よりは早く戻るつもりだけれど。タウの帰りはもっと遅いよね」

「ま、上首尾に事が運べば、な」

　商品の小瓶を籠に詰め込んで支度するキアを残して、タウは一足先に部屋を出た。










　今夜、タウが目星をつけている宴席には、おそらくリンゼント伯爵夫人が顔を出している筈だ。タウが情夫を務めるご婦人方の中でも一番の古株であり、火遊びの熱も冷めて久しいが、それでも一夜の相手を務めればそれなりの布施にはありつける。貴婦人にしてみれば小遣い程度の施しであっても、タウにとっては馬鹿にならない稼ぎだ。

　はてさて、しばらくご機嫌伺いに馳せ参じなかった言い訳をどう捻り出したものか──そんなことを思案しながら道を急ぐうちに、ふと、ささくれだった直感の警告が、タウの面持ちを引き締める。

　尾つけられている。

　夜の盛り場を目指す雑踏の中に、タウとはやや距離を隔てて、黒い長衣ローブに身を包んだ男が一人。目ま深ぶかにフードを被って面を伏せた風体も、修行僧が珍しくもないこの都では、道行く人々に訝られることもない。だがただ一人タウだけは、その男が四辻も前からずっと彼に歩調を合わせている違和感に気付いている。

　掏す摸りに目をつけられた──などという安穏なものとは違う、紛れもない殺意の視線を感じ取り、タウの体内でかっと血が滾たぎる。切った張ったの戦場からは暫く離れていたとはいえ、こういう肝心の勘働きは衰えていなかったらしい。

　さてはタウの浮ついた格好を餌え食じきと見定めた追い剝ぎか何かか。なるほど今、腰に提げている細レイ剣ピアの華美な拵えは、いかにも飾り物然としてなまくらに見えることだろう。

〝舐められたもんだな……〟

　胸の中でそう独りごちた途端、説明がつかない程の獰猛な怒りがタウの胸中に沸き上がった。窮地に臨んでの防衛本能としては過剰に過ぎるそれは、きっとこの数ヵ月の間に、タウの内側で密かに育み募らされてきたものだったのだろう。優やさ男おとこの仮面を被り、ただ貴婦人の顔色を覗うかがうことにばかり専念してきた日々の中で、タウ自身すら気付かぬうちに蟠らせてきた鬱憤が、久々に察知した暴力の予感によって一気に破裂しようとしている。

　これだけ早々に気付いたならば、降りかかる火の粉、などと観念するまでもない。今すぐ最寄りの衛兵詰め所にでも駆け込めばそれで避けられるトラブルだ。馬鹿らしい、と、自嘲の笑みを口元に刻みつつ、それでもタウは大通りを外れて人気のない路地へと足を運ぶ。

　もう少し器用に自分を騙していられる程度の小賢しさは備わっているものと自負していたのだが──結局、剣で身を立てるなどと息巻いていた愚かしさは、一いっ朝ちょう一いっ夕せきに抜け落ちてくれるものではないらしい。

　俺を侮るというのなら、いいだろう。その見当違いについては、たっぷり悔い改めさせてやる……

　沸々と闘志を滾らせながら、それでも努めて平静な足取りを装い、タウは無人の裏路地を進む。既に人目を憚る必要もなくなった追跡者がぐんぐん距離を詰めてくるのを気配で察する。

　次の曲がり角で仕掛けよう、とタウは決めた。角を曲がると見せかけて振り向きざまに剣を抜く。こちらが既に戦意を固めていると気取られていなければ、相手の不意を衝いて先手を取れる。

　だがそんなタウの目もく論ろ見みも、目指す曲がり角の向こうから、更にもう一人の黒い長衣ローブが姿を現したことで、あっけなく瓦解した。

　待ち伏せの罠──誘い込んだつもりが、むしろ誘導されていたのはタウの方──こんな奇策を講じる奴がただの追い剝ぎである筈がない──背後の男はもう──

　一度に押し寄せる諸々の思考。渦を巻き混乱するそれらを、整理しようなどと思うより先に、まず身体を動かすという戦士の本能。それがタウの命脈をすんでの所で繫ぎ止めた。

　鞘さや走ばしらせた細レイ剣ピアの刃を振り向きざまに突き上げる。もはや経緯も事情も慮外のまま、問答無用で背後の〝誰か〟を刺し殺すという一念が、間一髪で敵の機先を制した。黒衣の暗殺者は既に長衣ローブの下に隠し持っていた片刃剣サーベルを抜き放っていたものの、その切っ先は僅かに必殺に及ばず──タウの刃に胸板を貫かれながらも繰り出した斬ざん撃げきは、標的の首筋でなく、そこを庇かばった左前腕を切り裂くのみに留まった。

　まず一人目を仕留めたとはいえ、タウにとっては防戦の第一手。続けて正面の行く手を塞いでいた二人目の敵に向き直ろうと、即座に踵きびすを返す。だがそこで焦りと習慣が裏目に出た。一人目の心臓に深々と突き刺さっていた得物を抜く際に、かつて愛用していた幅広剣と同等の強度を刀身に期待してしまったが故に、無理な撓しなりのかかった細レイ剣ピアはあっけなく根本から折れ、タウは瀟しょう洒しゃな飾り籠手の柄だけが残った右手を構えて新手と正対する羽目になってしまった。

　二人目の暗殺者はむしろ余裕さえ覗かせながら大きく片刃剣を振りかぶる。だがここで観念するタウではない。左手の傷の出血が飛沫を散らすのも厭いとわずに腰から短剣を引き抜きざま、頭上に迫る白刃を真っ向から食い止める。

　大上段から振り下ろした一撃ならば、短剣での咄嗟の防御など勢いで押し潰せるものと暗殺者は見込んでいたのだろう。だが龍の角を研ぎ上げて拵えたタウの短剣には、鋼の刃に数倍する硬度と鋭さがあった。しかもタウは攻撃を受け流すのでなく、もとより敵の剣を砕き折ろうと渾身の力で叩きつけている。結果、暗殺者の片刃剣は敢えなく真っ二つに砕け散り、横合いの壁に突き刺さって果てた。

　まさかの顚てん末まつで暗殺者が怯んだその隙に、タウは右手に残った飾り籠手を、力の限りに相手の下顎へと叩き込んだ。贅を凝らしておきながら強度はてんでからきしの籠手は木っ端微塵に砕け散ったものの、殴られた方の顎も粉砕してのけたことで、一応は武器としての面目を保てたといえよう。

　辛くも死地を逃れた興奮と戦慄で、タウは呼吸を荒げながら、左腕の傷の状態を確かめることも忘れて暫し立ちつくす。が、呆けている猶予はさほどなかった。路地の奥の闇の中から、さらに二人の黒衣の影が足音を殺しつつ駆け寄ってくるのを見咎めて、タウは脱だっ兎との如く大通りへとまろび出る。

　四人の徒党……否、或いはそれ以上。恫どう喝かつもなければ威嚇もなく、ただタウの命を奪うことのみを狙っている。断じて行きがかりの暴漢の類ではない。いま彼はもっと厄介な脅威に晒されている。

　落ち着いて思考を整理するか、或いはただひたすら駆け足に専念するか。──当然ながら、今この場では選択の余地などありはしなかった。










　夜会は宴もたけなわの頃合いと見えて、来客たちは杯を手に思い思いの場所に散っている。リンゼント伯爵夫人は人いきれにでも当てられたのか、庭園の外れの植木を巡らせた四あず阿まやで独り、徒然と酒気を醒ましていた。

　タウにとっては願ってもない状況である。血染めの袖をぶら下げたままでは表門から入るわけにもいかず、裏の勝手口からこっそりと忍び入ってきた身であった。人目につかない場所で知己の顔に頼る必要が、今の彼にはどうしてもあった。

「ああ、親愛なるマダム。今夜はまた一段とお美しい──」

　ふらりと植木の陰から現れたタウに、リンゼント夫人はまず驚いて身を竦ませ、そして彼の蒼白の顔色と深紅に染まった左腕の有様に、続けて悲鳴を漏らしそうになった。

「あ、貴方は、まぁ、一体……まぁまぁ！　どうしたこと⁉」

「驚かせてしまい申し訳ありません。不肖この身は……えぇと、その……」

　さんざん練習して鍛えた弁舌も、さすがにこの有様で発揮できるほど堂に入ったものではない。タウはぞんざいに溜息をついて気取った口調をかなぐり捨て、端的に要件だけを述べることにした。

「火酒と……それから針と糸を用意していただけますか？　できれば人目を忍んだ上で……」

　夫人は口元を押さえてしばし瞠どう目もくしていたものの、そもそも野人まがいの傭兵なぞと遊んでみようと思い立つだけあって、気丈な性根の持ち主でもあった。「暫し、お待ちになって」と言い残し、足早に館の方へと引き返す。

　いったん無人となった四阿のベンチにタウは腰を下ろして、ようやくありついた休息に安堵の吐息を漏らした。取り急ぎ肘を縛って止血しただけの左腕の傷を、改めて子細に調べる。幸いなことに、骨や腱にまで刃は届いていない。頸けい動どう脈みゃくの対価に片腕を差し出すぐらいの覚悟でいただけに、持ち前の悪運には感謝してもしきれない。

「──これで、宜よろしいかしら？」

　思いのほか早く戻ってくれたリンゼント夫人は、火酒のボトルと、裁縫道具の小箱をタウに差し出した。懐疑と怯えにやや顔色を無くしているものの、その瞳にはありありと好奇の光を宿している辺り、つくづく有ゆう閑かん貴族の倦怠というやつは根深いのだなとタウは呆れて笑いそうになる。

「忝かたじけない……この先は、いささかご婦人には刺激の強すぎる見世物になりますが、失礼……」

　先にそう詫びてから、まずタウはいったん口に含んだ火酒を左腕に噴き掛けて浴びせ、そうして洗浄と殺菌を済ませた傷口を、針と糸で縫い合わせにかかった。

　この程度の傷の処置は傭兵稼業で慣れているが、だからといって痛みにまで慣れるというものではない。歯を食いしばり、痛覚からつとめて意識を余所に向けるためにも、タウはそれまで据え置きにしていた疑念の数々をまとめて思案しにかかった。

　兎も角、今夜の自分は命を狙われている。それも襲撃者は手並みから察するに、その道の専門家に違いない。そういう手勢を雇って差し向けるほどの富と権威を持つ何者かから不興を買った、と考える他ない。

　心当たりはいくらでもある。タウに愛妻を寝取られた亭主たちなら、誰しも彼のことを八つ裂きにしても飽き足らぬと思うことだろう。だが──日頃荒事には無縁の貴族たちなら、せいぜいがゴロツキを雇って袋叩きにする程度の発想が関の山ではないのか？　そもそも命まで奪おうと思うほどの憎しみがあったなら、まずは捕らえて拷ごう問もんするとか、もっと違う報復の段取りがあったはずだ。そこに違和感がある。タウの直感するところ、あの暗殺者たちはまさにタウを殺すためだけに殺しに来た。その大本の狙いは、おそらく怨えん恨こんとは別のものだ。

　そこで自らの近況を顧みて、腑に落ちないもの、奇妙な事柄、不可解な謎がなかったかと検証する。──まず真っ先に思い当たるのはキリアン夫人の黄玉のネックレスだ。あの法外な買取額と宝石商の奇妙な態度、そして彼が漏らした謎の言葉。

　ひとまず傷の縫合は終わった。気も漫そぞろに針を扱ったにしてはまずまず上等な仕上がりである。痛々しいその工程を最後まで悲鳴も漏らさず──むしろ淫いん靡びな興奮すら覗わせつつ──見守ったリンゼント夫人に、タウは力のない微笑みを送る。

「斯様な血ち腥なまぐさい場面から目を逸らすこともないとは、流石さすがにマダムは気丈な御方だ。貴女には冒険家の素質がありますね」

「まぁ」

　空々しい賞賛の言葉を真に受けて気を良くする夫人に、タウは重ねて質問を続ける。

「……マダム、唐突で恐縮ですが、『狼茄子ベラドンナ党』という言葉に心当たりは？」

　日頃からご婦人との話題には事欠かないよう、世間の風聞には努めて耳を澄ましているタウではあるが、それでも都暮らしはまだ日も浅く、そこまでの事情通を自負しているわけでもない。ひとまず気の置けない相手なら訊くだけのことは訊いておこうと、無駄を覚悟で発した問いだったのだが──忽ちリンゼント夫人が忌まわしそうに眉を顰ひそめたのには、むしろ驚かされた。

「そんな不穏な言葉を軽々しく口にしてはいけませんわ！　誰の耳に届くか知れたものではありませんことよ！」

　そわそわと周囲を見回して、すわ盗み聞きしている手合いはないものかと探すリンゼント夫人だが、しかし危険な秘め事とあっては尚のこと喋りたくなってしまうのが、噂好きな女性の常である。タウが無言の眼差しで切望すると、さも仕方がないと言いたげに深い溜息を吐いてから、夫人は声を潜めて語り始めた。

「狼茄子ベラドンナといえば、かの王弟殿下が好んで使われた紋章ですわ。先頃の動乱で王位簒さん奪だつを目論んで追放の憂き目を見た御方ですからね。それはもう不吉な図案として、今では何処の家紋でも狼茄子ベラドンナを飾ることはありません。ところが……噂によると、今なお王弟殿下の復権を目論む忠臣たちが、国内に隠れ潜んで蜂起の機を窺っているとも言われていますのよ。それが『狼茄子ベラドンナ党』と名乗る秘密結社ですの」

「……」

　話を聞いてみたものの、タウにはその内容をすんなりと吞み込むことは出来なかった。なにも夫人の説明が難解に過ぎたわけではない。その意味するところがあまりにも重大すぎて、まかり間違っても関わり合いを持ちたくないと思うが故に、意識が理解を拒んだのである。

「その隠れた王弟の一派というのは……その、もし実在すると仮定して……何か、見分ける方法などはあるのでしょうか？」

　目を白黒させているタウの有様が、聞き手としては大変に好ましいものだったらしく、リンゼント夫人はいよいよ快調な饒じょう舌ぜつぶりを発揮する。

「これまた諸説あるのですけれど、例えば──彼らは秘めた忠誠の証として、互いに特別な宝石を分け持っているとか。魔術で石の内側に狼茄子ベラドンナの家紋を焼き入れておき、光に透かした時だけ見える仕組みになっているんですって。各々立場を秘している同志たちが、そうやってお互いを確かめる手段にするんでしょうね」

「……はは、は……」

　平静を装って笑おうとしたタウだったが、掠れきったそれはもはや呻き声と大差がなかった。

「はは、何ともはや……まるで芝居の台本のように凝った道具立てですね」

「まぁ、一時期は大層持て囃はやされた風聞ですからね。色々と尾お鰭ひれもついたのではないかしら？」

　そんな時代遅れのゴシップでも、都に来て間もない田舎者ならば大層恐れ戦おののくものだという発見に、夫人はまんざらでもない様子だった。勿論、タウが戦慄に身を凍らせている本当の理由など、彼女の想像の及ぶところではない。

「はは、まぁ、その……もし仮にですよ？　その王弟派の不埒者が高い地位を得ていたとして……そんな危険な宝石を、一体どうやって衆目から隠していると思われますか？」

「そうねぇ……」

　愉快な謎かけ遊びに興が乗り、リンゼント夫人は唇に指を当てて考え込む。

「……そう、木を隠すには森の中、とも言いますし……たとえば贈り物とでも名目をつけて細君の宝石箱に忍ばせてしまうとか？　女なら宝石なんて幾ら持っていても不思議はありませんものね。まさか一つ一つ検分していたらきりがないでしょうし。もし万が一疑いをかけられて捜索される羽目になったとしても、滅多なことでは見つからないのではなくて？」

「……陰謀に奥方を巻き込む、と？」

「まぁ、口さがない女性は秘めた企てには不向きかもしれませんが。それならいっそ何も教えずにおけば良いのです。ただの宝石だと思わせておけば……ええ、そうね。いっそ台座から装飾から、身につけて歩くには憚られるほど悪趣味な拵えにしておけばいいわ。そうすれば宝石箱に秘蔵しておくしか他にないですものね」










　──待て。ちょっと待ってくれ。

　夜の街路を駆け抜けながら、タウは何処に居るとも知れぬ運命の女神に抗議する。

　俺はただ単に、好色な年増女の火遊びに付き合って泡銭を稼いでいただけの筈だ。危ない橋を渡る謂いわれなどこれっぽっちもありはしない。それがどうして、いったい何処をどう間違えば、国家を揺るがす陰謀劇なんぞに首を突っ込む羽目になるというのだ？

　かつての王弟の謀む反ほんなど、辺境の戦地を這い回っていたタウにとっては雲上の出来事だった。その詳細な経緯などまったく知る由もない。狼茄子ベラドンナが王弟ゆかりの紋章だというのさえも初耳なのだ。いきなりそんな大それた騒動に巻き込まれたところで、泡を食って逃げまどうしか他にない。今のタウの心境は、地表で象が喧けん嘩かしているとはつゆ知らず巣穴を這い出てしまった蟻ありのそれだった。

　タウを襲った暗殺者たち──そしてその黒幕であろうキリアン伯爵こと王弟派秘密結社『狼茄子ベラドンナ党』の狙いは、伯爵夫人からタウに託された黄玉のネックレスにあると見て間違いない。だがその肝心の切り札は、今のタウの手元にはない。それは即ち、自らの命を繫ぐ頼みの綱を手放しているも同然だ。

　故にタウが夜の静寂しじまを踏み荒らし、息を切らせながら馳せる先は、他でもない宝石の在処──彼から二〇〇ザーフでネックレスを買い取った宝石商の店である。もちろんとっくに店仕舞いしている時刻だが、もとより穏便に買い戻すつもりで向かっているわけではない。いざとなれば強盗の真似事をする羽目になったとしても、あの黄玉は奪還しなくてはならなかった。さもなければ『狼茄子ベラドンナ党』の魔手から身を守る術は何もないのだ。

　ようやく目指す商店の前まで辿り着いたところで、タウは周囲を見回し、辺りに人気がまったくないことを確かめる。この後の顚末の如何によっては、この静寂が心強い味方になってくれるかもしれない。

　店内の明かりは当然ながら消えているが、建物の造りからして、この商店は住居も兼ねているはずだ。扉をノックしようと拳を上げたところで、タウは一旦思い止まった。

　もしも店主が就寝しているなら、このまま密かに忍び入って事を済ませてしまうのも手だ。だがもし仮に──考えたくもない話ではあるが──店主が既に件の宝石を転売してしまった後だとすれば、押し込み強盗は徒労に終わる。その場合は店主から直々に売り先を聞き出さなくてはならず、ならばあたら無断で押し入って相手の心証を損ねるのは悪手でしかない。

　悩んだ挙げ句、まずは玄関の鍵が簡単に破れるほど安易なものか検めるところから始めようと思い立ち──そこでタウは、扉が施錠されていないことに気がついた。

　悪い予感が群雲のように胸の内に拡がる。

　そっと足音を忍ばせて店内に踏み込み、人の気配がないか探る。タウを迎え入れたのはいかにも空き家然とした静寂だった。声を上げて呼びかける代わりに、タウは窓からの月明かりを頼りに火打ち石で卓上のランプに火を灯す。

　顔馴染みの店主はそこにいた。

　おそらくは死後一両日といったところか。首に残った細く目立たない絞殺痕は、玄人の暗器によって刻みつけられたものだろう。店内に争った形跡はない。きっと故人には抵抗する暇さえ与えられなかったのだろう。

　遺体の両手は後ろ手に縛られ、その指には明らかな拷問の痕跡があった。それが物語る事態の真相に、タウはいよいよ暗あん澹たんたる気分になる。

　そもそもタウが襲撃を受けた際、宝石の在処を問うことすらせず即座に命を狙われたことから察しがついて然るべきだった。そして店主が買取の折、宝石の来歴にこそ価値があると言い張っていた意図も、よく考えていれば見抜けたはずだ。

　おそらくこの店主は、あの宝石を使ってキリアン伯爵を恐喝しようとしたのだろう。そして愚かな心算の報いをこうして受ける羽目になった。狼茄子ベラドンナ党は既に宝石の奪還を済ませているのみならず、それが流出した経路についても把握している。店主は指を一本ずつ潰されながらも秘密を守り抜こうと思うほど、タウとの間に深く麗しい友情を築いていたわけではない。

　つまり、タウが襲われたのはただの事後処理──証拠隠滅のための口封じだ。

　リンゼント夫人から情報を得るや否や、必死でここに駆けつけたものの、全ては完全な無駄足だった。既にタウには活路などないのである。

　尚も生き存えようとするならば、あとは一切合切をかなぐり捨てて行ゆく方えを晦くらます以外にはない。狼茄子ベラドンナ党が追跡を諦めるまでにどれだけの距離と期間を要するかは知れたものではないが、一刻の猶予すらないことだけは歴然だ。

　この都に来て以来の稼ぎはすべて住居に残したままだ。が、今から取りに戻るなど愚の骨頂でしかない。どうせ追っ手はタウの塒ねぐらの所在も突き止めていることだろう。我が身の不幸に頭を搔きむしりたくなるタウだったが、それよりもまず先に考えるべきことは他にある。

　時刻はまだ夜半には至っていないが、あと少しすれば何も知らないキアが帰宅してしまう。まず間違いなく待ち伏せされている部屋に、彼を一人で戻らせるわけにはいかない。

　既にもう精も根も尽き果てそうだというのに、まだまだ今夜は走り続けなければならないようだ。今いる街区から港の船揚場までの距離を思うと、それだけで目の前が暗くなるタウだった。










　疲労困こん憊ぱいの態ていで何とか港まで辿り着いたはいいものの、予想と異なる船揚場の雰ふん囲い気きに、タウは眉を顰めた。

　またしても倉庫の中からは、数人以上の人間が集まっている気配がする。ただ薬を買いに来ただけの客をそのまま返すことなく留め置いているのだとしたら、キアはまたぞろ何か妙な悪わる巫ふ山ざ戯けを始めているのだろうか。もう徒に人を惑わす乱痴気騒ぎは慎むとキアは約束していた筈なのだが。

　だがすぐに、タウは事態がそう単純なものではないらしいと気付いた。確かに倉庫の中は騒がしいものの、大勢が無闇にざわめいているのではなく、誰か一人が朗々と声を張り上げて説法らしきものを打ぶっている。それもキアの声ではない。

　嫌な予感はしたが、刻一刻と迫ってくる追っ手の影を思えば、悠長に様子を窺っていられる状況でもない。たとえキアが不在だったとしても、その行方についての手がかりを得られるのは此処しかないのだ。意を決し、タウは小さく開けた扉の隙間にそっと身を滑り込ませ、手前にある漁船の陰に身を潜めたまま、倉庫の奥の様子を窺った。

　驚いたことに、そこに集まっている人数は前に来たときの二倍を優に超えていた。みな全裸ではなく着衣のままなので、今度は各々の身分、素性がありありと見て取れる。商人や職人、何処かの館の奉公人の他に、明らかに貴族とおぼしい身なりの者も大勢いた。キアの媚薬がどれほど幅広い層に普及していたのかを物語る光景である。

　人々は装いがまちまちなだけに、むしろある一つの共通点が否応もなくその異様さを際立たせていた。──全員が全員、揃いの白い覆面を頭からすっぽりと被って顔を隠しているのだ。

　そんな不気味な集団が、押し黙ったまま一人の男の演説に聴き入っている。木箱を積み上げた急拵えの演壇の上で、その人物だけが皆と同じ白覆面の他に、覆面と揃いの誂あつらえの長衣ローブを纏っていた。純白の布地の胸には、金糸で何やら円形の大仰な紋章が刺繡されている。堂々たる語り口と芝居がかった身振り手振りは、聴衆を前にした説法によほど慣れ親しんでいる人物と見える。

「──よって衆生は虚飾の帳とばりに目を曇らされた蒙もう昧まいに過ぎぬ。かつての諸君がそうであったように、この私もまた然り。三〇年に亘わたり聖魂に仕え、ただひたすらに修道に努めた日々からは、ついぞ真実の光などもたらされはしなかった。……だがしかし、金瞳の御子との出会いが全てを変えた！　かの眼差し、かの御言葉によりもたらされた魂の解放と法悦は、諸君に！　そしてこの私に！　永遠の楽園への道標を指し示すものだった！」

　察するに、どうやら男は聖魂教会の司祭か何かであった様子だが、その常軌を逸した説法の内容は明らかな異端、否それどころか信仰の破棄を堂々と公言するものだ。とても正気の沙汰とは思えないが、覆面の聴衆はそれに異を唱えるどころか、口々に賛同の声を上げている。

「もはや真実の世界は我らの前に、偽らざる姿を詳つまびらかにしている！　ならばこの期に及んで塵じん世せいの規範に、倫理に、徳性に、どうして顧みるほどの価値があろうか！　さらなる真理の探究、さらなる魂の解放を求めて道を説く天命を授かった私は、今ここに『黄金瞳教団』の開かい闢びゃくを宣言するものである！」

　熱を帯びた快哉の声は、ここに集う群衆が一人残らず、演壇上の司祭と同じ狂気を共有していることを物語っていた。そのおぞましさに、覗き見しているタウは総毛立つ。

　キアの興味本位によって精神の暗部を暴かれた人々が、以後の日常に支障をきたす可能性について、タウはつとめて考えまいとしていたのだが……果たしてそれがここまで逸脱した思考を育むに至るなどとは、どうして想像できただろうか。

「我らに啓示をもたらした金瞳の御子は、明らかに人知を超えた超常の存在である。人語を解し人の似姿を装ってはいても、その正体は人ならざるもの。かの御子を生いけ贄にえに捧げ、その生き血を神と分かち合うことで、我らはさらなる法悦の境地に至るであろう！　よって信徒たる諸君に命ずる──彼の御子の居所を捜し出し、我らが祭壇の上に饗きょうすべし！」

「おおおおおッ！」

　応じて威声を放つ白覆面の群衆は、それぞれ手に包丁やら棍棒やら、思い思いの得物を携えている。どういう発想の飛躍か知れないが、彼らは自らを導いたキアを殺あやめることで教義の礎を固める気でいるらしい。

　もはや用心も忘れ、ただ呆気にとられて立ち竦むタウの姿に、そのとき、振り向いた一人の信徒が気付いた。

「誰かいるぞ！」

　警告の声に応じて、既に血の衝動を喚起されていた群衆の凶相が一斉にタウを注視する。

　万事休す──そうタウが慄然となったとき、頭上から慣れ親しんだ声が降りかかった。

「タウ、〝光〟だッ！」

　閃光の魔術による目眩まし──そうキアの意図を汲み取ったタウは、咄嗟に目を瞑る。次の瞬間、眩い光が立て続けに倉庫の中で炸裂し、居合わす人々の視野を焼き尽くす。

　苦悶の呻きと混乱の悲鳴が荒れ狂う背後に一瞥もくれず、脱兎の如く倉庫の外へと逃げ出すタウ。その隣に、倉庫の屋上から飛び降りてきたキアが合流する。

「な──何やってんだお前は？　つうか何やってたんだあいつらは⁉」

「話は後だ！　ともかく逃げよう！」

　ああ、まだ走るのか……

　もはや駆け足には辟へき易えきしていたタウだったが、今夜リルボスの都には、タウとキアが吞気に歩いて渡れる路地など一つとしてないだろう。夜闇に乗じて動けるうちに、走れる所まで走り抜くしか、破滅から逃れる術はない。










　後になってキアが語るところによると、彼が船揚場の倉庫に着いたときにはもう、白覆面たちの集会は既に始まっていたらしい。

　徒ただならぬ雰囲気においそれと踏み込むわけにもいかず、かといって事情が分からないまま撤収するのも気が引けて、ひとまず密かに倉庫の屋根に登り、天窓から中の様子を窺っていたのだそうだ。

　だが人数はその後も続々と増え続け、やがて三〇人を超える頃にはもう、勘付かれないように屋根から降りる手段がなくなってしまった。事を荒立てるのも気が咎め、仕方なくキアは為す術もないままに破戒司祭の演説をただ眺めていたのだが、後から駆けつけたタウの身に危害が及びそうになったところで腹を括くくり、魔術の行使に踏み切ったのだった。

「……どうして、あんなことになったんだろう？」

　小高い丘の上から、朝焼けの光を浴びる都を遥か彼方に遠望しつつ、キアはそう困惑しきった態で呟きを漏らす。

　全部お前のせいだろうが、と言いたいのは山々のタウだったが、キアにはきっと事の始まりと終わりを結ぶ因果関係がまったく見えていないのだろう。玩具がいずれ壊れるものとは知りもせずに遊んでいた子供のようなものだ。

「お前は人間を舐めすぎた。たった一つしかない林りん檎ごの実を齧かじって味をしめたら、次は自分で林檎の木を植えようと考えるようになるもんさ」

「……どういうこと？」

「お前に解放してもらった欲望を、今度は自分たちの力だけで解き放とうとして、連中なりに工夫した結果が〝あれ〟なんだよ」

「そんな……あんなの、見当違いにも程がある」

　キアは深く溜息をつき、悲しげにかぶりを振る。

「僕は、いっとき自意識の枷かせを外すことで精神を自由な形に戻してあげただけなのに。彼らのあんな方法論では、ただ新しい自意識で新しい枷を自らに嵌めているだけのことだ。結局みんなあの演壇の男に支配されてたじゃないか」

「まぁ、仕方ないわな。つまりは誰も林檎の種がどこにあるのか知らなかったってことだ。何か得体の知れない種を林檎と勘違いして植えちまったわけだな」

　タウの比喩に納得がいかないのか、キアは眉根を寄せて考え込む。

「……その喩たとえは、よくわからない。なんで林檎の種だと確信が持てないものを植えて育てようなんて思うんだ？」

　今度はタウの方が溜息をつく番だった。

「それが人間ってもんだよ。種だと見たら、ひとまずそれを手当たり次第に植えてみる。『これが林檎でありますように』と願いをかけながら、な。──他人のことを理解しろ、っていうのは、そういう些細なことについて弁えられるようになれ、ってことさ。何も頭の中身を覗き込めなんて言ってるわけじゃない」

「そうか……」

　難しいんだね、と呟きながらも、キアは感慨深げに頷いた。

「あの街では大勢の人間を観察してきたけれど。それでもタウと話している方が、結局は余程多くのことを学べる気がする」

「……まぁ、お前には馴染まない場所だった、てことなんだろうな」

　憂い顔でそう漏らすタウに対し、申し訳なさそうに俯うつむくキア。

「君はけっこう居心地好さそうに、上手くやっていたよね。タウ」

「いや、だったら良かったんだがなぁ……」

　タウは一旦言葉を濁し、彼は彼で街から逃げ出さざるを得ない境遇に陥ったという、その経緯についてどうキアに釈明したものか、暫し思い悩んだものの、考えれば考える程に自分が惨めになってきて、すべて棚上げにすることにした。

「……つまりその、俺もな、やっぱりああいう生き方は性に合ってないらしい。色々と思い知らされて、な……」

「なんだ、そうだったのか」

　タウが都を去ることに不服を持っていないと知るや否や、キアはあっけらかんと笑顔になった。

「だったらまた旅を続ければいいじゃないか。二人が二人とも馴染まない場所なら、長居する理由なんてないよね」

「……お前、いま幾ら持ってる？」

「金貨が五枚と、銀貨が──えぇと、一二枚かな。売るはずだった薬と一緒に釣り銭の小銭も持ち歩いてたんだけど、まとめて倉庫の屋根に置いてきちゃったしね」

　悲しいかな、タウの手持ちはそれよりも少ない。二人合わせて一〇ザーフにも満たないとは、手元不如意にも程がある。

　今は戻る望みすらない雑貨屋の二階部屋には、現金と宝石をひっくるめれば五〇〇ザーフ以上もの貯たくわえがあった筈なのだ。古城の探索から持ち帰った財宝を元手に、粛々と育ててきた財産が、一夜のうちに露と消えてしまったのである。

「……こんなのって、ありかよ」

　痛恨の思いに呻くタウを気遣うように、キアがその肩を叩く。

「ねえタウ、僕のこの服、質屋で適当な襤褸と交換してもらえたら幾らかにはなるんじゃないかな？」

「……そんな質屋がある街まで旅するのに、まずは路銀で手持ちが消し飛ぶ計算だよな」

「しばらくは節制するしかないね。まぁ、昔から野宿の旅には慣れてるじゃないか」

　取り敢えず街道筋を目指そうか、と、足取りも軽く歩き出すキア。タウはその背中を追う前に、一旦立ち止まり、ありったけの未練を込めて都の方角を一瞥すると、あとは振り向きもせずに先を急いだ。





×　　　　　×　　　　　×　　　






　聖魂教会の総本山において礼讃式典に臨んでいた国王に対し、暗殺者の凶刃が向けられた事件は、宮廷の諸公を大いに震撼させた。

　企ては未遂に終わったものの、関与が明らかな者たちは残らず縛ばくにつく前に自害して果て、真相は今もなお謎のままである。が、すべては御代を脅かす王弟殿下の陰謀であろうという憶測は、半ば公然のものとなりつつある。

　事件の現場に程近いリルボスの都には、王弟奉戴を悲願とする秘密結社『狼茄子ベラドンナ党』の一派が隠れ潜んでいるものと噂されているが、懸命なる捜索にも拘わらず、今なおその実態は明らかにされていない。




　さて件のリルボスの都といえば、いま巷を騒がせている『黄金瞳教団』の拠点としても不名誉な風聞を立てられている最中だ。善良貞淑なる紳士淑女を薬で惑わし、肉欲の虜とりこに貶めるという淫いん祠し邪教の輩について、聖魂教会は仮借なき審問と弾圧を行っているものの、その根絶までの道程はまだまだ遠い、というのが実情のようである。

　邪教徒たちが喧けん伝でんする『金瞳の御子』の噂は依然、密やかながらも怪異なる伝聞として各地へと伝でん播ぱし、様々な噂や怪談となって民草の安息を脅かしているという。
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　幼い頃には、母親がどんな女だったのか想像を巡らせたこともある。子供が木の股から生まれ出てくるわけではないと知って間もない頃の話だ。

　戦せん渦かに巻き込まれて命を落とした農のう奴どだったのかもしれない。新たに増えた賄まかない口を養いきれなくなった旅芸人か何かだったのかもしれない。まだ言葉も解らない幼子を戦場に置き去りにせざるを得なかった母親の事情について──見知って間もない世界から拾い集めたありったけの知識を繫ぎ合わせて、彼は拙つたない物語を幾つもこしらえた。

　だがそのうちに、自分のような孤児の境遇がさして珍しくもないものだと理解するにつれ、そういう夢想には大した面白味も見出せなくなっていった。結局は強ごう姦かんされた流る民みんの娘か、野営地の兵士相手に商いをして堕だ胎たいをしくじった娼しょう婦ふ、といった線の真相が、筋道としては一番ありふれた話である。母がそうなら、父親に至っては想いを馳せるのすら阿呆らしい。結局のところ、木の股から生まれてきたのとそう大差ない身の上だと観念し、それ以降は興味も持たなくなった。どのみち彼の日常は、ただ生き残ることに執心するだけで精一杯で、余計な物事に思い煩わされる余裕など殆どない有様だったのだ。

　顧みれば家族と呼べるような絆さえ、記憶の中には心当たりがない。野垂れ死にしかかっていた彼を最初に拾って養育した傭兵も、仕込みに手間はかかるが末は犬より役に立つ益獣、という程度の思惑ぐらいしかなく、間違っても父親としての意識など持ち合わせてはいなかっただろう。そうして幼い彼は戦場に生きる術を身につけたものの、その恩恵に与る前に彼の〝拾い主〟は死んでしまった。

　以後は、その生存術だけを縁よすがにして、ただ獣の如く生き存えてきた。群れに身を投じたことは何度もあったが、同じ数だけ全滅の憂き目を見て、そして彼だけは常に最後まで生き残った。なにも才覚があったわけでも、際立って手練れだったわけでもない。いつだって彼はただ運に恵まれたに過ぎず、そしてそんな幸運の都度、僅かながらも確実に、狡こう猾かつさとしたたかさを手に入れていった。

　タウという名前も、はたして最初の拾い主による呼称だったのか、それとも以後どこかでつけられた渾あだ名なだったのか──正直なところはっきりとは憶えていない。いつの頃からかそう呼ばれ、そう名乗るようになっていた。勿論、姓などない。兵役の契約にはそれで何の不都合もなかったし、もしどうしても体裁を繕う上で姓が必要なときは、死んでいった仲間の姓を勝手に借用して間に合わせていた。

　生まれた日付も場所も知らないのだから、年齢など判るはずもない。とりあえず数が数えられるようになってから、季節が一二回巡ったことは憶えている。世の基準に照らすなら若い、ということになるのだろう。だがタウは己の若さに何の喜びも価値も見出していなかった。青春とは、未来への展望と野心が伴ってこそ輝きを放つものだ。そんなものはタウには望むべくもなかった。

　生まれてこのかた戦場しか知らず、文字の読み書きより先に刃の研ぎ方を覚え、敵を素早く死に至らしめる方法に習熟していった少年にとって、未来の可能性などというものは理解することさえ困難だった。ただ昨日死に損なったというだけの今日を生き、死の予感とともに明日を待つだけの日々の中で、どうして己の将来を夢想することなどできようか。

　だから、母の面影を想うことすら止めた時点で、タウの精神からは想像力というものが枯渇した。そんな己を不ふ憫びんだと思ったことさえない。周囲には似たような境遇の同類が珍しくもなくごろごろしていた。そんな時代、そんな世界に生まれ落ちてしまったというだけの、地を這う虫ほどの価値しかない命。──それが彼の知る〝人生〟の全てだった。










　月の終わりには、砦の酒保でしばしば様々な部外者を見かけるようになる。通いの商人とは態度も風体も明らかに違う彼らは、往々にして〝売り手〟ではなく〝買い手〟だ。

　然るべき伝手がなく、口入れ屋に周しゅう旋せんを任せていられるほどの余裕もない場合、手っ取り早く用心棒の類を雇おうと思ったら、最寄りの砦に駐屯している傭兵のうち、その月で契約の満期を迎える者を引き抜く、という方法がある。確実ではないが、示談で契約交渉が済むぶん、余計な手間や紹介料を支払わずに済むのが利点だ。

　そういう客には暗黙の了解として、酒保の専任輜し重ちょう兵が、これぞという傭兵に声をかけて交渉を促すしきたりになっている。その日、タウが酒保に踏み込むや否や、当番兵が目配せで奥のテーブルに着いている二人組の男に注意を促したのも、予め契約満了の期日を伝えておいたが故だった。

　まず交渉に応じる前に、タウは遠巻きに二人を眺めて雇用者としての〝格〟を値踏みした。質素な服装は貴族のものではないし、強面の兵士たちの中で明らかに萎い縮しゅくしている様子からして、行きずりの騎士の従卒が当座凌ぎの人手を探しに来た、という雰囲気でもない。おそらくは近隣の農夫が、野盗か何かの対策に用心棒を雇おうという腹なのだろう。

　彼らの、緊張にやや青ざめた顔色とは裏腹に、妙に潤った肌艶の良さが、タウの関心を惹きつけた。今年は昨年から続く凶作でどこの農村も食うや食わずの窮状だというのに、どうやらあの二人の暮らしぶりは相当恵まれているらしい。事情はさておき、話だけでも聞いてみて損はなさそうだ。

「──よぉ、あんたたち、腕っ節の強い奴をご所望なのか？」

　近付いて声をかけると、二人の農夫は帽子を胸に当てて頷いた。面持ちこそ気後れしているが、せわしない視線の動きからは、慎重かつ子細にタウの評価を計っている様子が窺い知れる。おそらくはもっと老ろう獪かいで熟練の程を感じさせる人材を期待していたのだろう。

「生憎だがな、この砦で来月に契約更新を控えている傭兵は俺だけだ。他にあんたたちの相談に乗ってやれる奴は見つからないと思うがね」

「い、いえいえ滅相もない！　貴方のような御仁をお探ししておりました！」

　慌てて言い繕う農夫たちに上辺だけの笑顔を返しながら、タウは彼らの向かいの席に腰を下ろす。

「──で、どういう仕事だ？　用心棒か？　それとも害獣退治か何かか？」

　二人の農夫は目配せを交わし、取り敢えず交渉の続行について同意を確認し合うと、

「……その、村に守りの備えを揃えて……それから、若衆を鍛えていただけると……」

　そう、妙に歯切れの悪い語り方で返答した。

　やや意外な依頼内容に、タウは暫し考え込んだ。どうやら彼らは一過性の脅威に対処するためでなく、恒久的な武力──それも他者に頼らぬ自衛の手段を求めているらしい。

「あんたら、鋤すきを振るうより他の事柄に手を煩わそうってのか？　なんで領主に相談しない？」

　農夫の片割れが、緊張を圧し殺すために生唾を吞み込んだのを、タウは見逃さなかった。

「……それは、まぁ……うちの殿様には只でさえ色々とお慈悲を賜ってまして……こんなことまで頼るってわけにもいきませんもんで、ええ……」

　何やら訳ありなのは火を見るより明らかだった。恐らくは領主の目を盗んで禁制品でも生産していたのを、野盗か何かに嗅ぎつけられたのだろう。成る程、そういう事情なら不作の年にも拘わらず二人が揃って肥えた顔をしているのも頷ける。

　防衛装置の設営と教練──命を危険に晒す必要のない楽な依頼だが、そういうことなら少々吹っ掛けたとしても罰は当たるまい。

「前金として四〇ザーフ。日当として二ザーフ。あと教練する生徒一人につき四ザーフ。この条件が吞めるなら手を貸そう」

　農夫たちは再び目配せしあってから、至極あっさりと頷いた。

「それでしたら、是非にもお願いしたいかと──」

　相場と比べてかなり悪辣な値段を提示したつもりでいただけに、早速テーブルの上に積み上げられた八枚の大判金貨には、むしろタウの方が面食らった。この気前の良さは善意ではあるまい。間違いなく裏がある。油断していたらどんな陥かん穽せいがあるやら知れたものではない。

　だが実のところ、この砦での兵役契約を更新するのには気乗りしないのもまた事実だった。隣州との小競り合いは先月から沈静化に向かいつつあり、風の便りによれば領主たちも交渉で手打ちにするタイミングを見計らっているという。ここで次の仕事を逃したら、最悪の場合は食いはぐれる不安もある。

　加えて、ここのところ賽子さいころ博打で大勝ちを重ねすぎたせいで同僚たちの受けが悪いのも気になった。そろそろ負けの込んでいる連中が徒党を組んで意趣返しを目もく論ろむかもしれない。こんなとき軍規の縛りの外にある傭兵は立場が弱い。常に賢しく空気を読んで災難を避ける用心が必要なのだ。

　諸々合わせて考えると、ここは農夫たちの誘いに乗って砦の勤務を切り上げるのが堅実な判断に思えた。どこかにタウを害するような企みがあったとしても、そこは臨機応変に乗り切ろう。この稼業、リスクのない仕事など探していたら三日と食いつなぐこともままならない。

「……いいだろう。俺のここでの契約は今週一杯で終わるが、いつ出立する？」

「お、俺らは街の市場で収穫物の商いをしますんで。週明けすぐにでもお迎えに来ます」

「よし、契約成立だな」

　タウが席を立ち、握手を求めると、農夫の片割れが応じた。鋤を振るい慣れた指は硬く節くれ立っていたが、その握力は遠慮がちでおざなりだ。

　こいつは後ろ暗いことがあるヤツの〝手〟だな──そうタウは改めて直感した。










　農夫たちはそれぞれボーンとリカルドと名乗った。彼らの住むリッグス村までの旅路では、市場での商いを終えて空になった荷馬車の荷台が、タウの客席となった。

　道行く途中で目につく農村の有様は、どこも惨さん憺たんたるものだった。もうすぐ収穫期だというのに、畑の麦は瘦せ細り、今にも枯れそうな萎しおれぶりである。二年連続でこの凶作では、いよいよ飢饉も危ぶまれるかもしれない。

　諸侯が軒並み紛争に及び腰になってきたのも、それを見越した財源の不安があるのだろう。だがそれで傭兵が食い詰めるかといえば、そんなこともない。戦場での武功が望めないなら、即座に山賊や野盗に鞍くら替がえして糧を得るのが野良犬なりの渡世である。騎士たちが治安の維持もままならないほど貧窮すれば、無法者たちの春が来るというわけだ。

　だがそうやって形振り構わず生き残る術を探す段になると、いつでもタウの心は重く沈んだ。たしかに命を繫ぐのは人生の至上課題であろうが、そうまでして生きた果てに、いったい何の意味があるのかと──それを思うと、胸の内を乾いた風が吹き抜けていく。

　永らく剣で身を立てて、切った張ったの瀬戸際にも冷めた感慨を差し挟む余裕が出てくると、いつしかタウは目の前で頽くずおれる骸に対して自分自身の姿を重ねて見るようになっていた。

　剣の刃が勝者と敗者を、生者と死者とを区分するとき、彼と我とが入れ替わったとしても、そこに何の違いがあるのだろう？　生き存えた方は引き続き次の戦場へと向かい、そこでまた死ぬか殺すかの二択に命運を委ねるだけのことだ。誰が生き残ろうとも違いはない。ならば自分が他者よりも躍起になって生命に固執することに、どんな道理があるのだろうか。

　殺されまいとして殺すことには何の躊躇も感じない程度に、もうタウの精神は麻痺している。だが無法者たちの群れに身を投じ、無む辜この民を手にかけるとなると、柄を握る手は萎えてしまう。そうまでして生きるのか？　と自問するとき、タウには答えが見つからない。虐殺される犠牲者たちの代わりに、タウ自らが飢えて荒野に骸を晒せばそれで済む話なのだ。どうせ何も変わらない繰り返しの生の果てに、何の意味もない死を迎えるだけの我が身なら、運命の巡りが多少前倒しになったところで、何を厭う理由があろうか。

「……」

　益やく体たいもない思索が袋小路に入り込む前に、タウは考えるのを止めて、意識をもっと卑近なところに引き戻した。──ともあれ冬が来る前に実入りの良い仕事にありつけたのは幸いだ。砦勤めで蓄えた金に今回の報酬を合わせれば、それなりの額にはなる。ぎりぎりの節制をしながら南に向かう旅を続ければ、どうにか一冬を越す程度の目処はつくだろう。

　今はそれだけで充分だ。冬が終わり春が来て、その先に何があるのかなど……そんな無益なことに想いを馳せる必要はない。










　リッグス村に踏み込むや否や、タウは近隣の村々とはまったく違う様相に己が目を疑った。

　畑の麦が、たわわに穂を実らせている。しなやかな茎の瑞々しさはむしろ薄気味悪いほどの育ちぶりだ。そもそも在来種の麦なのかと疑いたくなるほどに背が高い。

　旅の途中で瘦せ衰えた畑ばかりを目にしてきただけに、リッグス村の豊作ぶりは、とても地続きの村の光景とは思えなかった。まるで秋の恵みが近隣一帯から吸い上げられて、この土地だけに集約されているかのようだ。

「……どうなってやがるんだ？　こりゃあ」

　タウの感嘆も、二人の農夫にとってはとうに予想の内だったのだろう。ボーンはまるで予め用意してあった台詞を諳そらんじるかのように抑揚のない声で、

「この辺りは元々、土の質が余所より恵まれてますんで。……まぁ、聖魂様のお慈悲の賜物でさぁ」

　そう、説明になっていない説明を述べた。

　多くを問うな、と言わんばかりの素っ気ない態度は、明らかに何やら曰くがありげで、おそらくタウがこの二人に対して感じる一いち抹まつの疑わしさは、そこに端を発するものなのだろうと察しがついた。──が、ここで余計な穿せん鑿さくに踏み込めば、あるいは実入りの良い仕事を棒に振ってしまうかもしれない。まだ今の段階では雇用主の機嫌を損ねるには及ぶまい、と、タウは胸の内の疑念に蓋をした。

　この村だけが周囲に抜きん出て豊かな収穫を迎えるとなれば、たしかに山賊などの不逞の輩に目をつけられるのは必定だ。いよいよとなれば飢餓で見境を無くした近隣の村人が暴徒となって略奪に来る可能性もある。収穫を迎える前に村の防備を整えたいという要望は、たしかに切実なものだろう。

　御者台と荷台の間に重い沈黙が立ちこめる中、馬車はゆっくりと村の中央にまで至り、やがてひときわ大きな家屋の前で止まった。その門前には、白髪頭ながらも矍かく鑠しゃくとした長身の老人が、既に馬車の到着を待ち構えていたかのように佇んでいた。

「──ようこそお越しくださいました。私がこの村の村長を務めるゲグナーという者です」

　名乗りを上げた老人の顔と、御者台に座るリカルドの顔を、それとなくタウは見比べる。明らかに血縁者とおぼしい共通点が幾つもあった。そう思ってみるとボーンとリカルドの顔もどことなく似通っているところがある。してみると此処は近親婚が当たり前の、かなり閉鎖的な村なのかもしれない。

「生憎とこの村には宿屋がないもので、お客人には拙宅の部屋をお使いいただくことになってしまいます。手狭なところではありますが、どうかご容赦を」

「ああ、飯と寝台があれば文句はないさ」

　タウは荷台から降り、さして多くもない手荷物を、ゲグナーの隣に控えていた家僕に預けると、さっそく用件を切り出した。

「取り敢えず、この村の地形を把握したい。周囲を一巡りしたいんで、馬を一頭借りたいんだが」

　要求としては至極妥当なもののはずだったが、ゲグナーがボーンたちと素早く視線を交わすのを、タウは見逃さなかった。

「なら、俺が案内を──」

　そう申し出るリカルドを、タウは手で制して先を続ける。

「あんたはずっと手綱を握ってて疲れてるだろう。なに、迷子になるほど広い村でもなさそうだ。俺一人でも充分さ」

　タウとしては、この村の連中の秘め事がどの程度のものか、探りを入れるための牽けん制せいの意図もあったのだが、果たしてゲグナーはそこまで察しがついたのか、至極あっさりと引き下がり、家僕に馬の用意を命じた。

「そういうことでしたら、どうぞご随意になさってください。仰せの通り狭い村です。すぐに隅々まで検分していただけるでしょう」

　但し、と断りを入れて、村長はある方角を指差した。見るとその先には、村はずれの一角とおぼしき辺りに、小高い丘が隆起している。その頂には、遠目にも寂れた廃屋と見て取れる、ちっぽけな建物の影があった。

「──あの丘にだけは、決して近づかないようお願いします」

「へぇ？　またどうして？」

　防衛上の見地で言えば、物見櫓やぐらを建てるには絶好の場所に思えただけに、タウとしても問い質さずにはいられなかった。

「あそこはこの村でも禁きん忌きの場所になっております。今日に限らず、当地にご逗留いただく間は、決してあの丘には足を踏み入れぬこと。これだけはどうかお約束いただきたい」

「……」

　初見のときの柔らかい物腰とは打って変わった、村長の有無を言わせぬ強い語調に、タウはただ頷くしかなかった。










　歓迎の宴、と言われて真に受けるにはいささかおざなりな夕ゆう餉げの後、タウはさっそく村長と村の防備計画を詰めることにした。

「ひとまずこちらで、街の武器屋から弓と槍を一五挺ずつ買い入れておきました。自警団の男衆に、扱いの基礎を仕込んでいただければ、と」

「弓と、槍……ねぇ」

　素人が荒事に備えるとなれば、まずは実際に戦えるだけの鍛錬を積むことよりも、いの一番に身につけるべきは〝威嚇〟の手段だ。用意された武器がその二択となれば、タウの方針は明らかだった。

「当面は弓の扱いだけ集中して練習してもらおう。狙って的に当てられるようになる必要はない。ともかく矢を遠くまで飛ばせるようになればいい」

「……そんな方針で、大丈夫なので？」

「野盗の連中ってのはな、まず無抵抗な獲物を狙って牙を剝いてくるもんさ。いきなり遠方から矢を射かけてくるような村と判れば、その時点で大概は尻尾を巻く。さらに防壁まで用意してあったなら尚更だ」

「では、槍の方は……」

「そんなもの使う羽目になったら万事休す──ってぐらいの覚悟でいた方がいい。まぁそうだな、見張り番のヤツに威勢をつけるために持たせておけば無駄にはならんだろう」

「……」

　いかにも不安げな村長の沈黙に、タウは呆れ半分に頭を搔いた。

「当たらない矢が心許ない、ってんなら、いっそ弩を買い入れることだな。弓と違って扱いは簡単だから、素人でもすぐに使いこなせるようになる。ちょいと値が張るが──」

「解りました。さっそく用意させます」

　村の防備に対する村長の、どうにも過剰とさえ思える執心ぶりに、あらためてタウは些か不穏なものを感じた。

「なあ、大丈夫なのか？　そこまであからさまに武器を集めたら、領主だっていい顔をしないだろう。謀反の疑いでもかけられたら大事になるぞ」

「そういった折衝は当方で解決します。あなたのお気遣いには及びません」

　いざ最悪の事態に陥った場合、農夫たちの武装を手伝ったタウは蜂起の扇動者と見なされたとしてもおかしくない立場である。とても他人事として看過できる問題ではなかったが、今の段階ではただひたすら用心深く動向を見守るしかない。万が一、野盗が襲ってくるより先に騎士団の視察でも来た場合に備えて、早々に雲隠れする算段ぐらいは整えておいた方がいいだろう。

「……まぁ実際のところ、あんたが意気込んでるほど教練に血眼になる必要はないと思うぜ。さっきも村の近辺を一巡りさせてもらったが、ここの立地は守りに向いてる。うまく塁壁を配置すれば最低限の人数で防戦できるだろう」

　タウは机の上の小間物を並べ替えて村全域の大まかな略図に見立て、思い描いていた塁壁の配置の説明にかかった。

「東側には切り立った崖。西側には流れの速い川。この二方向は天然の要害として利用できる。あとは南北の守りだが──最終的に穀物庫を守り通せばこっちのもんだ。いざとなったらここの区画に全員で籠城して守りを固める算段で──」

「いや、これではまずい。丘を守りきれません」

　途中で異を唱えてきた村長に、タウは眉を顰めた。

「丘？　あの、不吉だから近付くなと言っていた、あそこか？」

「はい。たしかに穀物庫も重要ですが、何にも増して優先的に守り通さなければならないのは、あの丘なのです」

「あんな場所に何があるってんだ？　見たところ、妙な掘っ立て小屋が一軒だけ──」

「あれは、蔵です。あそこには村の大切な宝が保管されています。それを奪われたら我々は身の破滅なのです」

「……」

　俄には解せない話だったが、あれこれ穿鑿できる雰囲気でもなかった。初対面のときもそうだったが、話題があの丘の件に及ぶとなると、この老村長は妙に鬼気迫る表情で相手を威圧しにかかる。

　そもそも、村の宝とやらが一体どんな物品であろうと、防備の計画とは何の関わりもない話だ。ここで子細な事情を聞き出そうと思ったところで無駄だろう。タウとしては依頼主の注文通りに事を運ぶしかない。

「……そこまで大事なモンだっていうなら、蔵ごと穀物庫の隣に移しちまいなよ。或いは穀物庫をあの丘の上に建て直すか」

「いけません。あの蔵は、その……不浄のものでもあるのです。すぐ側で食糧を保管するなど、村の皆が納得しません」

「おい……」

　じゃあどうしろと？　と質そうとしたタウの機先を制し、村長はきっぱりと言い放った。

「いざとなれば穀物庫を放棄することになっても構いません。丘の蔵を最優先で保護できるよう、防備の計画を立ててください」










　日々の仕事そのものはごく簡単で、いっそ退屈を覚えるほどの内容だった。

　村人たちは収穫期の前に塁壁の設営を終えようと、躍起になって作業に当たった。程近い場所にある森から簡単に材木が調達できたこともあり、進捗はすこぶる順調だったが、老若男女が総出になって事に当たるその熱意には、ただの協調の度を超した強迫観念めいたものが窺えて、端で見守るタウの胸には不穏な懐疑の念が湧くばかりだった。

　結局、タウは塁壁の位置決めをしただけで、設営にはほとんど手を貸すことなく、概おおむね自警団の教練のみに専念することができたのだが、教え子となった村の若衆もまた揃って士気旺おう盛せいで吞み込みが早く、これまた大いにタウの手間を省いてくれた。往々にしてこの手の仕事は、まだ戦いに身を投じる危険性をきちんと弁えていない腑ふ抜ぬけに活を入れるところから始めなければならないのだが、そういう前置きを抜きにして仕事を進められるのは、願ってもないことだ。

　どうやらリッグス村の住民たちは、それこそ年端もいかぬ子供に至るまで、自らの共同体が不用意に富みすぎていることに充分な危機意識を備えている風だった。村で数日を過ごすうちにタウも、彼らが意識している仮想敵が誰なのか、やおら得心が行くようになっていった。──野盗の脅威、などというのはタウの早合点でしかなかったのだ。リッグス村が警戒し身構えているのは、飢餓に苦しむ近隣の村からの襲撃だけだった。

　それにしても、なぜこの村の住人は、揃いも揃ってそんな偏執狂めいた想念に囚われているのか？　──初めはまるで見当もつかなかったタウだったが、そのうちにふと一つの仮定を当てはめて考えるようになった。

　もし仮に、この村の並外れて豊潤な収穫が、ただの幸運などではなく、何か特別な条件に依拠するものだとしたら？

　そしてその〝条件〟が、他者から力ずくで強奪されかねないような類のものであり、それ故に秘されて保護されているとしたら？

　漠然とした直感とはいえ、タウは村長から禁忌として言い含められていた、あの丘の上の蔵について考えずにはいられなかった。

　他の村人にそれとなく鎌をかけてみても、みな反応は一緒だった。誰もが一様にその話題に触れまいと忌避して言い逃れを重ねつつ、それでも隠しきれない畏怖の念を垣間見せるのだ。

　次第にタウは、仮住まいとして借用している一室の窓から、暇さえあれば丘の上の蔵を眺めて過ごすようになっていた。そしていつしか、寝付けぬままに漫然と過ごしていた夜に、月明かりの中で禁忌の丘に登っていく人影を見咎めるに至った。

　ひとたび好奇心に火が点けば、後の行動には歯止めが利かない。タウは夜な夜な村長宅を抜け出し、丘の麓を監視できる物陰に潜んで、村と蔵とを往復する人物を監視するようになった。

　幾晩か監視を続けるうちに、それが特定の人物ではなく、どうやら村人が当番制で持ち回りにしている役務らしいと見当がついた。そして、誰が蔵へ赴おもむく場合にも共通する一つの点が、その役務の内容について容易に察しをつけさせた。──みな行きがけにはパンと干し肉を詰めた籠を手に携え、そして帰路にはその籠が空になっていたのだ。

　村長以下、全ての村人が禁忌と忌み嫌い、なおかつ村の防衛において最優先の拠点と見なす丘の上の蔵……どうやらそこには、何なに某がしかの人物が匿かくまわれているらしい。










　なぜ村長の禁を破り、禁断の蔵の中を覗き見てやろうなどという気になったのか。その衝動の根幹はタウ自身にも説明がつけられない。

　好奇心は猫をも殺す、という諺ことわざは、傭兵稼業にあっては不文律も同然である。善悪、正邪の基準をすべて棚に上げた上で、決して他人の秘密を穿鑿しないこと。これは雇われ者としての信用問題のみならず、身を守るための鉄則でもある。大義や道理だけでは成り立たない事情があればこそ、金銭だけを縁とする契約が必要とされるのだ。他人の行こう李りは、たとえ蓋が外れたとしても中を覗き込んだりしないこと。それがこの稼業に踏み込んで真っ先に叩き込まれる鉄則だ。

　こんな行きずりの村の秘密について興味を懐いたところで、タウには益するところなど何もない。一方で雇用主であるゲグナー村長の不興を買えば、まず間違いなくこの実入りの良い仕事の報酬は棒に振ることになるだろう。むしろ村人たちが禁忌を取り沙汰するときの剣幕を思えば、最悪の場合は命さえ奪われかねないほどの制裁が待ち受けているかもしれない。

　それでもなお、夜闇に忍んで丘の上を目指す自らの愚行に、敢えて屁理屈を当て嵌めるとするならば──こんな些細な好奇心ですら秤の針が傾くほどに、タウが我が身の行く末に懐く関心が軽すぎた、ということになるのだろうか。

　人一倍長く生きたわけでもないが、それでもタウの胸中には、ただ過酷なばかりで目的もなければ展望もない、そんな出口のない生に倦うむ想いが蟠っていた。そんな彼にとってリッグス村の人々の、何やら得体の知れぬ畏怖に恐々となりながら、それでも日々の糧に固執する生き様は、ある種の羨望の裏返しとも言うべき悪戯いたずら心ごころを懐かせる類のものだった。

　深夜、すべての村人が寝静まる頃合いを見計らってタウは行動に移った。本職の盗賊とまではいかないものの、それでも闇に紛れた身のこなしは彼とて慣れたものである。誰に見咎められることもなかったという万全の自信とともに、タウは丘を登って問題の蔵の前に立った。

　間近に見ると殊更に、寂れて荒みきった廃墟の如き建物である。風雨に蝕まれるがままに任された漆しっ喰くいはボロボロに崩れ落ち、とても現行で利用されている場所とは思えない。それでも元々の建て付けが余程頑強だったのか、倒壊しかねないような危うさは見受けられなかった。

　なるほど〝家屋〟ではなく〝土蔵〟なのは間違いない。窓は一切なく、入り口は正面に一つきり。それ以外の開口部といえば、ほとんど屋根に近いほどの高みにぽつんと穿たれた採光口があるきりだ。

　妙に重厚な扉は施錠こそされていなかったが、太い閂によって封印されていた。どう考えてもそれは、招かれざる来訪者を拒む用心でなく、内側から開け放たれることを阻止する意図でしか有り得ない。そう理解が及んだ途端、タウは慄然となった。

　ここに食事が運び込まれている以上、蔵の中には間違いなく住人がいる。だがその待遇は明らかに虜囚のそれだ。彼ないし彼女には、自由に外に出る権利が与えられていない。

　何らかの咎人、それも相当に危険な人物なのだろうか。だとしても、用心のために護身用の短剣を携えてきたタウにとって、その程度は怖じ気づく理由としてはまだ弱い。むしろ伝染病に罹り患かんして隔離されている可能性の方が厄介だ。そういえば村長は、この蔵と穀物庫を併設することを頑なに拒んでいたが──

　理性による躊躇を、だがタウの身体と衝動はまるで斟しん酌しゃくすることなく、既に決めてかかっていた行動を実行に移した。閂を外し、錬鉄で補強された重い木の扉を押し開ける。

　ギィ、と大仰すぎるほどの軋みを立てて開いた扉の中には、思いのほか濃い闇が立ちこめていた。

　しばらく神経を尖らせて中の気配を探るものの、誰かがいる、という感覚はない。たとえ就寝中だとしても寝息ぐらいは聞こえるはずだ。やや拍子抜けした気分を味わいながら、タウは蔵の中に一歩踏み込んだ。初めは戸惑ったが、目が慣れてくれば採光口から射し込む月明かりのせいで、朧おぼろ気げな輪郭ぐらいは判別がつく。中の間取りは蔵の外観から想像していたよりも狭かった。つまりは壁の厚さがよほど分厚く設えてあるということか。それにしても、ざっと見渡した限りでは何があるというわけでもなく──

　そのとき、奥の壁際でぎらりと何かが光った。

　全身が総毛立つ緊張感に、思わずタウは腰の短剣に手を伸ばす。いま一瞬だけ見えたのは、明らかに双眸、それも獣のものだ。月明かりを受けて金色に輝く瞳など、断じて人間のものである筈がない。

　すぐにも襲いかかってくる様子はないが、それでも扉を開けた直後には気付かなかった視線の圧力が、今ではまじまじと感じ取れる。息も漏らさず、身じろぎもせず、蔵の奥に潜む何かは凝っとタウを見つめていた。

　得体の知れぬ相手を前にして緊張に総身を張り詰めさせていただけに、

「──何か用かい？」

　そう人語で問いかけられたのは不意打ちにも程があり、タウはさらに瞠目し、混乱に陥った。

　たった今、闇の中の〝何か〟を獣だと見定めたばかりだというのに、よりにもよってそいつは、透き通った少年のような涼しげな声で、タウの当惑がさも心外であるかのように語りかけてきたのだ。

「ああ、済まない。そっちからは僕が見えないか。──これでどうだい？」

　続く言葉とともに、やおら蔵の中に茫洋と柔らかな光が湧き起こった。

「こんな時間に誰かが訪ねてくるなんて久しぶりすぎたんでね。君たちの目が闇に弱いのを忘れてた」

　まるで何処からともなく蛍の群れが迷い込んできたかのような明かりには、不可解なことに光源らしきものが何処にも見当たらない。だがそれを訝るよりも先に、タウはようやく明らかになった声の主の容姿に目を奪われていた。

　蔵の奥の壁際に座り込んでいたのは、一見、少女かと見紛うほど線の細い少年だった。まだ男としての屈強さを備えるには遠く及ばない年頃のように見えるが、物静かで泰然とした老成の気配が、幼げな印象を打ち消している。青ざめた肌色と、やや危ういほどの瘦身は見るからに脆弱なものの、病み衰えている、という印象もない。

　身につけているのは服と呼べるような代物ではなく、ただの襤褸布を巻き付けているだけとしか見えない。まるで物乞いか何かのような格好だというのに、そこに嫌悪や憐れん憫びんを懐かせることがないのは──その一種異様な美貌のせいか。縺れ放題の頭髪は生まれてから一度も櫛くしを通したことなどなさそうなのに、まるで一級品の絹糸のように柔らかそうで、楚々とした艶を備えている。

「あんた……何者だ？」

　ようやく発したタウの問いに、むしろ眉を顰めたのは少年の方だった。

「そんな質問をするということは……君は、この村の住人ではないね？」

「それは──ああ、まぁな」

　取り敢えず敵意や危険とは無縁の相手と判断できたところで、ようやくタウは肩の力を抜き、短剣の柄に添えていた手を下ろす。

「ふぅん、意外だな。よく村の連中が、余所者と僕を対面させる気になったもんだ」

「あいつらに断りを入れて来たわけじゃない。こっそり覗き見に来ただけさ」

　すると少年は、やや咎めるかのように目を細めた。

「ここに来たことは、決して彼らには気取られないようにした方がいい。きっと君、只では済まされないよ」

「ああ、やっぱりか。まぁ最初からそんな気はしていたが」

　他人事のようにあっさりと頷くタウを面白がるかのように、少年は微笑を覗かせた。

「不思議な人だね。危険を承知の上で、わざわざこんな所に？」

「村の連中があんまりにも仰々しくこの蔵を扱うもんだからな。むしろ気になって仕方がなかったのさ。──あんた、この村にとっては穀物庫よりも優先して守らなきゃならないって話だが」

　いったい何処のやんごとなき御仁なのかい？　と続けて問う言葉を、タウは口にする前に引っ込めた。この廃墟の如き蔵の中に、ろくな衣服も与えられず監禁されている境遇が、貴人の扱いである筈がない。最優先の保護対象であるにも拘わらずこの冷遇ぶりは、どうにも解げせない話だった。

「まぁ彼らとしては、僕が余所の村に連れ去られたら身の破滅だと思いこんでいるんだろうね。穀物庫がいくら空になろうとも、僕の身柄を押さえておけばすぐまた畑の麦は実をつける」

「……この村だけが薄気味悪いほど豊作なのは、つまり……あんたの仕業だ、ってのか？」

　不可解な連想ではあるが、それを言うなら蠟ろう燭そくもないのに明るくなった蔵の中の怪異とて、条理で説明がつくものではない。そういう人知を超えた驚異を操る者たちがたしかに存在するという噂を、タウは長い流浪の生活の中で幾度か耳にしたことがある。

「あんたは、あれか？　魔法使い、ってやつなのか？」

「魔法使い、か……」

　その語感を吟味するかのように少年は小首を傾げ、それからかぶりを振った。

「僕を利用しているのは村の連中なんだから、彼らこそが〝魔法使い〟と呼ばれるべきなんじゃないかな。さしずめ僕は〝魔法〟そのもの、ってところか」

「あんたが望んでやってることじゃない、と？」

「別に。僕は何をしているわけでもないけれど、でも僕がただここに居るというだけで、招き寄せられてくるモノたちが色々といるんだよ。それが土を潤し、草木に活気を与えている」

「……成る程、な」

　驚くべき話ではあったが、とりあえず謎の解明にはなった。つまりこの少年はリッグス村における生き神のような扱いなのだ。彼の存在と村の繁栄に本当に因果関係があるのかどうか、矢庭には信じがたいところだが、村人たちがそれを固く盲信して疑わない、というのは事実なのだろう。

　だがそれならそれで、この少年は聖者として崇め奉たてまつられるのが道理ではないのか。村の人々がこの丘の方角に向けていた忌避の視線は、どうにも余所者のタウを担ぐためだけの悪巫山戯とも思えない。やはり彼らは崇拝の対象ではなく忌み物として、この少年を蔵に監禁している風にしか見えない。

「村の連中は、あんたに感謝していないのか？」

「感謝？」

　まるでその問い自体が不可解であるかのように、少年は訊き返してくる。

「どうして彼らが僕に感謝なんてする？」

「……いや、だって当然じゃないのか？　余所の村では凶作続きで生きるか死ぬかの瀬戸際なんだ。あんたのお陰でのうのうと食い繫いでいられるのなら、有り難がって当たり前じゃないか」

「言っただろう？　僕はただここに居るだけ。そして土は勝手に肥えていくだけだ。べつだん僕が好意でもって彼らに尽くしているわけではないし、だから彼らが僕に感謝する謂われもない」

「いや、そうかもしれんが……」

　どうにも問答の焦点がずれている感にタウが口籠もっていると、少年はさらに話を先に進めた。

「それにね、僕が居ることで村が利益ばかりを被っているかといえば、必ずしもそうじゃない」

「え？」

「僕が招き寄せているモノは、なにも人に益をもたらす類の存在ばかりじゃないんだ。たしかにこの村の収穫量は余所より恵まれているかもしれないが、そのぶん家畜の奇形や奇妙な病気も多いし、子供たちはまず例外なく悪夢に魘うなされる羽目になる。彼らにしてみても、背に腹は代えられずに僕を許容してるのさ」

「……あんたは、それでいいのか？」

　思わずそう訊かずにはいられなかった。あっけらかんと語る少年の口調は、このおよそ人間扱いとは程遠い虜囚の身の上について、何の怒りも不満も感じていないかのように聞こえたからだ。

　だがタウの問いに少年は、今度こそまじまじと目を見開き、驚きの相を露わにした。

「君は、本当に不思議な人だね。……余所の人間っていうのは、そんな考え方をするのかい？」

「あ？」

　タウこそ、相手の反応があまりにも理解の範はん疇ちゅうを逸脱しすぎていて、お互いが何を焦点として疑問を投げかけあっているのか、いよいよ混乱しはじめていた。

「だからさ、何故いま己が在ることについて、〝善し〟〝悪し〟なんていう価値観を持ち込むことができるんだい？　それはただ単純に〝当たり前〟というだけのことじゃないのか？」

　こいつ、さては長らく陽を浴びることを忘れて気がふれているのか──そう訝らずにはいられないタウだった。

「お前は馬鹿か？　こんな所に閉じ込められて、他人の都合いいように利用されてるだけの自分が、惨めだとは思わないのか？」

「……」

　少年は腕を組み、まるで複雑怪奇な謎かけを与えられたかのように真剣に黙考しはじめる。焦れたタウはさらに重ねて「此処から逃げ出したいとは思わないのか？」と問うた。

「此処から？　どこへ？」

「どっか余所へだよ！　もっとマシな服を着て、好きな食い物をたらふく食って、自由気儘な暮らしがしたいとは思わないのか⁉」

「なぜ僕がそんなことを望むと？」

「お前を利用している連中が、そういう暮らしをしてるからだ！」

　なぜ語気を荒げているのか、タウ自身にもよく解らなかったが、ともかくこの少年の素すっ惚とぼけた応答には、苛立ちを募らされる一方だった。

「いいか、この村の連中はな、余所の村が道端の雑草まで粥かゆにして食おうってなこのご時世に、腐らすほどの食糧を溜め込んでのうのうとしてるんだ。しかもそれを横取りされまいと血眼になって、金に糸目もつけずに弩なんぞまで買い込んでる有様だぞ。ところがお前の扱われようはどうだ？　ここにはベッドも毛布もない！　お前、最後に火の通った飯を食ったのはいつだ？　酒は？　砂糖菓子は？　村の奴らの食卓には毎晩並んでるものが、なんでお前の口に入らないんだよ！」

　タウの剣幕も糠ぬかに釘で、少年はただ肩を竦めただけだった。

「僕に村の連中の真似をしろというのかい？」

「羨ましくねぇのかよ？　それともこの狭苦しい蔵の中の方がマシだってのか？」

「比較する意味がそもそも解らない。彼らと僕とは違う生き物なんだから」

　冗談や皮肉の含みなどまるでなく、ごく平然たる真顔のままで、少年はそう言い放った。そのあまりに無造作な口ぶりに、タウはしばし呆然となり、それから空恐ろしいほどの疑念に行き当たる。──いったいこの少年は、いつからこの蔵の中で暮らしているのだろう？　どれほどの長きに亘って、他者と隔絶され続けてきたのだろうか？

「違うわけ……ねぇだろ。同じ人間だろ」

「いいや。村の連中と僕とではあまりにも差違が多すぎる。同じなのは指の数と手足の数、あとは頭の位置ぐらいだよ。そして彼らを人間と定義する以上、僕はそれとは違うモノと自覚するしかない」

「……」

　やはりこの少年は、精神に異常をきたしている。そこに確信を得た時点で、タウは真っ当に言葉を交わす試みを諦めた。

「本当に、外に出たいとは思ってないんだな？」

「ああ。別に」

「……後になって後悔するんじゃないか？　よく考えてみろ。外の閂は外したままにしておいてやるから」

「いや、きちんと元のままに戻しておいてくれ。でないと君がここに来たことが露見する」

　自らの自由への選択肢より、赤の他人であるタウの身を案じる少年の思考の異質さに、タウは呆れて溜息をついた。

「そいつは、お前が心配することなのか？」

「ああ。できれば君には今後とも、村の連中と良好な関係を保って欲しい。まだしばらくここには滞在するんだろう？」

「まぁな」

「だったらまた暇を見つけて、僕と話をしに来てくれないか？　今夜はとても面白かった。君のことはもっと良く理解したい」

「……」

　ごく真っ当な判断を下すなら、この頭のいかれた少年と奇天烈な言葉を交わすことに、わざわざ人目を忍び、危険を冒すほどの価値などある筈もないのだが、そもそもこの蔵の秘密を暴きに来た時点で、真っ当な判断を逸脱していたタウである。それに何故だか解らないが、再訪を求められたことについては、タウとしてもまんざら悪い気分はしなかった。

「……まあ、そのうちまた気が向いたら、な」

「ああ。楽しみにしてるよ」

　結局、最後まで立ち上がって蔵の外を覗き見ようとする気配すらなかった少年を後に残して、タウは蔵の扉の閂を元通りに戻すと、誰にも見咎められていないのを慎重に確認しながら、村長の家へと引き返した。










　果たして、その後タウは一夜と空けることなく、丘の蔵に囚われた少年の許に通い詰めるようになっていた。

　少年が口にする正気を疑いたくなるような奇異な言説は、だが支離滅裂な妄言かといえばそうでもなく、それなりに何処かで筋が通っている。あれこれ聞き出していくうちにタウは、この少年は頭の中身が壊れているのではなく、特異すぎる生い立ちのせいで考え方の筋道が歪められているだけなのだと理解が及んだ。

　聞けば彼は、まだ生まれて間もない頃からずっと蔵の中に閉じ込められているのだという。

　両親についての記憶はない。そもそも自らの生い立ちの経緯について村の者に問い質しても、そのたびに違う回答が返ってくるため、どれを信じていいのか判らないらしい。森で拾われてきたとも、犬が産み落としたとも言われているが、ともあれ尋常な形の誕生でなかったことだけは事実らしい。

　タウが心底驚かされたのは、少年の身に備わっているという異能の力が、紛れもない本物だったことだ。

　土蔵の中の闇を払う、光源のない明かりもそうだし、椀の中の水を手も触れずに沸騰させたり、干し草をまるで摘んできたばかりのような瑞々しい緑に戻したり、少年はタウが来訪するたびに、次々と不可解な驚異を実演して見せた。どこをどう検めてもトリックの痕跡など見当たらず、こればかりはタウも真に受けるしか他になくなった。そうなると村の畑を豊作に導いている奇跡が、少年の力によるものだという話についても、ただの偶然と笑い飛ばすのは難しいところだった。

　少年はそういう力を何処で習い覚えたわけでもなく、幼い頃から平然と無邪気に乱発していたらしい。それが元で村人たちの畏怖を招き、幽閉の憂き目に遭ったのだという因果関係については、大分後になって、物事を考え察するようになってから理解が及んだのだという。

　以来、彼は真っ当に人と交わる機会を一切剝奪されたまま、ただ蔵の壁と天井だけを眺める人生を送ってきた。なるほど自らを人間として自覚できなくなるのも頷ける。戦場を這い回りながら殺すか死ぬかの日々ばかりを生きてきたタウでさえ、少なくとも自らの意志と力で生を勝ち取っているという意識はあったし、その場その場で短くはあっても手を携え、冗談を交わし合う仲間たちはいた。恵まれた青春だったとはお世辞にも言えないだろうが、それでもこの蔵の中の少年よりは余程ましな境遇だったと言えよう。

　意外だったのは、外界から隔絶されているにも拘わらず、少年が異常なほどの博識を備えていたことだ。草木の種類や動物の習性、雷や大潮といった気候の諸相の仕組みなど、この少年は実際には見たこともない筈の世界について、タウが呆気にとられるほどの知識を持っていた。

　何故そんなことを知っているのだと訊けば、彼は事も無げに「教わったんだよ」と答える。

「僕の側には色々なモノが寄ってくるって話しただろう？　退屈なときは〝彼ら〟の声に聞き入ったりもするんだ。たまに面白い話が拾えるからね」

　これが辻占いの霊媒師の言であれば真に受けるはずもないタウだが、この異能の少年であれば、或いはあり得る話かと思えてしまう。

「でも〝彼ら〟も、人間のことについてだけは全然教えてくれない。だから僕にとっては君たちが、いちばん不可解で謎めいた存在だ」

「まぁ確かに……人間にも、色々な奴がいるからな」

　戦場しか知らないタウも、そこについては認めるに吝やぶさかではない。

「善人に悪党。狡猾な奴に愚かな奴。獣みたいに容赦ない奴もいれば、進んで他人に命を差し出す聖人君子サマもいる。それこそ千差万別なんだ。だからよ……」

　相手の反応を窺いつつも、タウは意を決して先を続ける。

「手足の数に指の数、あとは真っ直ぐ立って肩の上に頭があるんなら──もうそれだけで、同じ人間ってことでいいんじゃないか。お前さんも含めて、な」

「木の葉の形をした虫だっているんだ。形骸だけで本質を語るのはどうかと思うな」

「虫と木の葉じゃ言葉が通じないだろう。その点、俺とお前はこうして話ができてるじゃないか」

　言葉はともかく、その意味するところまで十全に通じ合っているのかどうかは甚だ疑問だったが、それはさておきタウは畳み掛けるように言葉を繫げた。

「お前だって人間なんだ。ただ、この村では人間らしい扱いを受けてない、ってだけだ。身の置き場ってのも大事なんだよ。犬小屋で鎖に繫がれて生きるなら、そいつは確かに犬と変わらんだろうさ」

「……」

　頷き返すこともなくただ黙り込んでいる少年は、果たしてタウの言葉を聞いているのかどうかも定かでない。だがそれでもタウは、今日こそ語り聞かせようと思っていた言葉を、ともかく最後まで語り尽くすことにした。

「お前が〝人間じゃない〟としたら、それはこんな穴蔵に閉じ込められているからだ。なにも人並み外れた力を持ってることが理由になるわけじゃない」

「……なぜそんな話を僕に？」

　少年の声は相変わらず抑揚に欠けて、どんな感情も窺い知れなかったが、それでもタウは答える前に生唾を吞み込まなくてはならなかった。

「お前は、前に俺に訊いてきたよな。『自分の在り方に善し悪しがあるのか』って。──あるさ、当然だ。そいつは自分で選び取って、決められるものなんだ。ただ在るがままを受け入れて諦めるようなもんじゃ、ない」

　それまで虚空に浮いていた少年の視線が、そのとき真っ直ぐにタウを見据えた。その眼差しには鋭さも威圧感もなかったが、あまりにも透とう徹てつすぎて、どんな誤魔化しも見透かされてしまうという予感があった。

「では君は人を殺したくて傭兵になったのかい？　今の生き方を自ら選んで、それを善しとしていると？」

「……」

　タウには、返す言葉がなかった。

　得意気に説法してはみたものの、省みればタウ自身もまた、そんな綺麗事に沿った人生を歩めているわけではない。戦場に生まれ落ち、戦う術しか身につけられなかったからそういう生き方を続けている。その是非を問うことなどついぞ考えたこともない。──考える意味すらないと自分自身に言い聞かせ、心を麻痺させたままやってきた。

　目の前の少年が蔵の中に囚われているのと同様に、タウもまた傭兵という生き様に囚われているのだ。

「君は僕にこの蔵から出て、別の生き方をしてみろと勧めるが、それで何かが変わるようなものでもないだろう。きっと僕は何処に行こうとも畏れられ、疎まれ、かつ利用するためだけに執心される羽目になる。君が何処へ行こうとも剣を執り続けるしかないのと同じに、ね。──こういう説明の仕方なら、君も納得してくれるかな？」

　頷くしかないと、そう理屈では解っていても、それでもタウの中の何かが素直に首肯することを拒み続けた。

「……俺が不甲斐ないのは認めるさ。だがな、俺に出来なくても他人に出来ることが、あってもいい。あって欲しいと、そう思うのさ」

　そう自ら口にしてようやく、タウは己の偽らざる気持ちに気がついた。長らく目を背け、無視し続けてきた感情が胸の中にあることに。

「生き方の善し悪しは、あるよ。それだけは間違いない。……だって今の俺の生き方は、明らかに〝悪い〟って、それだけは確かに断言できる」

　誰に対しても面と向かっては言えない言葉を、タウは目を伏せたまま口にした。少年は答えない。やがて沈黙の重さに屈し、タウが恐る恐る視線を上げると、そこにはいつか見たのと同じ、はっきりと感嘆の相を露わにした少年の顔があった。

「……君は、つくづく不思議で、面白い」

　さも感心した風にかぶりを振る少年は、まるで鮮やかな手品を見届けた子供のように嬉しげだ。

「否定とは、肯定の在処を逃げ道として用意していなければ口に出来ない概念かと思っていたけれど。〝善し〟とするものを見出せないままに何かを〝悪し〟と断じるなんて、なんて無謀な冒険だろうか。そんな先の見えない綱渡りに踏み出すなんて、物凄い勇気だよ」

「……よく分からんが、何だ？　つまり俺が馬鹿だと言いたいのか？」

「かもしれない。でも君と話していると、愚かしさとは必ずしも忌むべきものではないのかもしれないと思えてくる」

「……」

　何をどう言い返せばいいのやら判らず、釈然としないまま黙り込むタウに、少年は微笑みかけた。それは小さな笑みではあったが、彼が初めて見せる、見かけの年齢に相応しい無邪気な表情だった。

「ともかく、人間という存在が多様だという話──それだけは認めよう。君は村の連中とは明らかに違う。だけど双方とも同じく〝人間〟という概念で括っていいというのなら……成る程、人間とは僕が思っていた以上に懐が深い言葉なのかもね」










　──聞いたか？　カノンの話を。あの傭兵が丘の土蔵から出てくるところを見たと──

　──ああ、間違いない。昨夜も真夜中に確かめたが、奴は部屋を留守にしていた──

　──知られたのか──

　──ああ、余所者に知られた。放ってはおけん──

　──殺すか──

　──殺そう。だが、どうやって？──

　──ゼペルんとこの倅せがれですら、奴には腕相撲で負けたとか。手強いぞ。反撃されたら怪我人も出る──

　──毒を盛ろう。晩飯は俺たちと一緒だから難しいが、朝飯は皆より遅れて一人で食うから、チャンスはある──

　──良し。いつやる？──

　──さっそく明日だ。毒茸でいい。のたうち回って吐いてる隙に槍で突き殺そう。それなら簡単だ──




　謀はかりごとを巡らすにしては迂闊なもんだな──と、タウは村長宅の中庭で壁に寄り掛かったまま嘆息した。

　食堂はタウに貸している部屋から離れているので密談には最適だと思っていたのだろうが、すべて窓の外には丸聞こえである。

　リカルドほか村の重じゅう鎮ちんが血相を変えて村長の元に押しかけてきた時点で、さてはと察しのついたタウは、こっそりと自室を抜け出して中庭に身を潜め、結果、まんまと村人たちの計画の一部始終を聞き届けることになった。

　既に予感できた成り行きではあったのだ。昨夜、土蔵を出て閂を戻している時に、気配だけで誰かの視線を感じていた。気のせいだと楽観することなく警戒していれば案の定、である。さすがに毎晩あんなことを繰り返していれば、遅かれ早かれ事は露見していただろうし、失態を悔やむ気持ちよりは、いよいよか、という諦観の方が強い。

　村の禁を破ったことについては弁解の余地なくタウの方に非があることだし、なにも殺すほどのことか？　と驚き呆れる気分を除けば、恨み言を言える筋合いでもない。ともかく村長ほかリッグス村の面々に対しては、筋金入りの傭兵の生存本能を甘く見積もったことについてのみ、ご愁傷様、と言ってやるしかない。

　さて、このまま安穏と村に留まれば、タウの命運は明朝に尽きる。もちろん逃げ出す策を練るしかないわけだが、自警団の連中も近頃は教練の甲斐あって、幾人か弓の扱いに手慣れてきた者も出てきた。背中に矢を射掛けられながら走るのは可能であれば願い下げにしたいところだし、そうなると遁走は夜陰に乗じて密やかに、という方針が最善になる。

　むしろタウを悩ませるのは、今こ宵よいが最後となるであろう丘の土蔵の訪問において、あの少年に何を言うべきか、という一点だった。










「──まぁそういう訳で、お前を攫っていくことにした」

　経緯については黙って聞いていた少年も、タウが話の結びに宣言したその言葉には、さすがに眉を顰めた。

「その結果この村がどうなるか、承知の上で言ってるんだね？」

「ああ。だが俺を殺そうとしてる連中に同情してやる義理もない」

　悪びれもせず嘯うそぶくタウに、少年はほとほと呆れたとばかり溜息をついた。

「そもそも先に相手を怒らせたのは君なんだし、やはり明らかに君の方が一方的な加害者という気がするけれど……」

「うっかりそういう悪党を雇っちまった連中に、運がなかったってだけのことさ」

「便利だね、運って言葉は」

　村にとっての死活問題だと窘たしなめておきながら、相変わらず少年の口調は他人事のように吞気なままだ。彼の村人に対する感情には悪意もなければ好意もない。幽閉されたことへの恨み言が出てこないのは、そもそも相手に対する関心そのものが欠落しているからだ。

「で、どうするの？　力ずくでも僕を連れて行く気かい？」

「お前が抵抗するなら、そうなるな」

「抵抗すれば見逃してくれる？」

「それはお前の暴れっぷりにもよるな」

　少年は口を噤み、宙を仰いで考え込みはじめた。タウもああは言ったが、本気で手荒な真似をする気はない。少年が蔵の外に出ることを心底嫌がり、拒絶するなら、そのときは放っておいて立ち去るつもりだった。

「……昨夜、君が帰った後も、ずっと考えていたんだ。生き方の〝善し悪し〟について」

「……」

「僕が自分を人間と自覚できないのは、人間らしからぬ扱いを受けているからだと君は言う。でもね、突き詰めればそれ以前の問題だ。善し悪しを問うまでもなく──この狭い蔵に閉じこもり、何もしないで過ごす僕は、そもそも生きてすらいない」

　生ける屍、まさに今の少年の境遇はそれだろう。パンと干し肉という供物を受けて、村に豊穣と凶運をもたらす忌まわしき骸。それを祭る社がこの蔵だ。タウは小さく頷いた後で、しかし否定を口にした。

「だがお前は息もしてるし、心臓も動いてる。お前に〝生せい〟を見失わせている今の有様は、やっぱり〝悪い〟境遇なんだよ」

「自分を否定した次には、他人まで否定するのかい？」

　そう混ぜ返す少年に、タウは「そうだ」と臆おくすることなく首肯する。

「俺もあれから考えた。たしかに俺には〝善い生き方〟が分からない。だがそれでも探すことはできる。──つまりは消去法ってやつさ。〝悪い生き方〟を片っ端から潰していけば、きっと最後には正解が残るだろう。

　だからまず手始めに、お前の生き方を覆す。これから始める探し物の、第一歩だ」

「とことん自分の都合なんだね。まあ、それが君の強さでもあるんだろうが」

　咎める風もなく苦笑してから、やおら少年は真顔になった。

「……僕はこの蔵の中にいたから、生きることを、己の在り方と向き合うことを放棄していられた。でも外に出たらそうはいかない。僕は問い続け、選び続け、挑み続けることになる。果たして僕はただ〝逸脱している〟というだけの人間なのか、或いは〝人間〟を逸脱したモノなのか──その答えを探さずにはいられなくなるだろう」

「それが、怖いのか？」

「まあね。さぞや困難な探索になるだろう。正直、手に余るんじゃないかと思ってる」

「なら、手伝ってやる」

　タウはさしたる考えもなく、だが彼自身にも不可解なほどの確信を懐いた上で、そう少年に請け合った。

「俺にも行く当てがあるわけじゃない。だからお前の探し物に付き合ってやる。目指す場所がないっていうのも〝善い生き方〟とは違うだろうしな。まぁ、道案内ぐらいの役には立ってやれるだろうさ」

「親切な人攫いがいたもんだね」

　少年は朗らかに笑った後、座り込んでいた床から立ち上がった。──旅立ちに臨む彼の準備は、ただそれだけの動作で事足りた。










　闇に紛れての逃亡はことのほかあっさりと成功し、二人は誰に阻まれることもなくリッグス村を抜け出して、誰もいない深夜の草原に辿り着いた。

　空に分厚い雲が立ち込めた闇夜だったのが、なおさら忍び歩きには最適だった。タウが仕込んだ自警団の若者たちは既に当番制の夜警を日課とするようになっていたが、誰一人として異常に気付いた者はいなかった。そもそも巡回の経路を指示してやったのはタウなのだ。監視が手薄になるタイミングを見計らうのは雑作もないことだった。

「ところで……この先、僕は君と一緒に様々な人間と会うことになると思うんだけど」

「ん？」

「他の人間と並んだときに、君だけをどうやって区別すればいいんだろうか？」

　珍妙な質問の意図を計りかねたところで、ようやくタウは今更のように、二人がまだお互いの名前すら知らないことに思い至った。

「俺の名はタウだ。お前は？」

「名前、か……」

　久しくその概念と無縁だったのか、少年は遠い記憶を顧みるかのように額に指を当てる。

「……確か、ずっと昔のことだけれど、キアと呼ばれていたような気がする」

「キア、か」

「……変かな？」

「響きとしては妙ではあるが、余計な意味がある言葉でもないし……いいんじゃないのか？　お前がそう呼ばれて嫌じゃないんなら、キアで」

「ふふふ……」

　何が可笑しいのか、少年はこそばゆそうに相好を崩した。

「不思議な感触だね。名前で呼ばれるというのは。──そうか、僕はこれから〝キア〟なのか」

　きっとリッグス村の土蔵にいた頃は、誰かと言葉を交わすことすら希な体験だったのではあるまいか。彼を置き去りにしたまま逃げていたら、きっとタウは後々まで自責の念に苛まれていたことだろう。改めてタウは、この少年──キアが同行を承諾してくれたことに安堵した。

「ちょっと、休憩していいかい？」

　ふとキアが立ち止まり、苦しげに腰を屈める。無理もない。永らく虜囚の身だった彼が、いきなりこの距離を歩き通したのは、体力的にも相当応えたことだろう。

「ああ、ここまで来れば追っ手もないだろう。──済まんな。気遣いが足りなくて」

「いや、疲れたというわけじゃない。……なにぶん、こんなに沢山の草の息吹に晒されるのは久々だったから。ちょっとね……まだ外の世界に馴染めてないらしい」

　浅い呼吸を繰り返し、喉を喘ぜん鳴めいさせているキアは、どこか陸に打ち上げられて苦しむ魚を思わせた。

「……よく解らんが、ともかく深呼吸してみろ。胸でなく腹で息を吸え」

「……そうか。深く吸い込んで、吐き出す……それだね」

　青あお褪ざめた顔で頷くと、キアは何のつもりか息を止め、背筋を伸ばし両手を拡げて、天を高々と仰ぎ見るかのように頭を反らす。

「……おい？」

「ちょっと驚かせるかもしれないが、危険はないから。心配は──いらない──」

　瞼まぶたを半ばまで下ろしたまま、キアがそう呟いた直後──凄まじい旋風が、草原に逆巻いた。

「ッ⁉」

　不意を衝かれて思わず顔を庇うタウ。まさか竜巻の前兆かと肝を冷やすものの、何かが妙だ。風は何処から吹き込んでくるわけでもなく、立ちつくすキアを中心に円を描いて吹き荒れている。

　轟々たる風は螺ら旋せんを描き、天高く舞い上がっていく。その果てを見上げたタウは目を見張った。風は二人の頭上を低く覆っていた雲を切り裂き攪かく拌はんし、猛烈な勢いで曇どん天てんに大穴を穿っていく。

　そして、まるで緞どん帳ちょうが捲めくれるかのように露わになった空には、満天の星が輝いていた。こんなにも眩い星明かりを、タウは生まれてこのかた見たことがなかった。夜の天球そのものが大地に迫り、タウの上に雪崩れ込んでくるかのようだった。

「……な……ッ」

　否、錯覚ではない。確かに星の輝きは光の束となって降り注ぎ、吸い寄せられていく。──両手を拡げたキアの懐に。

「……ああ、やっぱり心地良いものだね……広い世界の新鮮な魔力は……」

　陶とう然ぜんと囁きながら、星の光を満身に浴びたキアが目を閉じる。今や光はキアだけでなく、彼の足元から波紋を描いて拡がり、見渡す限りの草原にくまなく浸透していった。

　風にうねる草が、緩やかに宙を舞う羽虫たちが、今や朧な星の色の燐光を纏っていた。まるで大地に息づく全てのものたちの生命が、目に見える形で溢れ出たかのように──静かな夜の草原は、透き通った輝きに満ち溢れていた。

「……」

　驚きのあまり言葉を失ったまま、タウは己の両手を見下ろす。彼もまた草花や虫たちと同様、柔らかい光に縁取られていた。指を握ると、微かな光の粒が飛沫となって宙に散る。その美しさに心揺すられて、気がつけば瞼から涙が溢れていた。

　こんな景色は見たことがない。ごく当たり前のように見過ごしていた、何の変哲もない場所だというのに。キアがただ腕かいなを拡げただけで、全てが変貌してしまった。

　そこにタウは啓示を得た。──きっとこの驚異、この感動すらも、世界の諸相のほんの一つに過ぎないのだと。

　昨日まで、彼は全てに飽いていた。何処も同じ戦場の、変わることのない生と死に辟易していた。堂々巡りの死と恐怖だけが人生という閉ざされた輪の中の全てだと、そう諦めて観念していた。

　だが、違う。未だこの世界には、見たこともない、予期したことさえない驚きと喜びが秘め隠されている。何の変哲もない夜の草原でさえも、こんな輝きに包まれる瞬間がある。ならば山河には、砂漠には、陽と雨と氷雪の果てには、一体どれほどの正体が潜んでいるというのか。

　タウはキアに道案内を買って出た。この少年を囚われの身から救い出してやったつもりでいた。だが真実は違う。キアこそがタウを救い、タウに導きを与える存在だったのだ。この目眩く景観を現出せしめた彼こそが、生きる意味を見失っていた野良犬のような傭兵に、今、新しい人生を与えてくれたのだ。

「……これでいい。やっと外気に同調できた。うん、生まれ変わったみたいな気分だね」

「……そうだな」

　気の抜けたような声でそう相あい槌づちを打つのが、今のタウには精一杯だった。相手に気取られないように、そっと手の甲で目尻の涙を拭う。

「さて、タウ。これから何処に向かう？」

「……何処だっていいさ。ああ……何処であろうと付き合うぜ」

　湧き上がる想いに声が掠れ、総身が震える。

　己が未来を見通すかのように、タウは揺るがぬ確信を得ていた。この相棒と一緒なら、きっと何処にだって行けると。どんな彼方であれ辿り着ける筈だと。

　初めて胸に滾るものを手に入れたこの夜を、彼は生涯、忘れることはないだろう。





あとがき




　書物というものは恐ろしいもので、移ろいやすい人の心を、不変の記録として後の時代に残してしまう。

　決して揺らがず、妥協というものを許さない過日の証人が、未来の変節漢を糾弾する舌ぜっ鋒ぽうの、なんと鋭く容赦ないことか。二〇〇二年に刊行されたノベライズ版『Phantom』第一巻に寄せられた原作者後書きを読み返すたび、私はいたたまれない思いに苛さいなまれる。

　そこには一八禁美少女ゲームのライターであることに堂々たる誇りを懐いだき、そのジャンルに忠誠を誓い、その業界への帰属意識を自らの拠り所としていたが故ゆえに、己おのれの作品が一般向け書籍として日ひ向なたの店頭に並べられることに憤っていた二〇〇二年当時の虚うろ淵ぶち玄げんがいる。生涯を尽くしてエロゲー業界を隆盛させんと志し、その領域を踏み出して異なる肩書きで世に知られることなど言語道断と息巻いていた私がいる。

　もし彼が二〇一一年の虚淵玄を見たら何を思うだろうか？　漫画原作、小説、アニメ脚本と節操なく異業種を渡り歩き、あろうことか自ら率先して他社の一八禁ゲームのノベライズを手がけ、それを一般流通に乗せることまでも許諾した現在の私は、どれほど卑劣な裏切り者と見なされることだろうか。

　だが二〇〇二年の私よ、ちょっと思い出して欲しい。エロゲー業界こそ我が魂たましいの故国と、その旗を仰あおぎ奉たてまつり狂信していた君の姿を、一九九二年の君は一体どう思うだろうか？　そう、まだ虚淵玄ですらなく、もはや記憶も定かでない珍妙なペンネームで新人賞に応募を繰り返していた君を、ライトノベル作家への道に青臭い夢と希望を託たくして、大学の講義もそっちのけでワープロを叩いていたモラトリアム小僧のことを忘れた筈はずもあるまい？　もし彼が、一〇年後の自分が文芸に背を向けてポルノ業界に身を投じていると知ったなら、あるいは世を儚はかなんで首でも吊りかねないんじゃないのかい？

　ああ、虚淵玄2002よ、君がなぜ一般作を、そしてライトノベルを憎ぞう悪おしていたかはよく知っている。君は拙つたない自信作によって世に出ることが遂ついに叶わなかったから、そしてそんな失意の君を拾い上げ、デビューの栄冠を与えてくれたのがエロゲー業界だったから、秋葉原の萌もえ市場を、さながら新たな飼い主を得た捨て犬のように思慕して忠義していたのだろう？　そしてエロゲーライターとしての地位を得た君に、掌てのひらを返したかの如ごとく接近してきたライトノベル業界を、蛇だ蝎かつの如く憎悪していたのだろう？

　でもね、やがて君もまた知ることになる。「業界」とはその身に流れる血の色のように、或あるいは殉教を捧げうる教義のように、永遠不変のものなどではない。たとえ君が心変わりしなくても、業界の方ほうがその在り方を変えていく。君が心に懐いだいた「萌え」は、五年後、一〇年後の「萌え」ではない。変節を拒み、変わらぬ忠義を貫こうとした君こそが、やがてはその主あるじに置き去りにされていくことだろう。刻一刻と移り変わっていく「業界」の在り方に、君は取り残され、途方に暮れることだろう。

　だからそんな時にこそ、本棚に並べてある数多あまたの聖典を繙ひもとくのだ。『銃ガン夢ム』単行本四巻に収録された『FIGHT21 アウトサイダー』に、君を導く台詞せりふがある。ガリィの強さはきっと次の一〇年間の君を支え続けることだろう。

　己は何を足場にして立っているのか？　その大地はどう区分けされて、何処いずこの領土に属するものか？　──何とも実に、くだらない問いではないか。

　己の足元には、ただ己の影法師があるのみだ。歩き、座れば形も変わる。陽が傾けば長さも変わる。そいつが誰の目にどう映り、どう名状されようと、気にかける程のことはない。変幻万化するすべての輪りん郭かくが、余さず虚淵玄の影である。いずれも単に「本人」という厚みを欠いた、二次元の輪郭線でしかない。




　そんな次第で、今やもうエロゲーライターなのか小説家なのかアニメ脚本家なのか定かでない虚淵玄2011が、ここに『金の瞳と鉄の剣・第一巻』を上じょう梓しさせていただく。

　これは私個人にとってちょっとした節目になる作品である。オリジナル小説としての前作『アイゼンフリューゲル』は元々、全一二話のアニメ脚本として書かれた（そしてお蔵入りしていた）ものを小説の体裁に改稿したものであり、またもう一本のオリジナル小説『白はく貌ぼうの伝道師』は書店に流通しておらずAmazonでしか手に入らない。初めから小説として書き始め、そして書店に並ぶに至った本というのは、私にとって今作が一冊目なのである。

　虚淵玄2002にとってはさぞや噴飯ものの作品であろうが──そういえばお前さん、太おお田た克かつ史し氏のことを「奈な須すきのこをゲーム業界から拉ら致ちしようとしてる憎い奴」と目の敵かたきにしてなかったっけ？　──その彼が置き去りにしてきた、さらに遠い過去の自分には、きっと歓迎してもらえる本になったのではなかろうか。

　なので本書は一九九二年の、ええと、何とかいう作家志望の若造に捧げたい。誰が挿さし絵え描いてくれたか知ったら驚きのあまり心臓止まっちゃうんじゃないかな。あの頃の彼は大層ナイーブだったから。

　なぁ坊ぼう主ず、ペンネームは人の記憶に残ってこそナンボだぜ。自分自身すら思い出せない語ご呂ろなんて明らかに駄だ目めだから、速やかに改名しなさい。それと君が必死こいて書いてるソレ、龍の骸むくろを武器にするダークエルフが五柱の邪神を倒しつつ、五つに引き裂かれて供く物もつにされた姉の遺体を取り戻していく話ね……まぁ新人賞では一次審査にすら引っかからずに落選するけれど、めげずにネタだけ温めておくといいよ。ほんと人生ってやつは、どんな風に転がっていくことやら知れたものではないのだから。





二〇一一年三月　虚淵玄
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。




収録されている内容は、作品の執筆年代・執筆された状況を考慮し、初版発売当時のまま掲載しています。
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